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は じ め に

埋蔵文化財の保護は、地下に埋もれているというその特性から圃場整備・ 道路建設・宅地

開発などの各種開発事業との調整のうえでしばしば問題となっています。このため、埋蔵文

化財保護行政を一元的に取り扱う埋蔵文化財センターの必要性ぱ、長年にわたる懸案となっ

ていました。

そこで平成元年 4月、斎宮歴史博物館の完成に伴い、施設のうえではこれに併設するか

たちで埋蔵文化財センターが開設され、業務の充実や体制の整備を進めてきたところであ

ります。

2年目を迎えた三重県埋蔵文化財センターでは、山積する各種開発事業に伴う事前の発掘

調査のほか、胞しい量の出士品や関連資料の整理・保管、埋蔵文化財展など資料の展示公

開や貸出し等の普及公開事業、市町村主体の発掘調査への指導• 協刀等を行ってまいりま

した。本冊子は、これら平成 2年度における三重県埋蔵文化財センターの事業・活動をま

とめて事業報告とするとともに、今後の一層の充実のための基礎資料とするものです。

ここに本冊子をまとめるに当たりこ協力いただいた関係各位• 各機関に感謝申し上げる

とともに、埋蔵文化財の保護に参考としていただければと念じております。

平成 3年 3月

三重県埋蔵文化財センター

所長中林昭



例 口

1、この冊fは、平成 2年度における三重県埋蔵文化財センターの事業概要をまとめたも

のである。なお、 Il-1・2については三重県埋蔵文化財センター担惰の発掘調査結果

に加え、県内市町村で実施した発掘調査結果もあわせて収録した。

2、緊急発掘調査の概要については、それぞれの発掘調査担‘月者の協力を得た。

3、本冊子の編集は、関係各機関及び各位の協力を得て、管理指導課が中心となって行っ
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（分掌事務）

総務課

1. 公印の管理に関すること

2. 職員の身分及び服務に関すること

3 予算及び経理に関すること

4 給与及び旅費等の支給に関すること

5 契約及び人札事務に関すること

6. 施設、設備の保守管理に関すること

7 文書の収発に関すること

8 職員の健康、福利厚生に関すること

9. 防災管理に関すること

10. その他他課に属さないこと

謁査第一課

l 埋蔵文化財保護にかかる文化振興課ならびに関係部局との連絡調整に関すること

2 県関係公共事業における埋蔵文化財の発掘調査及び保護に関すること

3. rr:i町村埋蔵文化財保護の指導に関すること

淵査第二課

1. 近畿自動車道に関する発掘調査及び保護に関すること

2. 国道 1号線亀山バイパスに関する発掘調査及び保護に関すること

3. 中勢道路に関する発掘調査及び保護に関すること

4 松阪多気バイパスに関する発掘調査及び保護に関すること

5. 建設省、日本道路公団との調整協議と事務処理に関すること

管理指導課

1. 埋蔵文化財センター内外の各種会議に関すること

2. 遺跡及び遺物等資料の貸出掲載許可等に関すること

3. 埋蔵文化財展に関すること

4. 市町村の文化財展展示指導及び協力に関すること

5. 埋蔵文化財行政調査等に関すること

6. センター通信及び埋蔵文化財年報等の刊行に関すること

7. 出土品の洗浄・注記・接合・復元及び実測等に関すること

8. 出土品の科学的保存処理に関すること

9. 整理済出土品の収蔵及び保管に関すること

10. 遺跡台帳、遺跡地図の整備及び保管に関すること

11. 遺跡及び遺物の実測図・写貞等の整理及び保管に関すること

12. 関係図書等の整理及び保管に関すること

13. 埋蔵文化財発掘調査技術の研修に関すること
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Il 平成 2年度緊急発掘調査

1 緊急発掘調査一覧

県（埋蔵文化財センター）担当分 （※は国・県費補助事業）

l1o. 遺跡名 所 在 地 原 因 費用負担

l 殿名遺跡

2 長法寺 4号墳

橋門 B遺跡

3 I別所遺跡

4 大鼻遺跡

5 東樺野遺跡

6 安楽A・B遺跡

7 三行城跡

8 赤坂遺跡

9 北奥遺跡

10 I峯治城跡

11 I河崎遺跡

12 六大B遺跡

131橋垣内遺跡

14 狐塚占墳群

15 天白遺跡

16 八幡遺跡

桑名郡長島町殿名

鈴鹿市三宅町橋門

,, ,, 別所

亀山市布気町大鼻

1， 菅内町樺野

” 安坂山町

安芸郡河芸町三行

1, 芸濃町岡本字赤坂

“
 

'' 雲林院

津市上津部田字オの坪

II 大里睦合町河崎

，'大里窪田町字竹花ほか

，, ，' 字橋垣内

一志郡一志町高野字上野

// 嬉野町釜生田天白

，' 白山町北家城字八幡

17 西の垣内遺跡 ，， ,, 南家城字西の垣内

18 士井沖遺跡 ,, 芙杉村上多気字七井沖

19 伊勢寺遺跡 松阪市伊勢寺町、午北ほか

20 I玉f遺跡 I/ ，, 'YE f-

21 I打田逍跡
” 岡本町F打田

22 I鴻ノ木遺跡 ,, 射和町字鴻ノ木

23 朱中古項 I/ rt田町

24 朱中遺跡 ,, ,, 
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県道水郷公園線改良 I県土木部

県営圃場整備

”
 

•一般国道 1 号亀山バ建設省

イパス建設

国道 30 6号線改良 県士木部

県道亀山石水渓線道 ，' 

路改良

県営圃場整備

広域農道改良

県道津芸濃大山田線 1 県土木部

改良

都市計画道豊里久居

線改良

県営圃場整備

一般国道 23号中勢 1 建設省

道路建設

”
 

”
 

”
 

県常防］場救備

一般国道42号松阪・

多気ハイパス建設

“ ，, 

（県農林水産部※

県教育委員会

県農林水産部

県農林水産部

”
 

”
 県農林水産部

”
 

浄水場天日乾燥地増 1企業庁

設

県営圃場整備 県農林水産部

（県農林水産部※

県教育委員会

県農林水痒部

”
 

国道 36 8号線改良 1県t木部

県営圃場整備 （県農林水産部※

県教育委貝会

堀坂川小規模河川改 1 県 t木部

修

（県農林水r粗部※

県教育佼且会

建設省

”” 



J1o. 遺跡名 所 在 地 原 因 費用負担

25 上ノ垣外遺跡 多気郡多気町荒蒔字上ノ垣外 一般国道42号松阪・ 建設省

多気バイパス建設 I 
県営圃場整備 （県農林水産部※

県教育委員会

26 北野遺跡
” 明和町蓑村字西へべら

” 
,, ※ 

27 蓑村大塚遺跡
” ” 

It /1 県農林水産部

28 中里遺跡 度会郡大宮町水会字中里 畜産環境整備 ,, 
29 御所裏遺跡

” 度会町一之顧字御所裏 県営圃場整備 It 

30 麻加江遺跡
” 

I/ 麻加江 県道伊勢大宮線改良 県土木部

31 岡村近世墓群
” ぷ城町岡村 県道田丸斎明線改良

” 
32 蚊山遺跡 I/ ，' 岩出 県道岩出新田線改良 ，' 

33 上の山遺跡 I/ ，' 勝田 県道度会玉城線改良 ,, 
34 小清水遺跡 I/ ,, 字小清水 ” ” 
35 泉貞窯跡 ，, ,, 積良字呆』・向山丑 近畿自動車道（勢和 日本道路公団

岡 ～伊勢閻）建設

36 山神城跡 ,, ,, 山神・積良
” 

，, 

37 寺原B遺跡 伊勢市佐八町字寺原 県道伊勢南島線改良 県土木部

38 杉葉崎遺跡
” 

朝熊町杉葉崎 伊勢二見鳥羽有料道 県道路公社

路改良

39 ハノカ遺跡
” 

津村町・佐八町 近畿自動車道（勢和 日本道路公団

～伊勢間）建設

40 落合古墳群 ，, I/ 字口山田 ” 
,, 

41 亀谷郡C遺跡
” 前山町字亀山郡 ,, 

” 
42 河原谷遺跡 ,, 

” 字河原谷 ,, ，' 

43 大谷古墳 ,, 佐八町字大谷 I/ ,, 

44 中起遺跡 ,, 勢田町字中起 ,, 
” 

45 占市宿場街跡 I/ 中之町・桜木町 ，, ,, 
46 奥遺跡 ，, 楠部町字奥 ” 

,, 
47 畦垣内 A遺跡 伺山郡伊賀町御代字畦垣内 県営圃場整備 （県農林水産部※

県教育委員会

48 小倉遺跡 ” 阿山町馬場字小倉 ” ” ※ 

県農林水産部

49 伊賀国府推定地 七野rfj坂之F-外llJ ” （県農林水産部※

県教育委U会

50 出睛遺跡
” 一之宮字出睛 ” 

県農林水廂部

51 印代東方遺跡
” 

印代• 西条土 橋 県営排水特別対策 ,, 
52 間[fl遺跡

” 
服部町字間田 I/ （県農林水産部※

県教育委員会

県農林水産部

5:1 宮山逍跡 I/ t-. 友牛'(白山 県微圃場整備 ，， 

54 堂之前遺跡 ” 
,, 字堂と削 ” 

，, 

55 森脇遺跡 ” 市部字•森脇 ” 
（県旧房農卜林苦水み産H 部~※ 
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i,,v O. 遺 跡名 所 在 地 原 内 費用 負担

56 澤田遺跡 上野市市部字澤田 県営圃場整備 （県農林水産部・糸

県教育委員会

県農林水産部

57 裔田氏館跡 I/ 沖 I/ 県農林水産部

58 才良遺跡 I/ 才良
” （県農林水産部※

県教育役員会

県農林水産部

59 貝野氏館跡
” 

，, 

” ” 
60 浮田 B遺跡 ,, 上神戸 I/ （県農林水産部※

県教育委員会

県農林水産部

61 浮田 C遺跡 I/ I/ ，, I/ 

I 62 高賀遺跡 ,, 
” 

,, 
（県農林水産部・※

県教育委員会

県農林水産部

県（斎宮歴史博物館）担当分

廂 I134 I斎宮跡 ※ I童要遺跡確認 斎宮歴史博物館 H2.4.18 -12. 2 4. 300 m2 

調査次数 麟面 積(m2) 調査期間 地 番 地 籍 備 考

8 6 1,500 H 2. 4. 1 8 ...... 7. 7 明和町斎宮字西加座 2679-1他 計画的面調査

8 7 1,500 H i. 7. 1 7 ---1 0. 2 2 明和町斎宮字塚山 3351他 計画的面調査

8 8 1. 300 H 2. 1 0. 1 9 ......, 1 2. 2 7 明和町斎宮字鍛冶山 2411-1他 計両的面調査

仮 I134 I斎宮跡 ※ I史跡現状変更 明和町 IH2.7.1o---Hi3.30 I 1,397 m2 

調査次数 識査面積(mり 調査期間 地番 地籍 原 因 調否機関

8 5 - 1 303 印 7.10-11.2 明和町斎宮字古里 県逍南藤原竹川線拡幅 斎宮歴史博物館

8 5 - 2 68 H2. 7.10-7.30 明和町斎宮字古弔 個人住宅の新築 斎宮歴史博物館

8 5 - 3 60 II2. 9.2 5---92 7 明和町竹川 町道側溝の新設 斎宮歴史博物館

8 5 - 4 95 H2.ll. 7-..,1115 明和町竹川 573-2 盛七 斎宮歴史博物館

8 5 - 5 260 H3. 11に 1.25 明和町斎宮字楽殿 2885-2 盛上 斎宮歴史博物館

8 5 - 6 120 lI3. 1.21-2. 6 明和町斎宮 防火水槽設闘工事 斎宮歴史博物館

8 5 - 7 121 H3. 3. 1-3.18 
明和町斎宮字塚山

個人住宅の新策 斎宮歴史博物館

8 5 - 8 370 H3. 2.2炉 3.30 明和町竹川字中垣内
耕作土の犬地返し 斎宮歴史博物館427-1 
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市町村担当分

fib. 遺跡名

享2
67 西ケ谷古窯跡

68 ニッ塚占墳群

69 上野遺跡

70 西ノ岡B遺跡

71 寺山遺跡

72 寺田山 7号墳

73 扇広遺跡

74 須伎神社東遺跡

（仮称）

75 岡田遺跡

76 岡田古墳群

77 高井B遺跡

78 伊勢国分寺跡

79 I中尾山遺跡

841大鼻遺跡

85 大垣内占墳

89 西山田遺跡

90 岡人り占墳

91 旧観音堂跡

跡

群
遺

墳
田

占

山

城

西

大

9
 .

.

.

.

.

 

,
1
 

9
2
9
3
 

96 I上津部田城址

97 I渋見砦跡

所

員弁郡北勢町大字瀬木字川向

三菫郡朝日町縄生字中谷 2450ほ力1重要遺跡緊急調査

四日市市中川原 住宅建設

1, 水沢町

在

II 東坂部町字西ケ谷 l281ほか道路建設

1， 平尾町ニッ塚 2271はか 工業用地造成

II 大字西訓倉川上野 638ほか宅地造成

鈴鹿市高岡町字西ノ岡ほか 道路建設

// ,, 字寺山 1742・1609 ,, ・ 水道建設
ほか

I/ I/ I/ 1774ほか 道路建設

I/ I/ 扇広 土地区画整理

1， 長太栄町二丁目 住宅建設

1， 岡田町字吉原

,, 2丁目

1, 徳田町高井

I, 国分町字堂跡 299ほか

,, ,, 字中尾山

80 沖ノ坂遺跡 ,, ,, 字石亀谷

81 沢城跡・沢遺跡 1' 飯野寺家町字沢

82 西野遺跡 亀山市栄町字西野

83 糀屋垣内遺跡 I' 羽若町糀屋垣内

地

1, 布気町字牛櫃 1151ほか

I, 山下町字大垣内

// l1 大字光明寺字高塚・

長尾

I
I
I
I
 

'' 大字内多字西山田

,, ,, 字大城

941三郷A・B遺跡 ，， 美里村三郷

95 六大B遺跡・大津市大里窪田町

古曽遺跡

''―身田上津部田字ルノ坪

I, 渋見町字城

原
---

七地改良

農地改良

プレハブ建設

任宅建設

農業関連

l， 安濃町大字安濃字室ノロ 土取り

I/ ,, 大字草生字布山 I ,, 

”
 

因 担負

者
用

※

業
町

町

事

費

〗
ロ

”
 市遺跡調査会

,, 
,, 

” ,, 
,, 
,, 

市教委

市遺跡調査会

市教委

市遺跡調査会

重要遺跡範囲確認調 l市教委

査

廃棄物処理場建設 1市遺跡調査会 I市

II ー II 

店舗建設 市教委

住宅建設 I/ 

一般国道 1号亀山バ 1, 

イパス建設

工場建設

道路建設

861亀山城跡 I， 本丸町 573 I史跡整備

87 鈴鹿関関係推定 鈴鹿郡関町大字新所字西町北・会 住宅建設

地 下垣内

88 I雲林院青木遺跡 安芸郡芸濃町大字雲林院字青木 131土地改良

48 

学術調杏

II 

”' 
I/ 

町教委

”' 

””” 

”
 県土木部

事業者

” 
市

，1 

I/ 

事業者

I/ 

市

事業者

，' 

市※

,, 
事業者

" 
建設省

事業者

市

ヶ

事業者

町

事業者

,, 
,, 

ビニルハウス建設 ,, ,, 

工場団地造成 町遺跡謁任会 町

公共施設建設 村教委 村

団体営圃場整備 六大B遺 跡 発 掘 事 業 者

調査団

文化会館建設 I上津部田城址発 I ,, 

掘調査団

渋見砦発掘調査 l市教委
団
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妬． 遺跡名 所 在 地 原 因 調査主体 費用負担

98 殿村古墳群 津市大字殿村字井尻 860-2 老人保護施設 殿村古墳群発掘 事業者

調査団

99 清水谷遺跡 一志郡嬉野町大字天花寺赤坂 道路建設 町教委 町

10り 弥五郎垣内遺跡 ,, 
” 

大字釜生田字弥五郎 県営圃場整備 I/ 県農林水産

垣内 部

101 野田遺跡 I/ 

” 
大字野田 宅地造成 I/ 事業者

102 天白遺跡 I/ ，' 大字釜生田 工場建設 ” ” 
103 小村遺跡

” ” 大字小村 道路建設 I/ 町

104 針箱遺跡 ” ” 
大字中川字針箱 住宅建設

” 
事業者

105 南浦遺跡
” 

，, 

” 
字南浦 士地区画整理 I/ 区画整理組

合

106 下之庄東方遺跡 ，' I/ 大字下之庄 試験場建設 I/ 事業者

107 下之庄遺跡
” ” ” 

公開所建設
” 

自治会

108 上尾土遺跡群 I/ 

” 
大字滝之川 ゴルフ場建設 l1 事業者

109 権現前遺跡 I/ /1 大字権現前 ふるさと館建設
” 

町

llO 斑光寺跡 ，, 一志町大字八太字中野 団体営圃場整備
” 

町

111 ヒジリ谷• 薬師
” 

,, 小山・八太 ゴルフ場建設 If 事業者

谷古墳群

112 高寺遺跡 ,, ,, 高野字高寺 県道一志出家線改良 ，， 県士木部

113 口南戸占墳 松阪市立野町字口南戸 341 団地造成 市教委 事業者

114 湧早崎遺跡 ,, 大津町湧早崎 宅地造成
” 

,, 
115 松阪城跡 ,, 殿町 1536 学術調査 市 市 I 116 川ノ上遺跡 飯南郡飯高町宮前字川ノ上 工場建設 町教委 町

117 河田古墳E支群 多気郡多気町河田東谷 土砂採集 町 事業者

6号墳

118 戸峯A遺跡
” ” 

大字池村字戸峯 残土饂場建設 町教委
” 

119 戸峯古墳群
” ” ” 山土採集

” ” 0 ． 
120 掛橋遺跡 度会郡小俣町本町 宅地造成 ” 事業者

121 細尻・東沢遺跡 ,, 玉城町世古字細尻 1783ほカ 店舗造成建築 ,, 
” 

122 上ノ垣外遺跡 ,, 度会町葛原字上ノ垣外 1194 区画整理 町遺跡調査会 町

-5ほか

123 長者野遺跡 ，1 大宮町大字滝原 学校公固造成 町教委 町

124 昼河古墳群 伊勢市朝熊町字昼河 敷地造成 市教委 市

125 金剛証寺本堂他 I/ I/ 548 本堂修理 I/ 事業者

126 西光寺窯跡 阿山郡阿山町大字柏山字門出 1576 墓地整備 町教委
” 

127 久米山古墳群 ヒ野市守田町字奥北谷地内 住宅建設 市遺跡調杏会 ,, 
128 北門遺跡

” 大谷字北門
” 

，, I/ 

129 西明寺遺跡 ,, P且咀寺 3208 工場建設 ,, ，, 

130 上野市新都市整 ，' ド友tt.. 中友牛・依那具・ 上野新都市開発整備 ,, 市

備事業地内遺跡 市部地内 事業

群

13} 東町遣跡 名張市東町 1694-1 店舗建設
” 事業者

13t'. 杓 11f原遺跡
” 

夏見字浅厄 102-3ほか ,, ，， 

I I ,ti 

“ ， 

133 名張藤堂家邸跡 I/ 丸之内 54 II 史跡整備
，, 
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図 1 平成2年度三重県内発掘調査遺跡位置図
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2 発掘調査の概要

No. I i I遺跡名 I鍼麿遺跡 （立会） I所在地 桑名郡長島町殿名

調査原叫麟水卿公園麟路改良事業事業主体 桑名土木事務所 調査機関 こ重県埋蔵文化財センター

調査期間IH 2. 1 0. 2 2 ......, 1 0. 2 3調査面積 5 4 0 m2 担‘竹者 堀田隆長

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

路線予定地に調査区を設定し、調査を実

施した。

現地表下紺30----8 9cmで青灰色砂質七、ま

たは灰褐色砂層となる。

少量の士器片が出上したが、遺構は確認

されなかった。事業予定地は遺跡の緑辺部

もしくは近年の耕地整理によって遺物が混

入したものと考えられる。

関連文献I
No. I 2 I遺跡名竹醤盾3潰籍長法寺 4号墳 I所在地 鈴鹿市三宅町字橋門

調査原叫県営圃場整備事業 事業主体 四日市農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間IH 2. 5. 7 ___, 7. 3 調査面積 1, 2 0 0 m2 担当者 堀田隆長、宮崎宣光

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

今回の調査区は昭租う 1年に調査した B地 古墳時代 弥生土器

区の西どなりに位置する。 長法寺 4号墳（半壊） 壷（中期）

調査の結果、古墳時代後期～鎌倉時代初 ・主体部 2基 須恵器

頭の遺構、弥生時代中期～鎌倉時代初頭を （うち l基はほとんど破壊、 1 杯蓋、杯身、腺、甕

主とする遺物が出土した。 基は半壊、粘土榔か？） 土師器

削平された古墳 台付甕

土坑 3基 金属器

鎌倉時代 鉄刀、刀子

掘立柱建物 l棟 玉類

土坑 3基 管玉、土玉

溝 山茶椀、山皿、陶器

時期不明

火葬墓 2基

関連文献I
心 I叶遺跡叫別所遺跡（立会） I所在地 鈴鹿市三宅町別所

調査原叫県営圃場整備事業 事業主体 四日市農林巾務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間IH 2. 7. 9 ____, 7. 10 調査面積 2 0 0 ni2 担当者 堀田隆長

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

排水路部分に調査区を 2カ所設定し立合 な し 土師器片

調査を行った。 山茶椀片

結果、遺構は認められなかったが、両区

から若干の遺物は出土した。

関連文献I
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↓ ~, 4 I遺跡名 I閃温溢跡（第 5次） l所在地 亀山市布気町大鼻

調査原因 I一般国道 1号鼠11Iバ蘊§ヽ業事業主体 建設省中部地方建設局 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 7. 1 0 "'H 3. 1. 9調査面積 6, 5 0 0 m2 担：竹者 駒田利治、平子 弘

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

当遺跡は鈴鹿川上流左岸の標高約86mの 竪穴住居跡 2 8棟 須恵器、土師器、黒色土器、

台地南縁部に位置する。占墳時代後期を中 掘立柱建物跡 5棟 緑釉陶器、灰釉陶器、山茶椀、

心とする集落跡である。 士坑 青磁碗、白磁碗、紡錘車

溝
井戸

関連文献I
1-.Jo. I s I遺跡名I望葎笞醤か（試掘） I所在地 亀山市菅内町樺野

調査原因I国遮06号線改良事業 事業主体 鈴鹿土木事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査機関 jH 2. 7. 3 0 調査面積 5 6 m2 担当者 田中久生

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

円墳（径 10m、高 1.5 m) l基 溝、ピットなど 占瀬戸小皿
中世～近世の集落跡 士師器
事業地内遺跡面積は約 3,900 m20 

関連文献I
l'tl. I 6 I 遺跡名 l笠涎~-B遺跡（試掘） I所在地 亀山市安坂山町

調査原叫亀um石オ 呵事業主体 鈴鹿土木事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間IH 2. 9. 2 5 調査面積 6 4 m2 担当者 小坂宣広

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

分布調査では遺物が散布していたが、ど な し 近世以降の陶器片少量。

の試掘坑も耕作土及び床土の下がすぐ地山
であった。調査地は遺跡の縁辺部と思われ
る。

関連文献I
No. I 7 I遺跡名I竺？む戌跡 寸令） I所在地 安芸郡河芸町三行

調査原叫県営圃場整備事業 事業主体 津農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間IH2.6.4-6.5 調査面積 3 1. 5 m2 担当者 竹内英昭

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

三行城に伴う堀切状遺構の調査。 堀切状遺構 1 
尾根を切断して幅約 5m、深さ約 2mの

箱薬研堀風の溝を確認。

関連文献I山田猛ほか『三行城跡発掘調査報告』三重県教育委員会 1985 

No. I s I遺跡名I赤坂遺跡 I所在地 安芸郡芸濃町岡本字赤坂

調査原因F域膨首（グリーン品五贔土事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三津重市県•埋芋蔵遍町文紬化畜財セ委ンムター

調査期間IH 2. 7. 18 ......, 8. 31 調査面積 1,100m2 担当者 堀田隆長、米山浩之、小林孝弘

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

調査区の幅が約!Omと限られた範囲での 竪穴住居 (1辺3m前後） 3棟

縄奈良文押須器時塑時恵杯代代器文・末早甕士杯期器期・～甕平•安長時頸代壷初•頭土師
調査であった多くの柱穴、小規模な竪穴住
居などが確安認された。 掘立柱建物 3棟

また、 濃川沿いには古道確の存条里在も知残存ら
れており、また比較的明に も
しており、重要地であることがうかがわれ 平安灰釉時代陶末器期椀片～中世
る。

関連文献I
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No. I 9 I遺跡名 I北奥遺跡（立会） I所在地 安芸郡芸濃町雲林院

調査原因 I県道津芸濃大山昴嘉改良事業I事業主体 津土木事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 7. 21 ....... 8. 11 I調査面積 6 0 0 m2 担当者 本堂弘之（文化財調査員）

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

位段安濃川中流域の右岸に形成弥生された中・低
門坑

土師器椀 皿•鍋
丘上に位断続置する遺跡で 時代から中

大山青磁茶目椀椀片片・近世まで し北てと奥集考落遺が跡営、まれている。 柱穴群
今部回の調査区は 下川遺跡の縁

辺にあたるもの えられる。

関連文献

No. 1 1 0 1遺跡名Iみ峯ね治じ城跡 I所在地 津市上津部田字オの坪

調査原因'::~~自.., 事業主体
津土木事務所 調査機関 三籠県埋蔵文化財センター

調査期間 I 調査面積 1,900m2 担当者 田中久生、補田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

佐禄脇11勝年久（によっ今てに（応織年「永年信勢は長城間名に築城され、
郭 土師器茶椀、皿、 羽釜滴、山漆茶椀椀、

永 1568) 田 によって滅ぼ 掘立柱建物 天目 、硯、水、

されたとされる。 度伊 勝東側志J)
昨年度に続いて の調査を

行なった。
その結果、主郭東側の郭で掘立柱建物を

検出した。

関連文献 I
ふ I i i I遺跡名杓向贔証跡（立合） I所在地 津市大里睦合町河崎

調査原因 県営圃場整備事業 I事業主体 津農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 H 2. 7. 9 I調査面積 7 4 m2 担当者 竹内英昭

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

耕土下に若干の遺構物はを認含む遺物包含層は な し 山茶椀・皿
認められたが、遺 確されなかった。

関連文献 I
ふ I i 2 I遺跡名Iろ久笑B遺跡 (B-G地区） I所在地 津市大里窪田町字竹花ほか

調査原因 I一般国道 23号中門襲贔業I事業主体 建設省中部地方建設局 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 4. 2 6 ---H 3. 3. 15 I調査面積 1 7, 5 2 5 m2 担当者 年村木筵~、植蜘哩腐訟紀 杉谷政樹

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主 な遺物

六旦毛に大狭無B遺跡は、 志約登茂川とその支流毛南段無側
弥生穴立時坑• 代奈住柱良居建物時

臼弥一十生師土器（ （壷・甕・杯経杯甕） 川 まれた標高 12mの河岸丘が 土 5基 器 杯杯（ • 皿・翡平 ． ） 
の Illにむかって地緩やかに碩段斜する 丘 飛鳥 代 器(.腺• 瓶）
各 ぴ氾濫原に立する。

掘竪土立坑： I 87I 棟棟基
器 ・皿・）

路線にかかる本調査対体象は約H24地,6区00 陶陶器（椀椀・皿・瓶陰刻花文・

吋 範囲本施に及年しぶため、全内 をA-

｀ 
に し、 度はそののB--G地区の 溝 11条 山茶椀．

本検調査出を実 た。

掘i安井戸時立:代柱 l 基

石上馬鉄剣・紡 和平同開称銀銭・

した遺 時戸•等代奈良～で近代鎌の地時もの 平 建物 43棟
•軒丸瓦。軒瓦• 円面硯

があり、その ～ 倉代 • 鎌

の掘郡不謁窪立査す例柱文田建字や物遺資 ある。 名 〗塁を ていないが、周辺
の ら、これらは旧奄 6基
芸 郷の するものと考えら 鎌倉り時代

大型建物を中 画的な〗間建物:X 配筐が
立坑柱建物 3l棟基

みられ、また よぶ緑有 器族が出 溝井戸 1 35 条基土しているところから、在地 の
館もしくは地方の官衡であった 性も居考
えられる。

関連文献 I
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r~. I i 3 I遺跡名 I橋垣内遺跡 (A地区） I所在地 津市大里窪田町字橋垣内

調査原因「般国道23号 暉~, 事業主体 建設局中部地方建設局 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間IH 2. 4. 2 6 ....., H J J 1叶調査面積 4, 9 2 5 m2 担当者 森川幸雄・近藤 健

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

津市大里窪水田町地僭門の集に位落の南に広遺がる北標側晶 •竪穴住居（占墳時代前期） •縄土弥文土器（晩期期 ） 
7-8mの田 置し、跡の 5棟 • 生土器（中 ～後期）

には毛無遺川が東縄西文 れる。 ．掘立柱建物（時期不明） • 師恵器
主な 構は 晩期時代～古墳時～代飛後鳥期 6棟

• ・須緑釉器陶塁器
にかけての溝墓旧拡等河等逍で 生 後期 ・ 

•士拡墓（弥生時代後期）

奈良任時届検代跡出の ある。
2基 • 灰釉陶

、 は、西側のB地区からは
・縄旧河文道時代後期 • ・有勾孔玉円

多く されたが今回は少数みつかったに
とどまる。

．弥悶古牛培，t時時代代後期～弥牛時代後211期条条条

・ガラス玉
遺物は旧河道・溝からを中心に多量出十し • 木製品
た。

なかで土も弥生器時代種後期～占墳豊富時代初、良期に
かけての器は • 量とも で 好
な資料が得られた。 飛烏時•代奈良後期時代 23条条

また、パレス式祭t祀器、 ミニチュア上器、
勾溝E、カ ガラス玉等 的な遺物が、旧河道
● >ら出土して tヽる。

関連文献I
No.I 141遺跡名 l狐塚古墳群 I所在地 一志町高野字上野

調査原因l高野浄加易天日乾燥池増品ll事業主体 企業庁 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 7. 1 ___, 8. 31 I調査面積 6 0 0 mi 担当者 田中喜久雄

遺 跡 の 概 要

狐塚古群部、は現縄群は破状文は保雲壊時出川右岸の丘陵然南袖西端横に穴築造される。 4け墳は大部分破域されているが、径15mの円墳であ
る。主体墳 されているが片自 地式形の 式石室と考えられる。

1号 代存。イ跡号墳は 。
ほかに の炉 と考えられる円形の土坑（径 05 m、深さ 0.15m・椀型） 4基を検出した。

占 墳 名 墳 形 規模 (m) 主 体 部 出士遺物 時 期 備 考

4 号 墳 円 墳 径 1 5 室片袖式横穴2.0 式m石
須±杯:恵器『• 尚杯

6世紀後半 破壊が著しい。周
高 1. 2 3. 8 X 溝深さ 0.3 mの

羨道都東側に開 あり。
口

鉄□― 上 ー

関連文献I『上野遺跡・上野占墳群発掘調査報告』

No. I 1 s I遺跡名ド釘緊員跡（立会） I所在地 一志郡嬉野町釜生田字天白

調杏原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 津農林水産事務所 調査機関 三籠県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2 10. 29 -10. 31 I調査面積 6 0 7 m2 担当者 田村陽一、補田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

火白遺跡は縄水調文路時部を代分実の固知平の遺跡である。
竪飛時穴鳥期住時不代居明

須恵器
今回事業の排 で削される 607m2 iは 士杯甕師蓋器について立会杏 施地した区。

調査はA、B、Cの 3 あり A地区

から時鳥期時代不明の竪穴住住居が 1棟検検、B地区か 皿
ら飛 の竪穴遺居 2棟が出出された。
C地区からは遺構、 物とも されなか
った。

関連文献 I
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No. J 1 6 I遺跡名似醤遺跡（旧北家城遺跡） l所在地 一志郡臼山町北家城

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 津農林事務所 調査機関 ::-_順県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 1 0. 11 -i 2 21 I調査面積 1. 2 0 0 m2 担‘竹者 古澤良

遺 跡 の 概 要 t な遺構 主な遺物

当遺跡は異なる時東代側地からなり、西側地区 西側地区 西側地文区
は縄文時る代遺跡早期、 区は室町時代後期 集石遺構 押型士器片
からな である。 河川（自然流路） サヌカイト製石鏃

西側地区の遺構は西端部数にの集直の径石破6m出前中後上よ。
東側地区 東側地区

からなる集石群を検鏃出。こ 群の 溝建物 2棟 言片
り鏃東サ作側ヌカイト製業場の石 と多 片が 2条 （．鉢-~)
石 製地の作 と側も考えられる。 石積土み遺構 上師器片

区では、 北 に 2部みら棟南にの建西へ遺物構か流がれをらm検東る溝へな出
焼塙 l （鍋）

流りなが溝ら立つ。東溝端途また、 北」端
れる及び 部中をヒか

を検出。この に石積可能み 出
状況から堰（イセキ）の 性が考えられ
る。

関連文献 I
No.!161遺跡名 Ij¥藷遺跡（立合） l所在地 一志郡白山町北家城八幡

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 津農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財セ／ター

調査期間 IH 2. 9. 21 l調査面積 約88 0 m2 担当者 田阪 仁

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

白野山町八対合流野流字算所で宍遺跡出Illには垣内川、 井戸 l甚。 上師器羽釜
山田川が する。位当 はその合約5流7点 径約 1.3mの掘形。約40cm大 中世陶器片若干
より少し上の左岸に置し、標高 m の川原石を用いるが、上部崩落
角前遺後の河岸段岸丘を利用した水田である。大 のため原形をとどめない。深さ

跡の地対 に当たる。 は僅かに 15 mで底部の残存状
A、B 区は本調査を実施 G---E地区 況から、構築された円形石積み

を遺室立物合町い調査とした地, D-E地゚区では遺構 の径は遺約物0 7 mであった。

・ 時のを認代本めず井。 B 区に接するC地を検区で 出土 は殆んどないが、室
は の戸やヒ° ット、土坑等 出。 町且時代字のものである。 B地区で
B地区 調査連でも同時考本期の遺構があるの 検 れた掘立柱建物か者ら直線
で恐らく一のものと えられる C地 距 約20m離れる。両の関
区、約60m2の調査結果は、 調査の報。文に含 係は不明。
めて報告する。

関連文献 l
No.!171遺跡名 I西の垣内遺跡（立会） I所在地 一志郡白山町南家城

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業t体 津市農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2.1122---12.4 l調査面積 2 4 0 m2 担当者 田阪仁

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

県立一志病院の西裏標手で雲出川右岸の河 竪遺物穴を伴う遺構少ない。 縄文土器細片
岸段丘上に位度置する。 高約68m跡前後であ 住居SB1を堅際で検出 弥生土器壷、高杯
る。平成元年 に調査した家野遺の南西 一辺 4mX4mで、深さ15cm。 室町時代の陶器片
300 mの所部に当たる。 主柱床穴は 3ケ所のみ確認。 その他石鏃、サヌカイト原石
排水路分に幅 3m 延長80mのトレン 面中央部に炉跡あり。径約

チを入れた。トレンチ北ヽ端ほど深く、遺構 80cm、深さ 7cmの浅い土坑状の
検尉出面までの深さは 130-70anである。 固囲に20-30cmの川原石を 3個

遺物中には縄文土器片もあるが明確 すえている。石は火を受けてい

な 構は貸不化明
る。

弥生宰時 期゚～後期条の竪穴住居、土坑の 埋土中より第V様式前半の高
他、 町 の溝 2 などがある。 杯が出土した。

関連文献 I
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No.l1sl遺跡名 1上井沖遺跡 I所在地 一志郡芙杉村上多気字土井沖

調査原因 I国道 36 8号線攻良事業 I事業主体 久居土木事務所 調杏機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 12. 2 9 ....., H 3. 1 1 6 I調査面積 4 0 0 nl 担当者 田中喜久雄

遺 跡 の 概 要 ~1: な遺構 主 な遺物

峡地溢な山前方間部のわずかに開けた平担地に 掘柵列り柱建2物条 4棟 土師器、鍋、皿
立 し、 には霧山城跡や北畠館跡が望 青磁片
める そのうち 1柱号建物持は9X 4間

北掘実゚、次f;J年氏今施調年家在度し臣団の居館跡と推遺て定物緊される。
の柱南北掘棟方で束 を つ。

試 の 、全面に が散布して は平均径礎 0.5 m、深さ
おり 度結事果業分につい 急に発掘調 0.6 mで霜底には 石を肘く。
査を たもので残り約 1.000面につい

溝柱周痕跡 落、る溝建も物のともある。建物周ては 以降に調査する予定である。 囲に 考えられる
がめぐり 西側には柵列

が通る。

関連文献 I
No.1191遺跡名 I伊勢寺遺跡 I所在地 松阪市伊幣寺町寺北ほか

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 9. 18 -12. 14 I調査面積 3,000m2 担当者 竹内英昭•福田哲也ほか

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

農道部分の涸査のため悶、総延長 600mほ 竪穴住居 l 縄文土器深鉢、浅鉢、

ど期月薄構に及のだ・ぶ。 全体端として中 近には文塙遺時構代時ゃ代石のは

ぷ井柱旧穴坑流戸路群 3多数

スクレイパー甕、扁平小型石斧

稀 が遺旧を初検流東 部端倉付近で ～平安縄土
土師恵器杯皿• • 鍋• 羽釜

遺 が、西鎌部～付室近では、 』須青 器蓋杯組後 路や 町時代の 瓦・丸瓦
出した。

磁器茶椀瓶椀子・ IlII として に 上が つ存在
で 近に当時は特代の縄集文落遺器跡が存目在立する可

能 大である。

関連文献 I
No.!201遺跡名 I王子遺跡（立会） I所在地 松阪市伊勢寺町字王子

調査原因 I堀卸II小瑯霙河川改修事業 I事業主体 松阪土木巾務所 調査機関 三童県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. l 2. 25 ....., H 3. 1 4 I調査面積 3 0 0 m2 担当者 田中喜久雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

堀地坂川によって形落成された低位段丘上に 上坑 2基 土師器 杯甕
立 し、現王子集の全域にひろがる遺跡 溝 1条
である。 山茶椀
掘試掘調査の結果、今年度事業分を緊急に

発した。

土その結果、 鎌広倉大時な代王前遺半の遺の緑構辺、部遺物とが
定出したが、 子跡 推

される。
残り約予1,500 m勺こついては次年度以降に

調査する 定である。

関連文献 I
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No. I 2 1 I遺跡名 I打田遺跡

:: ::1 〗~~:~、り~I業 1::::
遺跡の概要

打田遺跡は平成 2年度圃場整備前の分布
調査で新発見の遺跡である。

調査の結果、奈良時代を中心に飛烏時代
後半から平安時代初期にかけての遺物、遺
構が検出された。

未調査分 3.1 2 0 m2は来年度調査予定で
ある。

三三三亨翫／ヒ財こ一
0 飛烏時代後期
•竪穴住居 2棟

O奈良時代
•竪穴任居 1 5棟
．掘立柱建物 8棟

温戸 『塁
• 土抗 l基

0 平安時代初期
．掘迂柱建物 2棟

0 時期不明
•竪穴任居 4棟
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塁三~~~::::1 三三~':f予望tt-~物；一
鴻ノ木遺跡は櫛田川左岸標裔23--25mの

低位段丘面に位置する。調査を進めるうち
に 2 つの文化層が確認され、上閥• 下層と
に分け調査を行った。
0 上層
弥生時代中期の遺物を含む、奈良～平安

時代を中心とする良好な包含層をもち、古
墳時代の士坑や平安時代の掘立柱建物など
が検出された。
0 下層
縄文時代早期を中心とする押型文t器が

多量に含まれる良好な俎含層をもつ。
検出された遺構で特筆されるのは、竪穴

住居と厘複して検出された炉、及び屋外炉
である。いずれも煙道をもち、その残りぱ
良好である。

0 上層
•縄文時代早期

t坑 2基
pit 2ケ所

•縄文時代（早期？）
集石炉 2基

• 古墳時代
t坑 l基

• 平安時代
掘立柱建物 4棟
卜坑 1基
溝 4条
pi~ 1ケ所
方形周溝遺構 l基

・旧流水路 2条
of"屑

• 縄文時代早期
竪穴住居 2棟

↓坑［塁
Di ( 1ケ所

0 上層
•弥生時代中期細頸壷
・占墳時代裔杯
•平安時代
緑釉陶器、土師器皿、
t師器甕、黒色土器、
灰釉陶器
士師器皿（内部底面に「・ズ」
の朱書~)

oF層
•縄文時代早期
大川式併行押刑文上器
神宮寺式併行押剌文土器
石器

尖頭器、石鏃、その他

関連文献 I
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ふ戸l 遺跡名且イパ〗ス健•虹設多事気区業＼ の他（試掘） I所在地
松阪市中万町・射和町、多気郡多気町荒蒔

調査原因 I→割国道 4,; 事業主体 建設省中部地方建設局 調査機関 三籠県埋蔵文化財センター

調査期間 H 2.723 ----9.12 I渦査面積 合計 62 2 m2 担当者 河瀕信幸、小林 秀

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

No訟 鴻朱ノ木遺遺跡 (272m2) O 鴻ノ木遺跡
O 縄緑鴻土ノ木時陶遺跡

中 跡から試南にのび約る8段0丘上に検位 p上溝it 坑 l 26 ケケ5所所条 ・． 釉文 代器片早期押型文上器
置出する。遺遺物構は 掘坑の ％から

され、 も多しヽ。 ． 帥器・須陶恵器器片
• その他中世器片

No.23 朱中占考墳 (98m2)

設定墳朱丘と えられ地る4形箇面所と） にトレンチを
したが、（ 自然 判明。

No.24 中遺跡 1 8 O 朱中遺跡 0朱中遺跡

南試に櫛田川を臨む段丘に位遺骰構する。 閉贔 3ケ所所 • 弥土生師土器片
所各 掘出坑とも遺物が見られ も数ケ 2ケ ・ 器片

検された。 溝 3ケ
0• 上そのノ他垣中内遺世跡陶器片

No.25 楢上iノ垣遺跡岸 ( 6 8mi) 0 上ノ垣内遺跡
田川右 の微第翡地に位試骰する。用 上坑 l ケ所所

•• • 縄山七師文茶時器椀他代片中・後須期恵土器器片片地買収の都合で一次的な 掘謁杏と 溝 2ケ
なった。

• その他柑陶器片

閑連文献

No. I 2 5 I遺跡名 l上ノ垣外遺跡 I所在地 多気郡多気町荒蒔字上ノ垣外

調査原因 県営圃場整備巾業 I事業主体 松阪農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 H 2. 9. 2 5 ......, 1 0. 31 l調査面積 5 0 0 m2 担当者 田村陽一

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

櫛試+田川下流右序の底時自然代堤初防期上に守帥地する。 贔戸
士師器（椀、杯、皿、高杯、甕、

掘調査では平安 の士器杯が 鍋）
出 しており、その面には「盈」の墨魯 ロクロ士杯師器（椀）
があったヘ

須緑灰釉恵釉茶器陶椀陶器器、（ 、商杯、 面、 甕 ） 
本倉建集物凋時落査等代はでは飛鳥時代甚の溝出と平安時代から錬柱 の検井戸が 4 検 されたが、掘立

ぱ 出されなかった。 山 山皿、井戸枠、下駄
今考回の調査地の西側の微高地上に

あるものと えられる。

関連文献

No. I 2 6 I遺跡名 I北野遺跡 I所在地 多気郡明和町蓑村字西へべら東へべら

調肝原因 県常圃場整備事業 I事業王体 松阪農林巾務所 凋査機関 三重県埋蔵文化財センター

調行期間 H 2. 5. 7 ....., 7. 31 l調査面積 3, 5 0 0 m2 担当者 田村陽一、川口逹也

遺 跡 (J) 概 要 主な遺構 t な遺物

台代国多地史跡、 斎緩宮斜跡の弥南牛束約時構 2 kmに所在する。 竪穴弥住居 2 6 ナイフ型石器

低時 の南 面に 代検後期から奈遺物良 （ 牛～飛烏） 弥士牛土器
にかけての多くの遺が され 掘立柱建飛物烏 5 師器

も 贔に出上した。なかでも明和出町にその 井百( ) 2 須恵器
ほとんどが集数検中して発見されている士師器 t器焼成坑 46 
焼成牛坑が多 出され、当地が七師器の一 （飛烏～奈良）
大 廂地であったことをあらためて裏付け t坑
た。 溝

閲連文献
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No. 1 2 7 1 遺跡名 I み蓑の村む大らお塚お遺つ跡か ( ¥f会） I所在地 多気郡明和町森村

調査原因 l県営圃場整備事業 事業E体 松阪農林事務所 調杏機関 二重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 8 27 凋査面積 7 5 rri2 担叶者 船[il 哲也

遺 跡 の 概 要 じな遺構 t な遺物

蓑村大塚遺跡試は掘古墳調缶時滉代弗以艮降、の七固師知器片の遺 な し な し
跡である。また が
出七している。路そのため、今回工事で削平
を受ける排水師 部片分75m2を立会謁査した。
若干量の士器 は出士したが、遺構は認
められなかった。

関連文献

l'hl2sl遺跡名 I中里遺跡（立会） l所在地 度会郡大宮町水会字中里

調査原因 I畜産環境整備事業 事業主体 伊勢農林事務所 調査機関 三直県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 8. 20---21 調査面積 2 8 0 m2 担竹者 田中久生

遺 跡 の 概 要 干→な遺構 七な遺物

耕土下20-30cmの黄数褐色上が遺構面と考 ピット 上師器、山茶椀
えられる。ピット十 基を検出した。

関連文献 1

No. 1291遺跡名 I御所裏遺跡（立会） l所在地 度会郡度会町一之瀬字御所裏

調査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 伊勢農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 8. 3 0 ...., 8. 31 調査面積 1 2 0 m2 担当者 田村陽一、小林 秀

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

宮川中の城支跡流である一部胃の之瀬外分i 川郭のJ:::流に位買
ピット 上師器（皿、鍋）

し、 世城路 館北設一之瀬水城 の一部と考え 土坑 陶器（摺鉢）
られる 側 の 幅田 を調査した。
排水建部分の m さ約60mの

トレンチで、ピット、 が長検出された。

関連文献 l

ふ I3 o I遺跡名 I仮称 品斎在遺跡（自柑抑） I所在地 度会郡度会町麻加江

調査原因悼道伊勢大宮節首路改良事業 事業主体 伊勢士木事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH ;?,_り.l l 調査面積 5 6 m2 担当者 田中喜久雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 七 な遺物

宮川左岸の広大な段丘の一画にあり地試掘点 溝跡 t帥器杯
調査の結果、鎌倉期の遺物が出土する
約 450面について次年度以降に調査するこ
ととした。

関連文献 I
Ni). I 3 1 I遺跡叫岡村近世墓群 I所在地 I度会郡E城町岡村

調査原因匠道田丸(T~雷闊9良事d事業主体 伊勢土木事務所 涸杏機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IHど.l 0. 1 ....., I 1 3Q 調査面積 5 0 0 m2 担当者 田中喜久雄

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主 な遺物

検斜岡面出村、に地貨そが区の3のま-Fm墓検背規墓れほ拡模拡後出たど火底にかはさで広葬れ平にらあ穴均人がたこる骨群。。ぶる0片低石遺で7しがX組物大丘あ出等陵のは0る土5の。石少はしm計認南なをたの東敷かめ。IO方側い江らっ形I緩基れ戸たたで

火葬穴 人骨
計 101基 t師器皿

刀子
深さは 0. 釘
なかった

靡か羹すがtヽ
ものが若 通宝

が罰すべて 和
前半を中心として営まれたものと考え
る。

関連文献 I
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No. I 3 2 I遺跡名甘笥『遺跡 I所在地 度会郡E城町岩出

調査原因県道岩出新田線道踏幻lUI事業主体 伊勢 t木巾務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

涸査期間 H 2. 9. 25 ----2訟.2s I淵査面積 ,;, 5 0 0 nl 担当者 宮田崎中宣久生光、、 福東山田哲則也幸、小川宣哉

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主 な遺物

宮川中流域左岸の河岸段丘上位面に位置 • 古墳の周溝 土土師錘器 皿• 鍋• 羽釜• 燈明皿
する。 100,000m2以上に及ぶと思われる大

• ・• 掘溝中世¥f.墓柱建（寝物棺、 座棺）
きな遺跡である。現況古は水田である。今回 青山磁茶椀椀•山•皿皿・鉢
の調査では、かつて 墳群かあったこと、
鎌倉時代前半期には集落であったことが判 • 上坑 鉄刀
明した。 • 井戸

紡花墨土師錘烏；；；器車山f器水( ,., 墳 ） 椀・ピット
図山茶椀

関連文献

No. 1331 遺跡名竹二み尻〗論跡（試掘） I所在地l度会郡玉城町勝田

凋査原因 疇度会玉城線改良事業 I事業主体 伊勢土木事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 H 2. 12. 19 I調査面積 2 0 0 m2 担当者 田中久生

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

近中事かttt業ら地の土集内器落遺が跡跡仕面土積し約た。2,400 m'、かつて付
溝
ピット

関連文献

No.1341遺跡名 I小清水遺跡（試掘） I所在地 度会郡玉城町勝田字小清水

調査原因 県道度会玉城線攻良事業 I事業主体 伊勢土木事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調杏期間 H 2. 6. 12 l調査面積 4 0 m2 担当者 田中喜久雄

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

器片5がケ出所士にし試た掘の坑みを設定したが少量の土師 土師器片
で遺構は検出されなかっ

た。

関連文献

r-i, I 3 s I遺跡名旦（蜘瓦以暉閉汀J, I所在地
度会郡玉城町積良字泉貢•向山丑岡

調査原因戸畿自動車道 事業主体日本道路公団 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 Hど8.20 ..__, 11 20 I調査面積 約 2,600 m2 担当者 前川嘉宏•川崎 iE幸

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

谷間水田に向かった丘陵急斜面に築かれ ・窯体 1基 . +. 師器杯・甕
た須恵器窯である。調査区内で検出された • 灰原 • 須恵器杯・甕
のは窯体 l基とそれに度伴う灰原器のみで、上灰

原か窯らは整奥は理前部箱半分2部5箱分の程 の上 片が出わ し
た。体 と天井が失れて
いるが、 残りは部良分好で、石積み

の煙道土の一部も残期っていた
出 上器の時 は平安時代゚ の前半ころと

思われる。

I 
関連文献 近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘調査概報VI
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No.1361遺跡名 l山神城跡 I所在地 度会郡玉城町山神、積良

調杏”「=H~狐~2-1邸.(771詈(本調査））1事業丁体

日本道路公団 調査機関 二重県埋蔵文化財センター

調査期間 調杏面積 約 6,100m2 担当者 稲本賢治、大川勝宏

遣 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

国束山系の北に築南北かにのびる標城郭裔6。0 m ..__, 堀切、柵郭状平坦地、テラス状遺 中世土器
100 mの丘陵上に れた中世 合計 構、 、中世墓 • 土師器鍋

5本姐範地の囲尾根に堀切をつくり、東根西約 I3 km ” 皿の におよ直ぶス状。最遣 も東の尾 には郭状の
． ,, 茶釜

平 、テラ 中世墓などがみら • 青磁
れるが、その は堀構切、しかみられないと • 陶器甕
いう簡単室な構 なっている。城の時期と ” 

三足盤
しては町時 頃から後半に属する。 鉄裂品

鏃

関連文献 1稲本（、一大川坪「蔵＇度文会化郡財 I城町山神19城91跡年」r近畿自動申道（勢和～伊勢）坪蔵文化財発掘淵杏概報 J
＂二重県 センター ） 

N-).1371遺跡名 I寺原B遺跡 I所在地 伊勢市佐八町字寺原

調杏原因 I県道御勢南島紙醗改良事業I事業モ体 伊勢土木事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 III 2. 7. 2 2 .._, 7. 2 9 I調杏面積 2 0 0 m2 担 ~l 者 田村陽—

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 E な遺物

杏のさ19宮今れ掘し89川、回た立年平結柱は下に流安果建そ近右物時前の畿岸代調や回自末集査のと動小期石区同車丘か様にt通陵坑恒のら建鎌集のが交設南倉検す1-—f,麓時出土る定代坑に隣さ地接汀にれをか地地検かて謁すけい出を角て凋るるし
集石t坑 l基 山茶椀、山皿

青t磁師器椀 （ 鍋、 皿 ） 

た。

関連文献 1『近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘調査概報VI』1990

N<).,381遺跡名 I杉葉崎遺跡（試掘） I所在地 伊勢市朝熊町杉葉崎

涸査原因 P勢見鳥羽→ 百炸t事業！事業主体 二重県道路公社 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2.10. 12 I調査面積 4 8 m2 担当者 福田哲也

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

杉葉遺崎跡遺跡は占墳時代以降中世までの固 土抗 1基 • 須恵器
知の である。 杯

今定回遺跡の南端部 6ケ所計48m2に試掘坑 • 土帥器
を設 し、調査を行った。その結果 2ケ所 甕など
から遺物包含層坑が確思認され そのうちの l
遺ケ物所からは士 と われるヽ 遺構から多量の

が出 tした。
そのため約 300m勺こついて事業開始前に

立会調査を行うことになった。

関連文献 1

No.1391遺跡名 lハノカ遺跡 I所在地 伊勢市津村町、佐八町

調査原因 I パ勢門は霊んI事業主体 日本道路公団 調査機関 二．重県埋蔵文化財センター

調杏期間 IH 2. 5. 7 ...., 8. 1 l調査面積 2, 8 0 0 m1 担 ,Jl者 角谷泰弘

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

試部A掘地(調B査地の結）果に分、東端部 (A地区）と西
ピット 縄文 t器片

端〔 区 けた。 チャート

縄ず検文土区器〕中片を中心に出 t、宮Ill流域ては
鉄鏃
山茶椀

め らしい 期の遺物がある。竪穴境仕居跡
は 出されていなしヽことや自然環 推か定ら、
キャンプ的〕な役割をになったものと 。
〔B地区 集伍 石匙、椀須恵器片、 t師器小皿、
集石がメインとなる遺跡。性格〗、は不明fこミ ピット 山茶 、占銭

が、落埋葬占施群設の可能性較も強検い。 に近接す
る合墳との比・討が要。

関連文献 I「虹畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘調否概報VI」（三屯県埋蔵文化財センター 1991年）
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No. I 4 o I遺跡名性絡怜墳群 I所在地 伊勢市津村町字口山田

調査原因 I近畿自動車道（顎:oi塁塁~I 事業主体 日本道路公団 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 5. 11 ..__. 9. 21 調査面積 3,166m2 担当者 伊藤裕偉

遺 跡 の 概 要

4世紀未ないしは 5世紀時も代初た頭から、 6世紀3基前、半に土器か棺けて、形成甚された占墳群古である。合社18,o埜時の代占墳を瀾査
したが、その他に墳、丘鎌を ない石組墓を 墓を 1 検文出した。 墳 以 外 で は 石 器 かと考え
られるチャート片 倉 の土器が若干出士した。詳細はド記の献に拠られたい。

古 墳 名 墳 形 規模 (m) 主 体 部 出 L 遺物 時 期 備 考

1 号 円 1 3 木棺直葬 鉄器•上器 6し前 下部に別の埋葬

2 号 円 1 1 ，, It 
施設あり

” ” 
3 号 方 1 0 It /1 ,, . 玉類 5し後

4 号 円？ 9'? 
” ” 

I/ 6 G前

5 号 方 1 0 /1 I/ 

” 
5 C, 後

6 り・ 方？ 6 ? 石 組 ？ 

7 り→ 方 1 3 I・ 器 4 C末5～し初

8 け 方 6 X 5 木棺麻葬 鉄器• 土器 5C後， り・ 方 5 X 3 伝 組 上器 5し後

1 0 け 方 5 >(3 木棺直葬 鉄器・士器・ E類 5C後
2 ,_, 3基の埋葬
施設

関連文献 I『近畿自動車道（勢和～柑勢）埋蔵文化財発掘調査概報』軋（三重県埋蔵文化財センター 1991年）

り 4~孟~I芦Gil 跡 1所在地 伊勢市前山町字亀谷郡

調査原因 （勢和建～伊設事勢業） 事業t体 日本道路公団 調査機関 三軍県埋蔵文化財センター

調州期間 IH 2. 5. 7 ..._. 7. !J 調査面積 2, 1 9 5 m2 担当者 齋 藤 虹 樹 、 前 川 崩 宏

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

亀谷郡園川0)ート流右岸にある旭根の西側斜
A地区石『：組 i靡 中棋山陶経茶椀筒 など面に位する。 B地区

凋査区を便宣L、A地区、 B地区に分け l甚
て調査を行った。 坑 3基

近土世以師降器（皿、 小皿、 焙烙、 鍋）
遺建構物は、跡A地区では石組検だけが、 B地す区 石垣

i! では 及び七坑等が出された。し、 石列 陶器（皿、 椀椀 ） 

れ遺出も物近土世以降両のものと考中えられる。 溝 磁器（皿、 ） 
は、 地区とも 近世以降の七器等 など 瓦

が した。 寛水通宵など

なお、 A地区寺の石組係は、現在跡伊勢市岡陶本
町にある世出義t に関 する石碑 で、 経
筒片等が した。

関連V献 I「近畿自動車道（勢和～伊勢）埋蔵文化財発掘凋査概報』川（三重県埋蔵文化財センター 1991年）

"''I 4 2 I遺跡名履欝建殴贔事業~ I所釦地
伊勢市前山町字河原谷

調杏原叫近畿自鰤道 事業上体 ll本逍路公団 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

謁行期間 IH 2. 1 0. 11 -1 0. 1 7 凋査面積 1 0 0 ni2 担当者 角谷泰弘、川崎正幸

遺 跡 0) 概 要 じな遺構 主な遺物

分布渦行により t-器遺片の散検布が認められ な し 近土世～近代
たが、本調査の結側果、 構は 出されなか 磁師器器宝皿碗 ・焙烙• 茶釜．
った 凋査区の西 では表側 t屈iドに礫府か

自然t堆゚ 積礫していたが、束屑 に行くにつれて 寛水陶通

表 と 層の地間)';に粘 le が見られ近lI,廿Jから
近代の遺物が 1-lH Lした。地Iじ0) の話
によると、％ には31)年前まで民家が建っ
てし寸ことのことであり、この粘I屑は民家
建築時の郡地屑ど忠われる c

関連文献 l
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No. I 4 3 I遺跡名 1大谷占墳（試掘） l所在地 伊勢市佐八町'/大谷

凋査原因 F畿自動車道（類門嘉冨土事業主体 日本道路公団 凋杏機関 ー五［県埋蔵文化財センター

調査期間 IHど.7. 2 ..__, 7 7 調杏面積 1201Tl~ 担 ‘ーり者 前川嘉宏

遺 跡 の 概 要 t な遺構 じな遺物

遺占物墳の可能性があるため調査したが、遺
構 は全く認められず。

関連文献 I
ふ I4 4 I遺跡名 I中起遺跡（試掘） l所在地 伊勢市勢田町字中起

調査原因戸畿自蜘直 (ffl町孟=・事業主体 日本道路公団 謁査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IHど.t O 16 ....., 10. 23 調査面積 2 5 7 m2 担叶者 伊藤裕偉

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

遺構なし。遺物は近代～現代の土師器・
陶磁器類

関連文献 I
No.1451 遺跡名 l襦滸出場礼~(試掘 I所在地 伊勢市中之町・桜木町

調査原因戸畿自動車道ほ廂健～設伊勢事業） 事業主体 日本道路公団 調査機関 三里県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. l 0. 22 ....... 11 5 調査面積 1 2 7 mi 担当者 角谷泰弘

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

道近代路沿いグリッドで遺構あり。遺物は全
て 以降の物。

関連文献 l
No.j461遺跡名 I奥遺跡（試掘） I所在地 伊勢市楠部町字奥

調査原因肛畿自珈肛道 G勢和ii霊』事業主体 日本道路公団 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 1月2.10.23--111 
3. 114 ....... 116 調査面積 4 9 4 m2 担当者 齋藤直樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

遺構なし。遺物は中近世以降の土師器等
が少量

関連文献 l
No. I 4 1 I遺跡名 n訊的岨遺跡 (A地点） I所在地 訓山郡伊賀町御代字畔垣内

謁査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 上野農林事務所 調査機関 三董県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 5. 7 ......, 7. 2 3 I調査面積 1, 9 4 0 m~ 担当者 鈴木克彦•吉沢 良

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主 な遺物

柘植ill右鎌岸の段丘上に位跡憤する。古墳時明
古墳竪穴時代住居 1 9棟 占墳須時恵代器（杯身・杯蓋• 裔杯・

代後期と 貧時0 代c'iの集時グ落代ル であることが
らかになった 墳tの竪住居は 3グ （うち l棟ば焼失住居）

!Iii'._,_, ) 

ループに分かれ、 ープ穴内での重複が

鎌n掘竪穴時立代住柱居建物 2l 棟棟
土師鳳器（杯・甕• こしき）

はげしい。また、 失住居恵が l棟あり、杯
錬倉瓦 碗）

蓋によって容密物閉された須中 器杯身が 1点出
tした。内 は分析である。 上

関連文献 I
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ふ I4 s I遺跡名 I小倉遺跡 l所在地 阿山郡阿山町馬場 ' 

調杏原因 I県営圃場整備事業 ,~ 業t体 ヒ野農林事務所 調査機関三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2 7直-8. s I調査面積 54 0吋 担叫者川戸達也•東山則幸• 鈴木克彦

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

この遺跡は河合川を狭んで右作のB地区 B地区 B地区
と左岸のC地区に乱住れる。 ・溝 • 上師器
B地区は、古墳代末～奈良時代のもの ・竪穴住居址 •須恵器

後と考し世地えのられる竪穴居跡が検出されたが、 し地区 し地区

削平により柱て詳のはし地建溝、細た物多区がは七が数数坑に不本鎌のが明3倉検棟瓦、て器時、出西あ代椀側そさる。 ・溝 ・緑釉陶器
区は、側 のもの• 上坑 ・瓦器椀

と考えられる掘東立 れと方・掘立柱建物 3棟 ・瓦器皿

向をほ釜良、ぼ等同中時央代をじくし れた。 ・須恵器甕また 部に 、瓦器 ・須恵器腺
皿、 廃東 の地区
には羽奈 のものと思われる贔上机が検出
された。

関連文献 l
No. I 4 8 I遺跡名 1小倉遺跡（立会） 1所在地 阿山郡阿山町馬場

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体上野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 jH 2. 8. 2 7 "" 8. 2 8 j調査面積 50 0面 担当者川戸達也•東山則幸• 鈴木克彦

遺跡の概要 主な遺構 主 な遺物

御旅所占墳の南に接する小倉遺跡A地区 A地区 A地区
は、調査区のほぼ中央部から幅約 5mの溝 溝 • 円筒埴輪
が表土下 lmの深さで検出されたその溝 D地区 ・形象埴輪
より多数の円筒埴輪と一片の形象埴輪が発 掘立柱建物 l棟 D地区

>
されたことよりと古墳の固溝である事も 竪穴住居址 l棟 ・瓦器椀
えられるが、御豚所古墳のそれであるか
かは 定かではなしヽ 。
小倉遺跡C地区の東側に接する小倉遺跡

D地区は、中世のものと考えられる掘立柱
建物と、竪穴住居が検出された。

関連文献 1

No. j491遺跡名 I伊賀国府推定地 I所在地 上野市外山・坂之下

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 上野農林事務所 調査機関三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 9. 5 ----H 3. 2. 8 I調査面積 3, 0 0 0面 担当 者 鈴小木川克専彦哉、、穂宮積崎裕宣昌光、川戸達也

遺跡の概要 主な遺構 主 な遺物

柘植川本近方た・年北。に後世岸度遺時に期跡期及調に、位醤し、標高 150m前後で 占墳時代 占墳時代ある。 査により、昨年度調査区の 溝 木披品・土器（七師器・須恵
東・北 範囲が広がることが明らか奈良時代 器）
になっ は、弥生時代中期、古墳時 掘立柱建物 奈良• 平安時代
代中期 飛烏、奈良、平安、鎌倉、 5間以上X2間（？） 土器（土師器• 黒色土器・須
宰町、 ぶ。 4間以上X4間（北面廂） 恵器・緑釉• 灰釉岡器）

平安時代 時闘明
掘立柱建物 (1 0点）

4間X:円以上 勾玉
計掘立柱

1 0 上

関連文献 I
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No. !sol遺跡名靡闘遺跡（立会） I所在地 上野市ーノ宮字出睛

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IHz.105 I調査面積 1 5 2 m2 担当者 堀田隆長

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

事業立地会内の排水路予定地に調査所区を設定 南北土坑区 東西区
し、立い調査を行った。ニケ の調査区 l基 土師器片

が翡囲角に交わるため、それぞれを東西区・ 溝 2条 瓦器片

南 区とす翡る。 ピット 数個 南北七区
果、 がみられたのは、南北区のみ 師器片

であり、 については、両区でこく微量 瓦器片
にみられたにすぎなかった。 いずれも微量である。

関連文献

Nu I 5 1贔遺跡群（立会） 1所在地 上野市印代字堂木・沖・城ノ前

調査原因 I I事業主体 上野農林事務所 調杏機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期閻 jH 2. 9. i O......, い 1 I調査面積 1, 8 1 0 m2 担当者 堀田隆長

遺 跡 の 概 要 主な遺構 E な遣物

北方に設定した第 1区からは若干の遺物 第士2坑区 縄文士器
は認められたが、遺構は認められなかつfこc 2基 後期小鉢

南方の第 2区からは若干の遺構および遺 溝 1条 弥生土器
物が認められた。 ピット 若干 中期期甕

後壷・甕

土須師恵器器符片片

瓦器
陶器

関連文献 l
ふ I 5 2 県I営遺排跡水名特ド別麟対策印市跡業I I所在地

上野市服部町間田

調査原因 I 事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 7.13 ,..,_, 7 30 l調査面積 4 4 4 m2 担当者 小川専哉• 宮崎宣光

遺 跡 の 概 要 主な遺構 t な遺物

府中盆地を流れる柘植川・服部川により な し 鉢
形成された沖積平野に立地する。標高約 士師器片
140 mをはかる。 瓦器片
発掘区は東西約 112m、南北約中 4mを設 須恵器片

定した。 しか部るしし分部、た発結分ま掘果区のほぼ 央を走る
用出七水路を撤去 、そ0)底面が遺周構検

屑面と地思われ よ攪旦り乱ドにあり、 辺の
は山の で されていたこと

が判明し遺た物。しかし、 層調にはわずかで
はあるが があり室、 査によって弥
生時代および鎌周倉・ 代の遺物が確多認
されている 辺の水 には遺構や量
の遺物が埋 蔵゚されていることは予想できる。

関連文献 I
No. I 5 2 I遺跡叫閻田遺跡（立会） I所在地 上野市服部町間田

調査原因 I県営排水特別対策事業I事業t体 t野農林事務所 淵杏機関 二頂県埋r蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 10 3 I調杏面積 1 0 5 m~ 担 ,1,者 堀田隆長

遺 跡 の 概 要 t な遺構 1: な遺物

本調査にひきつづ合、排水路部分に調粁 • 弥亨4」上器
区を設構定し調査を行った。 ・ 期帥--壷片

遣 は認められなかったが、遺物は認め ・ 器片
られた。 • 須恵器ri・片

. li器 l

関連文献 I
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N<i. I s 3 I遺跡名 I宮山遺跡 I所在地 上野市上友生字宮山

調査原因 県営圃場整備事業 事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 H 2. i 0. l 1 "" 1 0. i 2 調査面積 1, 0 0 0 m2 担叶者 堀田隆長

遺 跡 (J) 概 要 主な遺構 t な遺物

削平をうける水田に、調査区を 7区設定 C区 し区
し それぞれをA....... J区とした。 土坑 l: 帥器~片
遺構、遺物共に認められたのはC区のみ 溝

瓦山器茶 片であった。 ヒ° ット

これ時らのことから、本遺跡は落、跡中世の限
られた期範囲で営なまれた集 である
と考えられる。

関連文献

l¥o. I s 4 I遺跡名 I堂ノ前遺跡 crr. 会） I所在地 上野市lご友'-1:字堂ノ前

淵杏原因 県営圃場整備巾業 事業t体 ト野農林事務所 調査機関 こ重県埋蔵文化財センター

調行期間 H G. 1 0. 1 5 __, i 0. l 7 凋否面積 2 3 0 m2 担‘竹者 堀田隆長

遺 跡 G) 概 要 l→：な遺構 じな追物

削平をうける部分について立会調任を行 掘立柱建物靡 喜貝恵器杯身片
った。 2X、2 以上（総建物柱建物） 。J::師器片
_1: な遺構としては、掘立柱建物、土坑で 2 X 4 (総柱 ） O瓦器片

ある。 t坑
主な遺物としては奈良～期中i廿の落ものであ 2基

ることから本追跡は、‘り該 の集跡であ
るといえる。

関連文献

No. I 5 5 I遺跡名 I森脇遺跡 I所在地 上野市市部

調杏原因 県営圃場整備事業 事業主体 上野農林巾務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調杏期間 H 2. 8 2 3 ....., H 3. 1 2 9 調査面積 4, 0 0 0 m2 担門者 森川常厚

遺 跡 の 概 要 -t な遺構 主な遺物

弥検生時代から鎌遺倉跡時代巾にがる遺構 遺後物期 堀、葬竪穴仕居、溝、掘立柱建物 •弥生七器（杯中～後期）
を 孟出したが、 の 心は占墳時 代ヽ 火墓 壷、甕、高

から 安悶時代代後中期期である。 • 士師器甕
占棟時 のものは、竪穴任居が中心 杯「、 、裔縁杯」、皿、台付皿、

で40数恥 した。 ての字口 皿
飛 ～ 時代の掘立柱建物のうち大利

• 杯須恵、器盆、 騒杯、 器台のものは、一辺70cmの方形柱掘形をもち、

一部平は並んで配期閥される。 •黒椀色t器A類
安時代中 の掘汀柱建物は 8「l¥jX6伴間

の大町リのもので、それを取囲む浅い堀を ・緑釉陶器 椀椀
'J • 0 • 灰釉椀陶器

• • 青白磁磁椀• 互十馬 ・士錘
・ ・砥石
． 勾ド • 石鏃

• ． 円盤 ・墨書十器

関連文献
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No. ls61遺跡名 I澤田遣跡 l所在地 上野市巾部

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体 上野農林事務所 謁仔機関 こ重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2 7. 2 __, 8. 24 I調査面積 2, 3 5 5 m2 担‘片者 森川常J惇

遺 跡 の 概 要 t な遺構 じな遺物

構代にど密謁弥ぱ～を杏度濃生鎌検密時倉区は出希代時はにし薄遺代～ た4 つに分かれるが、 全正体典として遺

• 竪穴住居 ・1-. 師器

構奈での゚良掘があ存時る立代。在柱すの建し物か竪る。穴、し、近住正居世、の平寺上前安坑方時な

．掘立柱建物 杯、皿

・瓦悶
、皿

• 須恵器
杯

・ 弥牛土器甕
嘩、 、翡杯、 ミニチュア

• 石壷包「

・近世陶器

関連文献 I
No. js71遺跡名 I澤田遺跡（立会） I所在地 上野市市部字澤田

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業t体 ト野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 8. 27 |調査面積 1 7 2 mi 担当者 小川専哉、宮崎育光

遺 跡 の 概 要 主な遺構 じな遺物

本幅調査に引き続き、 B地区.D地調査区の間 遺構なし • 士師器片
を 4m長さ43mのトレンチ状に したc ・瓦器片

耕褐作色土下27cmにて、地山遺面構と考はえられる • 須恵器片
黄 砂質土に達したが、 検出され • 陶器片
なかった。 （いずれも包含層から若干出

しかし、耕（作立冒士下14cm-27cmに堆積する 士）
土青灰器色粘土 土まじ陶り）の包含層にて • 水輪（五輪塔）

師 ・瓦器 恵器・ 器などの若干の
遺物注が出土した。

目できる水ものとしては調査区の西端に
て 五存輪在塔の 輪が出土しており、調査区
の北ヽ に する正興寺との関連が考えられ
る。

関連文献 I
ふ I s 1 I遺跡名 l高田氏館跡（立会） l所在地 上野市沖

調査原因 I県営圃場整備事業 l事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

凋査期間 IH 2. 9. 1 2 -1 0. 9 l調査面積 l,lOOm2 担 ''i者 穂積裕目

遺 跡 の 概 要 t な遺構 主な遣物

麻田氏館跡の西側を発掘し 堀尉と考えられ 溝 瓦
るミゾを検出した。現況の城ヽ館 りもさ 瓦器
らに北に延ぴており遺、あるいは 堀につ 摺鉢
ながる用水の 2つの 構の連結とも考えら 青磁
れる。 陶器（常滑•信楽）

関連文献 I
No. lssl遺跡名ド｝翡贔箪 l所在地 I:: 野市オ良

調査原因 I県営圃場整備事業 I'J業主体 上野農林事務所 淵査機関 ::. 重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 7. 2 ....., 8. 7 I調査面積 ど,0 1 0 ni2 担‘り者 穂積裕昌

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

横遺長構の遺調物査区の両端で平安中末央～鎌倉遺時構密代 掘溝立柱建物 2 縄文土器
の 、 薄を確い認したが 部の 瓦器
度はきわめて 。 t坑 七師器

また、一期部で下層遺構が存在し、時期は
縄文時代後であった。

関連文献 I
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NJ. I 5 8 I遺跡名 Iオ良遺跡（立会） I所在地 r: 野市オ良

凋査原因 l県営圃場整備事業 事業主体 L: 野農林巾務所 凋杏機関 三重県埋蔵文化財センター

謁杏期間 IH 2. 9. 3 ""'9. 6 調査面積 950rri2 担‘竹者 穂積裕昌

遺 跡 0) 概 要 t な遺構 主な遺物

本時期代調の介遺のし部掘物、分伝,もr存の柱の千南建在遺策物側構し但のたと・馬。遺つt守抗物づ宅はを含址確Eて忍平安末～鎌

掘t坑江柱建物 2 瓦器
倉時 認し、その

鉄士土製錘師器刀子
しか 、 など、それ

以外の部分で められなか
った。

関連文献 1

No. 1591遺跡名 I貝野氏館（立会） I所在地 上野市オ良

凋査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調杏期間 IH 2. 9. 11 "" 10. 9 調査面積 1 7 0 m2 担当者 穂積裕昌

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

貝時野代氏館溝端館址の倉す前ゾぐ東代遺側を発器掘したか、 平 門戸
3本 土讐安 の、鎌時の瓦の入る戸と 1 

いった城成立 の 構が主に検出井された。

調査館区西伴 でミ を発性掘し、あるいは貝野
氏に う堀の可能 も考えられる。

I 
No. 160 I遺跡名 I悔督[B1貴罪 I所在地 上野市上神戸

調査原因 I県営圃場整備事業 事業主体 上野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 5. 7 -6. 2 5 調査面積 l.600m2 担当者 森川常厚

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

弥生時遺坑代構か～鎌度で「て倉出はの時士調字代査しの遺構、 遺物を検出 ・• 方竪形穴固住溝居墓 弥生壷土・器甕•高杯した。 密 区縁南で高い。

品合小体七 ら 口 Jilll35枚、瓦器 • 畠士拡墓
皿 が完形黒 た。

須上黒杯色椀杯師恵土器器・・ 器蓋皿 ・甕では色土 類の器台、椀と茶托 ． 柱建物
を したような特器殊Bなものも出土してい

灌杯る。

特黒瓦殊色椀器椀土器•・形器器皿台椀B類

関連文献 I
No. 160 I遺跡名 l浮田 B遺跡（立会） I所在地 上野市上神戸

調査原因 l県営圃場整備事業 事業t体 上野農林事務所 調査機関 三重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2 8. 8 ........, 8. 2 4 調査面積 6 7 0 m2 担当者 竹内英昭、東山則幸、宮崎宣光

遺 跡 の 概 要 t. な遺構 主 な遺物

塁全慶体として 4地区に分かれ、現集落に近 柱溝穴群 多数 士師上器皿・類羽釜•鍋
い で中遺世の柱穴群を検確出したほか、他 2 黒色器A 椀
の でも物包含層を認した。 瓦器椀•皿

土陶器錘皿

関連文献 I
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l¥o.J61J逍跡名l浮田C遺跡（立会） I所在地 上野市上神戸

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体上野農林事務所 調査機関 ＝重県埋蔵文化財センター

調査期間 jH 2. 9. 5 ------いo I調杏面積 1.2 0 0吋 担当者田中久生・東山則幸

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

凋査地遺中渇は印東構央翫付西を約確近ょ400 mと細長く、東端部土坑 須恵器で若干の 認した。 溝 瓦器
調杏区 で遺物包含屑が最も厚く柱穴 陶器揺鉢

なるが、 i る堆積と考えられる。

関連文献 I
No.j62I遺跡名 I賢賛：遺跡 I所在地 上野市上神戸

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体上野農林事務所 調査機関 三軍県埋蔵文化財センター

調杏期間¥H 2. 5 14 ---.... 6 20 ¥謁査面積 2,0 0 0対 担‘竹者穂積裕昌

遺跡の概要 主な遺構 主な遣物

古墳時代～鱈時代の大溝の北側に奈良 竪穴住居 4 占式t師器
～平安の建物 存在する。 掘立柱建物約20 須恵器

大溝には、 しがらみ等が認められ、 井戸 3 土師器
多址の古式士師器～平安時代の七器群•本 大溝 ] f火釉椀
製品が出tした。 瓦器椀• 皿

またその東側の別のトレンチでは、平安 士錘
時代末の建物群が発見された。 木製品（古墳時代）

関連文献 1

No. I 6 2 I遺跡名 I高賀遺跡（立会） 1所在地 上野市上神戸

調査原因 I県営圃場整備事業 I事業主体上野農林事務所 調査機関 ―:．重県埋蔵文化財センター

調査期間 IH 2. 7. 2 0 ....., 8. 2 I調査面積 24 0吋 担当者竹内英昭• 宮崎‘紅光

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

遺竪茶構調査区に北闘る箇所で 奈~ 時代の 竪穴住居 l 須恵器蓋杯・壷
住居跡や掘 建物、占 墳ヽ時の溝状 星柱建物 3 土師器杯•皿・甕

構など、本調 に近い部分で構が密 群 陶器折緑鉢
に認められた。 遺構 製塩t器

関連文献 I
No. I 6 3 I遺跡名『植藩‘跡 I所在地 貝弁郡北胡町大字瀬木字川向

調査原因 h妹lj採集に伴う暉易恕庸 I事業主体 阿百彗虹也改良共同施行 調査機関 北勢町教育委員会

調査期間 jH 2. 4. 1 ...._, 1 0. 15 I調査面積 4,5 0 0吋 担‘竹者松本 覚

遺跡の概要 じな遺構 じな遺物

遺跡は『田川の左岸で貝弁川と合流する 縄文中期堅穴住居 l 縄文t器（中期）

北東縄、奈の文良舌中 の台地上旦在する。 //後期 ,, 2 ,, (後期）
及び の遺構を主とする掘立柱建物 5 石 • 石鏃

が から! 所中文の掘立柱建物も検 伍錘斧 • 石棒 (37cm)
出した。なお、久文の遺構は中期と後 弥'1-:t~ 器（後期）
期のものでは場を している。 須恵器

山t・.師茶器椀

関連文献 I
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No. I 6 4 I遺跡名 I倫見廃寺跡 I所在地 三菫郡朝日町大字縄生字中谷 2450番地ほカ

調査原因 l直要遺麟認緊急調査l事業主体 朝日町教育委員会 調査機関 朝日町教育委員会

調査期間 IHど72-1017 I調査面積 3 0 9 m2 担当者 早川裕己

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 t な遺物

塔跡からやや離れた 5ケ所にトレンチを 整地層 平瓦

人れて範囲を確認。
塔跡に近いCトレンチで整地層を確認し

た。
なお、本年度は地形測量、報告書作成を

実施した。

関連文献 I
No. I 6 5 I遺跡名 I宮の前遺跡（試掘） I所在地 四日市市中川原

調杏原因 1個人住宅建築 I'Jl業じ体 個人 調査機関 四日市市教育狡員会

調査期間 IH 2. 3. 31 ....... 4. l I調杏面積 3 2 mi 担当者 春日井恒

遺 跡 の 概 要 t な遺構 t な遺物

灌滝川と鹿跡化川とに挟まれた沖積平野に •溝状の落ち込み • 土帥器

位骰する遺 である。 • 須恵器

遺今存回の調杏は、開発協議において、遺跡 ・埴輪

の 状況を把握するための試掘調査であ •灰釉陶器
7 ;;, 0 • 山茶碗

関連文献 I
No. I 6 6 I遺跡名 I肖木川占墳群 2号墳 l所在地 四日市市水沢町

調杏原因 I農地改良工事 I事業主体 個人 調査機関 四日市市教育委員会

調行期間 IHど.l~- 3 ........」 210 l調査面積 5 0 IT( 担当者 春日井恒

逍 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

棟墳群高 130m程和号6瑣の3年か河岸に農段地丘改上jに位骰する
• 石室 占墳時代

古で、昭 工の際に • 須恵器

発見された 1 ら西30m良程の場事所であ • 鉄鏃

る。 • 耳環

幸疫頃から行われていた農地改良工事中に
い が発見されたため 2号墳が確認され、

緊急調査の実施となった。側墳丘は工事前か
ら削平されており、石室の 歴は 2___, 3段
残ってしヽるだけであった。

関連文献 I
No. I 6 7 I遺跡名 I西ケ谷古窯跡 l所在地 四日市市東坂部町字西ケ谷

調査原因 I県道改良l事 I 114業主体 三崖県 謁査機関 四日市市遺跡調杏会

調在期間 IH 2 12 J ......, 12. 28 I調査面積 3 0 0 rri2 担叶者 春日井恒

遺 跡 iノ~) 概 要 t ら遺跡 主 な遺物

部Ill川北跡片＇にある丘期陵斤 の南向路 き斜面に位 古墳跡時代 占•墳須時恵代器
i対する遺 で、昭和初の適建設斜工事の ・窯 l基

跡際古に時発代在見された 時同じ 陵の西側 面には • 灰原 l基
泊 から奈良゚ 代にかけての西ケ谷遺 • 自然流路

か体所瞳 す％残る程。{i 窯) ぱ、 削平されて tヽ たが、焚口か

翌ら奥 まて して lヽ た。側球には数/u]O)
がりわれてしヽることを確部認した。この
伴う I火1りは既i，役0)逍路分にあたり、

削滅灰）Jし；1ている 11)能 がある。討位淵1"tで検出し
た は、空体と打する討にあり、窯
に伴うものであるか否が検 を要する。

関辿文献Iu四!lipfJ市rtf敦坪育蔵又化財謁杏報告 9 四l1巾市小杉町 小杉人谷占窯跡」i
四lJI 呑貝会 1974 
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No. I 6 s I遺跡名 l→ー：ッ塚占墳群 I所在地 l四日市市V兄町字ニッ塚 2271--14

調査原因 IL業用地造成 I f口業t体 四日市市七地開発公社巾業じ体 四日市rH遺跡渦行会

調査期間 jH 3. 2. 8 ......, 3. 15 I調杏面積約 1.10 Om2 担％者 J-JJj 幸徳

遺 跡 0) 概 要

＝．滝和点号川6墳が1年中多よ流域の忠月市北器市iの店市長に史広頸編壷が纂のる屯台出に地十よ緑辺に位骰する占収群。 占墳群は 2括確認されている。2 り須 が伝えられているか、現在、所在イ迅月である。
昭 に四 って墳丘の測景が行われた以外に凋杏は行われてわらず、遺構の性格等不

明な し'o

古 墳 名 墳 形 規模 (m) t 体 部 出 f. 遺物 時 期 備 考

ニッ塚古墳群 円 墳 直径 瑣頂部は削平を
1号墳 約15rn 受けてしヽ る。

ニッ塚占墳群 円墳？ 直径 昭和 9年頃の開
2号墳

り（ 残推定存約部7）m よ
拓によって半分
破壊されている。

関連文献 I『四日市市史』第 2巻史料編考古 l 四日市市 1988

No. I 6 9 I遺跡名 I上野遺跡 l所在地 四日市市大字西阿倉川字上野

調査原因 I宅地造成 I事業t体 巾村商事株式会社 調査機関 四日市市遺跡調査会

調査期間 IH 3. 1 4 - 3. 31 l調査面積 約 2,200m2 担‘竹者 春日井恒

遺 跡 む 概 要 主 な遺構 E な遺物

弥牛i円時代!中期

弥生時弥代
• 住溝居跡 • 生t器

してしヽ る。 ・ 周墓 • 土錘

元年度建の跡棟穴周調出可以能溝査が住し地集上性墓て居で平

立柱物 中し
平安． ～室町時代基た等り、 iO の掘 平安時土代

を検 いる。 ． 柱建物 • 師器
ては、竪 跡 3 • 須恵器

の環濠方形の が考 • 溝跡 • 灰釉陶器
部分、 を1 • 井戸跡 室町•上時代師

基る。
• 山茶器碗（喝書十．器あり）
• 陶器

•• 木鉄旦製製鎌品
近世以

近世：以嵐降偽 • 陶

関連文献 1

No. 1101遺跡名 l西ノ岡 B遺跡 I所在地 鈴鹿市裔岡町西ノ岡

調杏原因 I道路建設 I事業t体 鈴鹿市十木課 調杏機関 鈴鹿市遺跡淵杏会

調杏期間 IH 2.1公1---H3.3.31 j調杏面積 1, 2 0 0 m2 担‘り者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 t な遺構 主な遺物

鈴鹿川左作の平坦な丙状扇広台地上に位在置す 弥牛溝時代（ 弥生t器
る。北側に続く丘陵上に 遺跡が所す 大 溝条墓没） l
る。 方形周 5 ---6 
濁杏区は、台日地が両側からの侵食により最!もくびれた にあたる。この1111側の谷

を ぶように が形東因西に墓走る。この溝布の
墓南は 5....... 5 方 溝のみが分し

を形成するものとみられる。

関連文献 I
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ニ:it尺□I; 跡 I:::1~1: 1~ ↑ ~f~::~ □［三i:::~:l:~:会遺物

鈴鹿川左岸合地上に所在する弥生～平安
時代の集落遺跡である。北側丘陵から東側
ヘL字状にぬける幅19m延長叫(JIllについ
て調査を行った。北より l、Ill、IVu)凋杏
区に分ける。

l区丘陵麓の平坦地で弥生時代及び平安
時代の集落が存在する。

ll[区 南へ張り出す汀角形状の小台地で
東側谷を哨む辺縁部に弥生時代及び奈良時
代の住居が分布する。 I区との境西より入
る小谷状地に面し七師器の焼成施設とみら
れる焼坑 l基を検出。

IV fX Ill区の東側谷の対岸にあたる与田
山占墳群が分布する台地上。東端に 7号墳
が所在。

奈良時代の遺構が分布する。

関連文献

No. 7 1 遺跡名寺山遺跡

調査原因 水管橋管理用道路建設事業主体

調査期間 H 2.12.l .._, H 3.4.3 0 調杏面積

遺跡の概要

鈴鹿川左岸の平坦で広大な台地上に全面
に分布する。南北幅 7.5 m、全長 3.400 m 
のトレンチ状に渦査を行った。北より A---
E区に分ける。
A区

丘陵麓の平坦地で弥牛時代の集落を分布
する。
B • し地区
抒田山古墳群の削平された痕跡と化した

占墳と奈良時代集落が複合する。奈良時代
の遺構は占墳を切り破壊が当時より進んで
し、たことを示す。

D・E地区

ほぼ奈良時代の集落が広がる。大形の掘
立柱建物が多く分布。

関連文献 I

弥牛中期～後期
竪穴住居円形 l、方形 2
方形固溝（墓?)1 

平安時代
掘立柱建物 4以ヒ
fj]r多―±Jょ

弥生中期～後期
幣穴住居

（円形 l、方形 2)
t拡

奈良時代
竪穴住居 7
掘立柱建物 2
t器焼成土坑 l、七坑多

弥生時代 竪穴住居 l 
奈良時代竪穴住居 3 
掘立柱建物 l以上
土拡（屋外炉）多

弥生t器
砥石
灰釉陶器、須恵器、 t師器、
軒丸且

弥牛土器

須恵器、 t師器、鉄滓

須恵器
士師器
瓦片

門~/:::戸：：ニ
弥牛時代

竪穴住居 4、溝
占墳時代

竪穴住居 l
奈良時代

柵、竪穴住居 l、七坑多数
占墳時代

寺田山10号墳
一辺,Om方瑣

寺田山 I1号墳
径14m円墳

寺田山15号墳
一辺 9 m方墳

寺田山16号墳
一辺 6_5m方墳

寺田山17号墳
一辺 6m方墳

竪穴住居 7以上
掘立柱建物l1以上
七拡（屋外炉）多数
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弥生時代
弥生式土器、石包r、
大形蛤刃石斧

古墳時代
須恵器

須恵器、灰釉陶器、士師器、
瓦片
須恵器、杯盈身（各 1)

6 t仕紀中
円筒埴輪 6世紀前

須恵器杯蓋 (1) 6世紀前

須恵器杯蓋 (4)、杯蓋 (6)
短頸壷 (2) 6世紀前

須恵器、七帥器



No. 112 I遺跡名 1寺田山 7号墳 l所在地 鈴鹿市裔岡町寺山

調査I原因 I逍路建設 I事業主体鈴鹿市士木課 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会

調杏期間 IH乙i01........ il30 I調査面積 6 0 0 m2 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要

寺田山古墳削の群方平は、 墳,'f山）遺跡に重複ずる141て.35分甚m布（の現す小在る規JU占模墳基な群円）ので墳、占な鈴墳が群鹿ら川と、を見下す台地先端に位懺する寺田ilJIけ墳（全長7Um 分後円 を主墳とす して知られていた。 7号墳ばすでに士取に
よって墳丘 を失っていた。径 葺石、埴輪列を有する。 14号墳はすべて失
った占墳である。

u t・ 培 名 墳 形 規模 (m) 主 体 部 出土遺物 時 期 備 考

寺田山 7号墳 円 墳 径乱 1 4. 5 m 木棺直葬 主体部 5世紀後半
さ2m

鉄刀）溝幅 鉄剣斧/, 各 1
3 .._, 4 5 m 品:tffj 

形円筒象恵珀埴輪輪片列

須 器

周奈良器溝須瓦士台時帥恵多代器器、数甕、

寺田山 14号墳 方 墳 7m 周溝のみ 須恵器（壷） 6世紀前

関連文献 I
No. 1731遺跡名 Iお、仇孤跡 I所在地 鈴鹿市蒻岡町扇広

調査原因 I土地区画整罪 I事業主体 鈴鹿市高岡山士地区整画押組合 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間 IH~- 4. 10 ---7. 4 I調査面積 3, 0 0 0 m2 担当者 藤原秀樹

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

鈴鹿 丘位集陵最落憤も裔所にあたる尾根期 弥生竪穴時代住居 34 
弥生士器、土E

上及び に する。弥生時代中穴 太形蛤刃石斧
後葉～ の 遺跡である。竪は

枷大周泣溝溝墓柱（建物 2
偏平片刃石斧

条濠 5）1 
石剣、石包r

布し溝、端 の建て替えも多くみられる丘。 砥石

陵てひ残大北西 区南西に尾落頂入根存るし在か支を横期谷より、

上拡（染） li) 

ように集、 断して伸
側 た回る掘。 間を通じ
り、 l り 行われてい

る

絶゚固溝募は穴濠に沿複うよう築に分か布し、 多くは
廃した竪に重して れている。

関連文献 l
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No. I 7 4 I遺跡名 l須伎神社東遺跡（仮称） I所在地 鈴鹿市長太栄町二丁目

調査原因 l住宅建設 l事業主体 侑飯田商事 調査機関 鈴鹿市教育委員会

調査期間 IH 3.1 29 l調査面積 6 4 m2 担当者 浅尾 悟

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

鈴鹿位恵市置長器太栄町所。在調査の須伎の甕状神、社況鎌の東、時南代占約墳
な し

古録須倉墳山t-t時恵師時茶師代器器代碗器皿甕甕、片片片山皿片
50m須の 甕にあ・聾士る。師器前付 倉は 山

茶時代碗などの遺物 が台見られた。

約氾ち＝（某5濫合耕灰明40本作色確-にmいS的調ねなXJよO:査cm遺なんる4)、程堆層構m土を実屑積の序では1 坑たを4 ケ所設定し、 立
は1層白゚（黒褐砂ら色利1 ねん質上屑
層） （灰色 層）、 i層

で表士か 層上面まで
ある。

確層認し得なかった。遺物I屑は
と考え士られる。 は流

れ込みによるものか、客 による他からの
流入と思われる。

関連文献 I
No. j75 j遺跡名 I岡田遺跡 I所在地 鈴鹿市岡田町字吉原

調査原因 I鈴鹿市埋蔵文イは慮理室建畔事業主体 鈴鹿市 調査機関 鈴鹿市遣跡調査会

調査期間 IH 2 7 9 -7. l9 I調査面積 2 0 0 m2 担当者 新田 剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

建物部分についてのみ面的な調査を行っ 自然流水路？ 弥山生茶碗士器、 土師器、須恵器、
た。 士拡

過去の耕士改自善然に流検よ水が時出り路代遺大さ構部れはと考分弥はたほとんど落失われてしヽ たが、 え る
ち込みがかろ じて 0 遺ら物れはテ

ンパコに 6箱出ぅ土した が中重機期等以に
より破砕されている。 生 降
中世まで多岐にわたる。

関連文献 I
No. I 1 6 I遺跡名 I岡田古墳群（試掘） I所在地 鈴鹿市岡田二丁目

調査原因 I社宅建設 I事業主体 ヨンソー開発株式会社 調査機関 鈴鹿市教育委員会

調査期間 IH 3. 2.12 I調査面積 1 9 2 rn2 担当者 浅尾 悟

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

岡線田古墳!の群中~ （既に削置平）の南側で近鉄h平 な し 須恵器甕片

田町 と 器間甕に位片 する。調査が採前集の分 山茶碗片
調査墳で、 や山茶碗片 され、
古群の りがf想虐されたため、 4mX

4m試第掘 12箇褐褐所色 定して凋査作を実）施し
た。 l (黒 質土＝耕士の下
ぱすぐ地層山（黄 色砂れき層）で、平均深
度遺は15-20cmである。調査の結果、明確な

構・遺物は確認されなかった。

関連文献 l仲見秀雄・貞田幸成「神戸史談第 3け」 (1962年）
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：ビ!Ell!体：::」~~さ：『::::1;;:晨:~~I}~日『三:三~~会遺物

高井B遺跡は御閑町と徳田町集落の中間
地点に位謹する周知の遺跡で、通称「ぼう
ず山」と呼ばれる小高い独立丘陵の西から
南にかけての緩斜面に位置する。
表士面から地山まで斜面上で約15cm、斜

面下で約60cm程あり、南半分で包含層が認
められる。遺構は少ないが、遺物量は多く中
心ぱ奈良時代と平安時代末から鎌倉時代で
ある。出t遺物の約半数は山茶碗であるが
緑釉陶器か約50点出士し、市内では大木ノ
輪遺跡に次ぐ出上量である。

N地区
上坑 2基（弥生時代）

S地区
．掘立柱建物（奈良時代）
東西 4間 (ti.9 m)  X南北
3間 (5.0 rn)の東と南側に
庇が付く。

• 井戸 l桔
径 1.0 mX深さ 2.65 rn 

（奈良時代）
• 大溝
幅 2.8 ..._, 5. 0 m 
深さ 0.5 ........, 1. 0 m 
自然流路の可能性もある。

N地区
• 弥生土器壷・甕・裔杯
S地区
・占墳時代
須恵器杯・甕
円筒埴輪

• 奈良時代
須恵器・杯・甕．腺・ t師器
甕• 咸

• 平安時代
緑釉皿• 碗
灰釉碗
t師器甕
山茶碗•山皿

．錨倉時代
山茶碗•山皿
士師器鍋
青磁皿
白磁碗

戸：分「国=r~~~!:□長翠：三
本年度は範囲確認調査の 3年次にあたる。

西谷 4地区、西谷 5地区、西硲木2地区、南
浦 l地区の 4ケ所で実施した。
西谷 4地区

前々年調査した西谷 l地区の南側にあた
る。掘立柱建物群の検出を目的に設定。

西谷 5地区
寺域の西南方向にあたる。遺構の有無を

確認に設定。

西高木 2地区
寺域南側中央にあたり、築地及び南門跡

の検出を目的に設定。

．掘立柱建物跡（奈良時代）
2 X 5間の身舎に三面の庇付
•平地式住居跡（奈良時代）
•溝 2 条（奈良時代）
．掘立柱建物跡（奈良時代）
2間X3間以上の南北棟
•溝（平安時代末）
• J:. 抗（奈良時代前半）
• 築地跡・築地外溝
• テラス状遺構（南門？）
・瓦敷

南浦 l地区 ・大溝 3条（輻 1.4....., 2. 6 m)  
推定尼寺跡に今次初めて調査区を設けた。 （中世？）

残念ながら、国分尼、『に直接関連する遺構 ・溝 2条（錬倉時代前半）
は検出し得なかった。 ・t坑（奈良時代？）

関連文献l
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• 須恵器杯・幕
. L帥器甕
• 平・丸瓦片

・t師器杯・甕
．軒丸瓦 (IllB、mn型式）
．軒半瓦 (NA、NBa型式）
• 山茶碗、古顧戸壷片
．軒丸瓦 (Illしa、Ill])型式）
．軒平瓦 (NA咽式）
• 須恵器蓋
• 灰釉碗
• 瀬戸本業焼梅丈皿、擢鉢
• 須恵器杯・甕
. +. 師器甕
• 円筒埴輪片
• 山茶碗
• 平瓦片



No. I 7 9 I遺跡名 l巾心l直跡 I所在地 鉛鹿市国分町字中尾山

調杏I泉囚 I一般廃煽物最終処分場1ボ業叫 鈴鹿市 淵査機関 鈴鹿市遺跡涸杏会

調期間 IH 2.4.I "'6. 8 
査 HZ.95----12.18 I, 凋杏面積 公50 0 mi 担当者 新田 剛

遺 跡 0) 概 要 t な遺構 じな遺物

平成鹿几年度界よ舌り継状続 弥牛穴時代中期 弥生t器（壷・甕• 盛杯）

鈴 Ill左の の台閂゜地上に位骰する。 竪 住周居溝墓55棟 石鏃• 磨製石剣• 石斧•砥石、
標巾葉裔35........ 4om。方形},月 と弥牛総時代中期 h形 22基 他

以降の基竪、穴55住棟居とが され、 数はそ tJ瓜募 須恵器（杯）
れぞれ:)2 な 。 土拡

方期期形後を特固葉溝定墓のうち10他基は遣物が弥少なく、 掘悶立柱建物
時中 できなしヽがの22基は生時代 飛代

のものである。 墓 l基
その他時期不明の方形｝古］溝墓？

iり甚
※数は平成元年度分も含む

I 

No. jsol遺跡名 I沖ノ坂遺跡 |所在地 鈴鹿市国分町字石亀谷

剛国叫般廃棄物紐鄭鴻I事業主体 鈴鹿市 調査機関 鈴鹿市遺跡調査会

調査期間 IH J 1. 7 --.... 3. 26 I調査面積 l.700nf 担当者 新田 剛

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

鈴鹿川左岸の台地形はの古緑墳に周中辺位溝時尾部置代墓山すには遺まる沿跡で5。甚のがっ標検て竪あ裔穴、出る3弥任。さ6m生居れ。

弥生竪穴時代中期～後期 弥生土器（壷•甕•高杯）
谷を挟んで東隣に 住居 13棟 石斧•砥石

に した台地 土師器（甕• 塵闘杯杯 ） 
時代検谷中出期面中葉から 時溝 占竪墳t砿穴時代住前期 須恵器（杯・ ） 
が された定方形 甚 居 l棟
たが、期時期は特゚馬 で涅ない。その他、古墳 占墳士拡時代後期
時代後そ 、飛 時代検、奈良時代の土拭墓が 墓 l甚
それ れ l基葉ずつ 出されている。竪穴任 飛鳥士拡時墓代 l基
方居には溝中期墓後 の係ものがあり中屋興山遺味深跡の

形両 との関を考える上で い。
奈良t拡時墓代 1基

その他時期不明の方形（固溝墓
?) 5基

I 

No.ls1I遺跡名 I沢城跡・沢遺跡（試掘） |所在地 鈴鹿市飯野寺家町字沢

謁査原因 I店舗建設 I市業主体 朝日株式会社 調査機関 鈴鹿市教育委員会

謁査期間 IH 2. 4.11 I調杏面積 4 8 m2 担当者 浅尾 悟

遺 跡 の 概 要 じな遺構 主な遺物

沢城は、関（城神戸）盛天澄が、 正平22 基土本＝的な層序は l層（掲色砂 Ill層上面で士師器皿片が 4点ほ
(1367)年に築し、 文20(1551)年に 質 耕作上）、 Il層（赤褐色 ど出上した。 15----16f仕紀頃のも
神戸城に移城ろまで神戸氏が代々居城した城 t混人褐色ねト層ん）質、±)、 Ill層（ のと考えられる。
で、神口 移動後も、隠居城としてJ6世紀 黒褐色シル N屑（白乳色
末まで地使用されていたらしい。 粘土＝地山）で、表士上面から

沿凋査い は舗沢城本丸の東北方向で、中伴央道 地山所直上まで n6----10mある。
路 に店建設（サントピア）にい、 3ケ とも明確な遺構は物認めら
試掘調査を実施した。試掘坑は建設予定地 れなかったが、 IIl層 は 植 繊 維
の西南隅に 3ケ所 (4X4mグリッド）設 を多量に含み、沼地であったこ
定した。 とを裏づけた。

関連文献 I
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No.! s2I遺跡名 I西野遺跡 I所在地 亀山市栄町字西野

調査原因 l宅地造成 I事業主体 僻トーカイ 調査機関 亀山市教育委員会

調査期間 IH 2. 4 . ......, 6 I調査面積 3,000m2 担当者 亀山 隆

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

掠占Il墳がl右時ら岸代継の台地上時に所代在する集間落跡。
掘立柱建物 2 

須Pl山茶面恵硯碗器から錬倉営 までのに、小規 道
模な 続的にまれたと思われる。

上師器

関連文献 I
No. j s31遺跡名甘椛籠富習誠跡 I所在地 I亀山市羽若町糀屋垣内

調査原因 I→段国酒 1号亀山富紐；；業I事業主体 建設省中部地方建設局 調杏機関 亀山市教育委貝会

調査期間 IH 2 4 1 ---H 2. 1 0. 3叶調査面積 b. 5 0 0 m2 担‘竹者 亀山 隆• 森 崇史

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

鈴鹿川の支流椋川左岸の標高75m程の台
掘竪晶溝穴¥、[住杜居建物420棟棟以上

須恵器、緑釉陶器碗、灰釉陶器、

地占tに位時代買中している。 黒色t器、山）茶 （墨書士のある
墳 から近にかけての複 で 戸 5基

あるが、 心は平代安時代末から鎌倉合遺時代跡で 墓 2 基柵 漆柏代輸も物人器の陶椀磁陶点を磁体器含、等器む曲、、、伊勢板山皿咽材鍋等、、の常師木器滑製甕皿品、、ある。 ーーは広、 列等
動物物・遺体、近世・近平群安溝時代・末柵には大刑建物を中心とする建

物期倉傾 が 列井で区検建伴画悶物出さっれていたが、 同時鎌と代思われる 戸は されなかった。
時 にはいると、 の規模が縮少する

羽心h」にあり、帯厨」井は戸を ようJになる。載
ー 、『 鏡等に記のあ

る若葉 に相 ると思われ、この

遺 は贔隣接する大集薮落遺跡姿とともに、当好時の
料荘園内における の を知るための資

となりうる。

関連文献 l『亀山市文化財調査速報』第8号

No.1841遺跡名 I大鼻遺跡 I所在地 亀山市布気町字牛櫃

調査原因 I工場建設 I事業主体 亀山日化卸 淵査機関 亀山市教育委員会

調査期間 IH 2.11 ""'"'12 I調査面積 1,200m2 担廿者 亀山 隆

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

今縄文早期から室町時跡代範囲までの集落跡。 竪穴任居建 2 t師器椀
回の調査地は遺 の北辺に相当す 掘立柱物 2 

= る。
須恵器杯

関連文献 I一般国道 1号亀山バイパス埋蔵文化財調査概要 ll・III・V・VI 

No. lssl遺跡名 I大垣内古墳 I所在地 亀山市山下町字大垣内

調査原因 I道路拡幅 I事業主体 亀山市 調査機関 亀山市教育委員会

調査期間 IH 3. 2 ..._, I調査面積 2 4 0 m2 担当者 亀山 隆

遺 跡 の 概 要 主 な遺構 主な遺物

鈴規木模鹿棺Ill右墳非中岸の段丘先中端に所在する。
近棋幕

• 形は調査のため 。t体部
は れ文 。主体cr:部より鉄｝］不出明七。墳丘卜
層に縄 期の居跡。

関連文献I
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No.I 861遺跡名 I亀山城跡 I所在地 亀山市本丸町

調査原叫史 跡整備 l事業主体 亀山市 調査機関 亀山市教育委員会

調査期間jH 3.1 l調査面積 8 0 m2 担当者 亀山 隆

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

亀呼山城本泣丸跡に土塀復元（景観整備）に 石垣根石 丸瓦
伴い

平軒瓦丸凡（巴文）尚、 塀は備巾松山城のものを参考とし
た。

関連文献I
No.j 871遺跡名 I鈴鹿関関係推定地（試掘） I所在地 鈴鹿郡関町祈所字西町北・字会下垣内

調杏原叫町営住宅開発 I事業主体 関町 調杏機関 関町教育委員会

調行期間 IH 2 11 26 ....... H 3 : 乙iI調杏面積 9 2 5 m2 担％者 野尻孝明・小坂宜広

遺 跡 0) 概 要 t な遺構 じ な 遺 物

西町北定地範地区囲 ・会F坦内会地区ともに占代大鈴 ピソト（会下坦内地区．鎌倉時 山茶椀（会F坦内地区）

鹿関遺跡の想の であり、 ド垣内地区は 日 代）
森 内である可能性も考えられて
し、た。しかし、両地区ともみるべき遺構・
遣物はなかった。

r.,, 88'=且嵐嗣遺跡
I所在地 安芸郡芸濃町大字雲林院字青木

調査l原因四原 事業t体芸濃町 涸杏機関 芸濃町教育委員会

淵杏期間IH~ す.2 8 -----5. 3. 9 I調在面積 2, 5 0 0 mi 担当者 油田秀紀

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

lヽj遺跡は安濃川奥中流右跡岸の河倅段斤退上に
• 溝 竪7・集穴条状わ

• 土恵師器（甕• 羽釜．杯）
位猶し、東側に北遺、南側にF川跡 ・± 坑 上坑 • 須 椀器（杯）
が近接する。 ・方形 遺構 1基 • 戸山茶 、山皿

今回の調査は、排水路等で削平される部 ・• 品土器j¥,;、黒曜石

分 2, 5 U製検、ばO自もm然討諜品中、' を等縄査世中の行中の谷て文もな遺地時0出あ) う。

現在 、まだ検討する必要が • 生工
あるが 為構が検中心である。又、低
地では 形を出し、そこから板

状の物木 上した。
遺 代後期のt器もあるが、

現在、 る。

関連文献 l
1~0. I 8 9 I遺跡名 l西山田遺跡（試掘） I所在地 安芸郡安濃町大字安濃字室ノ !::l

調在原叫 t取り I tfi業t体 株式会社健成 調査機関 安濃町教育委員会

淵査期間 IH 3. 2. 6 I調行面積 9 3 rr? 担当者 田中秀和

遺 跡 0) 概 要 t な遺構 ー主な遺物

能西山田遺跡の北隣の尾根で遺跡が広がる な し な し

uJ 性があったため試・掘遺調査を実施検した。
調査の結果、遺構 物ともに出され

なかった。

ふ I9 o I遺跡名 l岡人り占墳（試掘） I所在地 安芸郡安濃町大字草生字布山

謁杏原因 It_取り I ,jJ業1:_f本 前橋建設株式会社 調否機関 安濃町教育委員会

淵杏期間 IH 2. 6. 29 I凋杏面積 4 0 m~ 担叶者 田中秀和

遺 跡 0) 概 要 じな遺構 E な遺物

岡人り占占墳群の所緑在する尾根が確南へ続く な し な し

個掘所で、 培卜.の まりか 3遺カ所物 認され
試 淵行を行ったが、遺構地 . 0)出!.も
なく、占項でぱなく自然 形の隆起と判断
された。

関連文献 I
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fo I 9 1 I遺跡名 l旧観音堂跡 （，試掘） 1所在地 安芸郡‘な濃町大字光明、ff-f;:j塚• 長尼

調査原因 上取り 1事業主体株式会社津建材 調否機関安隈町教育安且会

調査期間 H公iし）. 9 I調杏面積 3 0 0 nl 担‘竹者田中秀和

遺跡の概要 t な直構 t な遺物

>
谷山古墳群裔塚地区に隣冒る山上で、ピット 崩された tから和鋭• 山茶椀．

ふとの光明寺に所在する観 の前身が 上帥器皿等が出f-.した。
所 した場所である。すでに、 取り工事
が進んでおり、県文化財調査員の連絡によ
って遺跡と確認された。工事を中止し、七

! 
り範囲を確認した後、踏査をおこなったc

査の結果、標扁 240mから 250m付近で
墳状の高まりを 5カ所確認した。当面t

取りを行う範囲に関して、試掘調査を行っ
た結果、炭の詰まったヒ° ット 1個を検出し
た。

なお、旧観音堂については現地保存を行
うことにした。

関連文献

No.1921遺跡名 I西山田遺跡 I所在地 安芸郡安濃町大字内多字西山田

調査原因ビニールハウス建設 1事業主体個人 調査機関安濃町教育委員会

調査期間 H 2. 4. 8 I調査面積 30面 担当者田中秀和

遺跡の概要 主な遺構 t な遺物

西山田遺跡は安濃川支流の美濃屋川左岸溝一条 上師器破片
の台地上にあり、古墳時代の遺物散布域と
して知らたていた。
現地ではすでに、ビニールハウス建設工

事が進んでいたため立会調杏を行うことに
した。
その結果、古墳時代と推定される溝一条

を検出した。

関連文献

ふ I9 3 I遺跡名 Iお；歳告墳群丁 I所在地 安芸郡安猥町大字内多字大城

調査原因 内多東工業団地造成事業 事業主体 安濃町企画商工課 調査機関 安猥町遺跡調杏会

調査期間 H2. 4. 16 "'H 3. 1 7 I調査面積 8,0 0 0面 担当者田中秀和

遺 跡の概要

大城占墳群は安濃川の支流である美濃屋川左岸の標裔35---40mの丘陵上に存在する。弥牛時代後期～古墳時
代前期初頭の時期には、大溝 4条によって尾根筋を 5つの区画に区画し、北から住居窄間（竪穴住居跡 2棟）

i>？、庄居空間（竪穴住居 6棟、掘立柱:> l棟、方形台状! l基）、墓域空間 (2区画、方形台状墓 8基）
落の構造が明瞭に判明した。とりわけ 央の住居空間に 在する住居跡は 3度の建て替えがみられ 2度
建て替えの場合、一回り大きく住居を している様子が えた。また、慕域窄間では、尾根を 2分する
中央にみられ一区画に 4基づつ方形台状笙を配していた。厖根を 2分する溝は集落を構成する人々が大き

な側長恵古占2集方墳器墳の尾形短団時時代根代頸にの分後壷中にプかれていたことを示唆i るものであろう。
期末～後期になると、 墳をt体とする古墳群が形成されはじめる。方墳をt体とする占墳群の

東 は円墳が 1 で存 していたが、方墳を主体とする占墳群では 3け墳、 4f:}墳をのぞいて他
は ランを唱し であった

後期5 で1よ5基た号墳単占独墳の南側に土塙募群か十数基検出されたが、副葬品はほとんど無くあったものでも

須恵 壷 身等［上瓜し葬されてしヽるだけであった。中世には 3号固辺 世箪が 9基集して され、 5号墳墳頂部でも 1基検出された。蔵骨器に焼いた
骨を人れたものや、［自 いた骨を埋密葬した上検坑等出がみられ、ほとんどのものに集石がみられた。副葬品は上
師器皿、山茶椀等が出 た。

古墳名墳形規 模 (m) (mt. 数値体は棺の規部模） 出 t 遺物時 期備 考

1号墓長方形 l 0. 4 X 8 0 X 1 7 5 第 1t体（木棺直葬） 壷片 3阻紀末募塙掘咆底部残
2. 66 X 1 05 存
第 2主体（土塙墓) なし 固溝内埋葬
2. 65 X 1. 1 
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2い:Jr凸,.; 艮方形 12 0 X l 0. 0メ 124 木棺直葬 i蔽 3世紀末
どふ4X U. 98 

3け筵 方形 13. 0 X 11. 5 X~- 73 第 lt体（木棺直葬） な し 3世紀未
2. 00 X U. 88 
第 2主体（上器棺） 裔杯
3. 30 X 0. ~,6 

4号募 方形 6. 0 X 4 0 X 1 25 木棺直葬 主体部からは無 3世紀末
1 85 X 0. 67 し

5け墳 方形 9. 0~< 8. 6 X 2. 1 第 1t: 体（木棺恒葬） 主体部内無し 3世紀末
2. 02 X O 60 
第 2主体（士器棺） な し
U 92 X O 64 

6号墓 長方形 1 0. 0 X 7. 5 X 2. 0 第 1主体（木棺直葬） 壷・甕 3世紀末
1. 80 X 0. 70 
第 2=t体（木棺直葬） 主体部からは無
1. 70 X 0. 70 し

7号募 長方形 1 J O X 9. 0 X 2. 2 5 第 1主体（木棺直葬） な し 3世紀末
2 94 X O 97 
第 2主体（土器棺） な し
0 98 X 0. 94 

8号墓 長方形 1 1 0 X 9. 5 X 1. 2 な し 壷•高杯 3世紀末 削平のため主体
部検出できず

9号墓 長方形 9. 5 X 7. 5 X 1 3 5 木棺直葬 車~- 3世紀末
1 80 X 0. 55 

1号墳 方墳 L 2. 2 X iii. 4 X. 乙.0 第 1主体（木棺直葬） 主体部内無し 6世紀
2. 62 X 0. 76 後半
第 2主体（土塙墓）

甕鉄周か破器溝ら片須・・等墳刀恵子丘器が斜出杯土面・

周溝内埋葬
1. 14 X 0. 73 

±: 

2号墳 方墳 13. 4 X 6. 7 X 0. 7 5 な し 墳丘斜面から須 6世紀中 削平のため主体
恵器杯身・甕出 葉半から後 部検出できず

3号墳 方墳 8. 0 X 8. 0 X 1 3 第 1主体（木棺直葬）

須周かが．椀溝恵出ら器須・・t破甕墳恵破片器丘片斜届等杯面

6世紀
2 50 X 0. 56 前半

第 2主体（土塙墓） な し 周溝内埋葬
1. 57 X 0. 97 

4号墳 方墳 7. 0 X 6. 5 X 1 0 木棺直葬 な し 葉6世紀中
1. 90 X O :i5 墳丘斜片面から須

恵杯破が出七

5号墳 方墳 15. 2 X l 0. 4 X 3. 2 5 第 1主体（木棺直葬） 須恵器甕 杯・裔 6世紀 南側斜面にテラ
3. 53 X 0. 62 杯・ ・壷、鉄 後半 スが一段巡る

器鉄鏃• 鏡・
刀子、玉類切

りし子玉玉• くちな

第 2主体（木棺直葬） 須 恵 器 裔 杯
2. 50 X 0. 50 
第 3主体（土器棺） 須恵器杯身 墳丘裾
0. 80 X 0. 80 

6号墳 円墳 1 0. 8 X 10. 0 X 1. 5 土塙墓 主体部からはな 5世紀末
1. 85 X 0. 78 し

周甕溝・杯か身ら須恵器
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住困跡

仕居名 形態 規模 (m) 出土遺物 時 期 備 考

1号住居跡 方形 3. 6 X 4. 6 壷、サヌカイト片 弥生時代(後3期世紀後半後半～末） 

2号住居跡 方形 5. 85 X 5. 85 壷・甕・建）築部材 弥生時代(後3期世紀後半後半～末） 
（炭化材

3号住居跡 方形 6. 4 X 5. 8 壷•高杯 弥生時代(後3期世紀後半後半～末） 

4号任居跡 長方形 9. 2 X 7. 6 壷•高杯 弥生時代(後3期世紀後半後半～末） 

5号住居跡 長方形 5. 2 X 4 65 土器片、須恵器片 弥生時代(後3期世後紀半後半～末） 占墳時代後士期坑に
上部から が
掘られる

6号任居跡 方形 4. 95 X 3. 5 上器片、須恵器片 弥生時代(後3期世後紀後半半～末） 占墳部時代後上期坑に
掘ヒから が

られる

7号住居跡 方形規模不明 弥生時代(後3期世紀後半後半～末） 仕居壊跡4に完全
にされる

8号住居跡 方形 5. 6 壷・甕•高杯 弥生時代(後3期世紀後半後半～末） 

1号掘建柱建物 1X2閻 5. 0メ 2.5 弥生時代(後3期世紀後後半半～末） 埋士から判断し
た

中世墓

No. 墓形態 形態 規模（長さX幅X深ざn) 出土遺物 時 期 備考

1号募 集石墓 楕円形 1 2 XO  7 X 0. 2 人骨片 室町時代 (14世紀）

2号墓 土演墓 楕円形 1 6 X 1 4 X 0. 2 山茶椀、人骨片 室町時代 (14世紀）

3号墓 渠石墓 方形 0. 8 X 0. 7 X 0. 4 骨壷、人骨片 室町時代 (14柑紀）

4号墓 集石墓 方形 11Xl2XU5 骨壷、人骨片、鉄骰品 室町時代 (14世紀）

5号墓 集石墓 楕円形 0. 9 5 X 0. 9 3 X U. 19 人骨片 室町時代 (14世紀）

6号墓 集石募 楕円形 0. 7 X O 6 6 X 0. 21 骨壷片、人骨片、山茶椀 窄町時代 (14棋紀）

7号墓 土塙墓 長方形 1. 45 X O 52 X 0. 3 人骨片 室町時代 (14世紀）

8号墓 士演墓 円形 0. 94 X 0、81XU. 21 人骨片、上師器皿 室町時代 (l4世紀） 焼L、
炭出士

9号墓 上塙墓 円形 0. 7 5 X 0. 7 5 X O 3 7 人骨片 宅町時代 (14但紀）

J_ ()廿墓 上墳墓 楕円形 2. 3 XU  8 X 0. 3 上師器皿、山茶椀、人竹片 宰町時代 (14 1-f-t紀）

関連文献|
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第 2図 大城古墳群主
要遺構配置図 (1: 2000) 
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~o. I 9 4 I追跡名 I:. -t::3 A• R i'~'. 堺（試抽） I 所在地安芸郡文甲村•郷
謁在原囚 I公共施設建設 れ業 t体寛H村 謁査機関知ll付毅育及日会

謁杏期rmIn乙1U2S.......,Jl3 謁行面積 I 2, 0 0 0 nl オl~ ~11 者本、．＇耽弘乙

遺跡の概要 主な遺構 じな逍物

北轟掘にむかってつき出た河岸段丘上の平な し な し

地で 〗りIll ~{J設tr定後lヽである。を 約20m間隔で 4rnX2rn
の試迂掘 28 し、 うち24ケ所について
試掘,i.l-1,した。

関連文献 I
No. j95j遺跡名 I六大B・大占曽遺跡 I所在地 津市大里窪田町

諏査原因 I団体麿圃場整備 事業主体南窪田上地改良区 調査機関六大B逍跡発掘調査団

調査期間 IH 2. 9. 21 "'11 9 調査面積 52 0吋 担 ¥.11者池端清行・中村光百］

遺跡の概要 主な遺構 主 な遺物

ノI‘, i B遺跡 竪穴任居 l-. 師器皿

現の大里窪田集落から； 無川にかけて 月立柱建物 羽釜
の微斜地にある遺跡で、回の調査区に 息茶椀
おいては儡遺土遺物からみて倉時代が中心 坑 滑産甕
とな闘である。 井戸 目瓦

跡 溝 2条 黒色上器椀など

標大 mの言東斜面より標高10mの水
田にかけて立 る。

古墳 ～ 時の遺跡である。
今回 田 の を行い溝 2条を

出した。時は代水丘陵 の想調遺査構については、現在検

のところ不明である。

関連文献 l
No. j96I遺跡名 Ii筐盃面成址 I所在地 津市一身田上津部田字ルノ坪943の 1他

調査原因 I県文化会館の建設 事業主体津 市t地開発公社 凋査機関 じ津部田城址発掘調査団

調査期間 III 2. 9. 1--II 3. 3. 1 0 調査面積 4.0 0 0吋 担廿者池端清行・山口 格

遺跡の概要 E な遺構 主な遺物

志登茂川と安濃川に挟まれた細長い丘陵 溝 8条 t師器皿、羽釜L、鍋、士甕、播鉢

の先端a~ 立地。 上坑 3基 山茶椀、天目茶碗、百磁、染付

（平成 調査の心上閻、う広津付に方形場部近あ状田のたで城址が立地する 小穴 5基 いずれも小片尾根に れた谷 る。） 火葬簗 1基
上塁と周溝を伴 区両を検出。建 l暑i

物跡が見られなし、 の遺構。
中央奥の区画中 火葬墓一基検出

関連文献I『ヒ津部田城址発掘調杏報告』、『伊勢ーLfl旧城跡附』、『日本城郭大系il)』、『：重の中柑城館』

No. 1971遺跡名 Iし渋ぶ見み砦跡 ！所在地 津市渋見町'¥城

凋査原因 I学術調任 市業じ体津市教育委員会 凋査機間渋見砦発掘調行しJj

淵査期間 IHllll3-H2.715調杏面積 8,000m2 担 ,111者 汽‘径康光、池端清打、米山浩之

遺跡の概要 セな遺構 じな遺物

乙部、中川>の城じで乙部兵闊落巴政が 空堀 t師器、皿多数
織田信長の伊進攻に対し、急 され井戸 鍋、羽釜、喝害土器（し帥皿）

たが、織田｛けの軍に包囲され 藤政通仕il路状遺構 m 滑産甕、担鉢
はる。自殺するとも専修サヘ人るとも伝えられ ]7上/tl堡立柱建物 戸、美青磁濃産碗 火目茶椀、揺鉢

日
度からの継続調粁で主郭北側より大 生国産時代裔杯

規空堀を検出し、じ郭東南側0)郭では 面棺
井 び通路状の遺構を検出した。

関連文献I
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No. I~8 I遺跡名 I殿村占培群 I所在地 津市殿村字井尻

調在原因 l名人保健施設建設 l・F業 t体 社会福祉法人ウェルフェア 調査機関 殿村占墳発掘調査団

涸行期間 IH 2 5. 6 ----7 1 0 I淵杏面積約 850rrl 担汁者 山口 格• 米山浩之

退 跡 0) 概 要

殿村占項群墳は長谷山の東方、安猥川右岸の棟裔30mほどの丘陵上に立地する、前方後円墳 l基を含む全 6基
からなる占群である。

今同月・は名人保健施設埴建設に伴い I• 2け墳を墓全後面調査築墳した。
l 墳からぱf月筒輪が確認され、 5 紀半の造と えられる
2印収は・辺の中央tに陸列橋中をもつ、方出形合柑状 で、 丘中考央に木棺直hのF体的を検出した。
また、弥牛時代の坑、 世塔も検 した。

占 墳 名 墳 形 規模 (rn) じ 体 部 出 t 遺物 時 期 備 考

殿村 lけ墳 前方後円墳 全闘長 28m 不 明
形円筒象珀珀輪輪"巨" 

5世紀後半 後崩壊円部の約2/qが
（）  

後径18m （人）
須恵杯器ヽ

前方部長 （蓋・甕）
llm 七師器

（ミニチュア
台付甕、裔杯）

直 I方形台状墓 一辺14m 木棺直葬 一 不明

関連文献 I

No.1991遺跡名 I清水谷遺跡 I所在地 一志郡嬉野町犬花寺赤坂他

調査原因 I 町道小山•宮古線新設工事 I 事業主体 嬉野町土木課 涸査機関 嬉野町教育委員会

凋査期間 IH 2. 6. 2 8 ..._. 11. 2 U l調査面積 5,350m2 担当者 和気清章

遺 跡 (J) 概 要 主な遺構 主 な遺物

犬花寺丘陵文頂代部に所期在す遺る遺跡であ代り、 縄文方時代】 縄

固辺より縄 時認 早 の 構・瀬弥生時跡 中中 長形の貯蔵穴であり、辺1.5 るため石時期鏃の限定は
期の遺構が確墳 されている坂馬ノ 遺 や ><40cmのものが 2基切りあって 出 、他に ・破片な
期以古降墳の占 群である 赤 占墳群在 • 片野 確認された。固辺に同様な埋上 ど れた。
池 群・馬ノ瀬占墳戦群ヽなどが所 してい である柱伴穴が 4基確認され、貯 弥
る。今回の調査地は 確前の開墾により占墳 蔵穴に うものであると推定さ 片であり、他にわず
などは上面においては 認す平ることができ れる。 か あるのみである。
なかったが、物開墾により削 された古墳群 弥生確時代】 占
ゃ縄文期域の遺 が試象掘により確認されたた 明 に掘遺弥牛時代確央に属すると考 ついては、確認され
め全区 を調査対 とした。 えられる 構は認されなかっ

濁査地はおおまかに、貯造蔵3時穴出期の遺奈古良構墳時時が代代確 たが 発 中開区期中 破部の南謁杏区 品型 ・も短の頸と考壷え•ら眼れ・る。甕
認された。縄炉文時代（ ）・ 外山林ヽ より の片が認さ

（円墳 3• 1 ・他方墳） 1 ) れた。含本来屑 墾在以前には確性弥生時 である。埴輪は V期に属且するも
（掘立柱建 • 上坑 代の包 の 存 の 可 能 が あ のであるが、明瞭に B コハ

る。 ケが残 るものと、 ヨコ

占墳占時墳(代時12 】
ハケが存欠鉾落すするものの に分

代の遺構としては かれる。 は全長32cm のも
3基 -16m)程度周の周内溝円に項埴で のである。
ある。その散内2甚は 溝

輪0)小遺須物片恵が 在して確器認椀された。
他甕の として士師 . s字方

・ 器・鉾などである。
墳は規模基については不明である
もう 1 の方墳はくびれを有有す
るものであり、造推定り出しを す
る方墳であると される。

関連文献 I
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：喜l亨王!:!~::: I~~! 三王：門］三『三~~::
中村川左岸の河岸段丘上に位醤する遺跡 一辺約30mX14mで区画され

である。固辺の遺跡としては、釜生田遺跡 た方形の区画溝とその区画内で
井之廣遺跡・東野遺跡・犬白遺跡などがあ 確認された、柱穴群である。こ
る。これらの遺跡らは中世が遺跡の中心的 れら区画内の柱穴ぱ一辺40cmの
な時期を小すものであるが、下層の遺跡よ ものと径20cm程度のものの 2群
り縄文時代早期に属する時期の竪穴式住居 があるが、明確な建物には柱穴
～後期までの遺構・遺物が確認されている。のみではまとまらない。
こうしたことから今回の調査地についても この区画内は他の遺構として
引含続き縄文時代の遺構・遺物が確認され は、土坑などがある。
たが、今加］の調杏区においては、中世を主体 区画溝は南西部の溝において
とする宅地割と考えられる遺構か確認され は約 2.0m幅で平行に流れる溝
た。 により構成される。

関連文献

この区画帯から南西部にやや
内湾しながら幅60cmの溝か 2条
平行して流れる。これら溝によ
り画される部分は幅 1.5 m程度
である。これらを含めた調査区
南部では遺構密度はやや低くな
る領向であるが、中世以外の遣
構なども確認された。占墳時代
後期（竪穴式住居 2棟）縄文時
代後期（集石±坑 6基）鎌倉時
代（井戸 l基）江戸時代（井戸
1基）時期不明（集石方形土坑
l基）であり、江戸時代の井戸
は掘り方部内遺物と井戸底内の
遺物にやや時期差があり、基本
的な井戸の形態などからは鎌倉
期の井戸と同様の形態をポすも
のであり、江戸期に再利用の口J
能性も残す。

中世に属する遺物】
伊勢型鍋• 口縁部が屈曲し立

ち上がるものであり体部はや
や扁平な球体を里するもので
あり、外面は粗しヽハケによる。
土師皿• 口径lUcm未満の薄手

での皿である。 n緑部はやや内
湾する全体にナデによる調整が
施されるが底部調整は甘く、凹
凸か残る。

各溝遺構より相奸数の鍋破片
が大星に出士．した。
古代～中世遺物】
無贔台の黒色t器A類

占墳時代】
杯・慕類 (G世紀末）

縄文時代】
中期末～後期に属すると考え

られる追物である。

No. 101 遺跡名野田遺跡 所在地一志郡嬉野町大字野田

調査原因宅地造成 事業主体 ヒ禅林材株式会社 調査機関嬉野町教育役員会

調査期間 H3. 3.10....., 調査面積 1,4 0 0吋 担 ,1,1者和気清章

遺跡の概要 じな遺構 t な遺物

中村川右作における低湿地の遺跡である。自然流水路】 縄文時代】
周辺には西山古瑣など遺跡か所在する地 幅30rn・ 深さ lm I条の凸術を付する破片てあ

栴であるが、現状にお lヽ ては周辺の追跡の状 溝 2条】 り。凸帯部には貝殻による施紋
況につしヽては不明である。 幅5L'cm・深さ;:$0cm が施される。

今回の調査区にわいては、縄文時代晩期 幅 1m・ 深さ'.3Ucm 石鏃
～巾世（鎌臼後期）にかけての流水路が確 その他】 占墳時代】
認された流水路の幅約30mである。 40cm程度の杜穴 須恵器・杯盈など

現在調査中のため群細につい t師器

関連文献 I

ては不明である。 奈良時代】
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No. I 102 I遺跡名 I天白遺跡 I所在地 一志郡嬉野町大字釜生田

調査原因 工場建設 事業主体 正田醤油株式会社 調査機関 嬉野町教育委員会

調査期間 H 2. 5. 20 調査面積 9 6 m2 担当者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

部中村川右岸部は縄に位文置時代する遺跡であ布り、 周 現代流水路 流水路中より大理石タイル
辺 において の遺物の散が知
られてしヽ る。
幅 2mのトレンチを十字に設定を行ない

謁杏屑路は位確がを行確認はなった。基本的に砂が主時体代であり、現遺代構の
流 認され、縄文 に属する 遺

物確臼 されなかった。
犬 遺跡の中心は、西に広がるところで

段丘になることからその部分が遺跡の中心
であると考えられる。

関連文献

No. I 103 I遺跡名 I小村遺跡 I所在地 一志郡嬉野町大字小村

調査原因 町道小村線改良[事 市業主体 嬉野町t木課 調杏機関 始野町教育委員会

調杏期間 H2.1115.....,1116 調査面積 1 9 2 mi 担＼竹者 和気清章

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 t な遺物

ご雲町と接部する低地部に所す在する遺跡で 確認されなかったが、流水路 古墳時塑代】
ある。尚辺 におしヽてぱわ かに遺、現跡段の分階 等のrl}能性は残る。 椀小 器台
布か認められている地帯であるが

にわいては詳遣細跡守数はp不O)j) 明である。しかし、{E三 壷古底墳郭時代中期に属するもので虞町跡中の庄 ように低湿地に所す
る遺が本来多 在するものであると考 ある。
えられる。
今定回の調杏は 4mX4mの試掘坑を12か

所遺設 し調査を行なった。
構につしヽては確認されなかったが古墳

時代り遺物己含層は明瞭に確認することが
で苔た。

こうしたことか広ら現在の集落を含めた地
域に広く遺跡が がるものであると推定さ
れる。

遺構につtヽ ては不明瞭であるため、今回
は盛 ~LT事であるため［事実施とした。

関連文献

No. I 104 j遺跡名 I針箱遺跡 I所在地 一志郡嬉野町大字中川字針箱

調否原因 民間アパ・ート建設 市業t体 大成建設 調査機関 嬉野町教育投貝会

調査期間 H 2. l 0. 5 調杏面積 6 4 m~ 担当者 和気清章

遺 跡 0) 概 要 主な遣構 :t な遺物

中村川右文岸県道時の低妍代地部に所後利先期線作す建る追跡であ
確忍されなかつた。 確認されなかつた。

り、かって 野・飯 設['jiによ
る調査で縄 巾期～ にかけての追
構・遺物が確分認された。 謁査の北約 3()0
m離れた部遺 の遺淵物杏であったが今回調査に
おしヽ ては 構• は確認することが出来
なかった。

こうしたことから、針箱遺跡は狭tヽ 範囲
で島状に形成された遺跡であると考えられ
る。
店本的府位は耕竹：tドに、わずかにシル

卜府が形成岡跡され、 そのド北部は粗砂が広かる，」
こ新うした 位ぱ様本追跡の 内に位附する、
新川遠と同てある()

閲迎文献 fu r 重県即蔵文化財什報平成Jじ年度 l
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No. I 105 I遺跡名 I南浦遺跡 I所在地 一志郡糾野町大字中川字•南浦

調査原因 l南浦上地区画整理 I事業主体 南浦土地区画整理組合 調杏機関 嬉野町教育及且会

調査期間 IH :J. 3. 26 I調査面積 1 2 0 mi 担 ,[j者 和気盾改

遺 跡 の 概 要 主な遺構 t な遺物

中村川右岸に位部骰し、現況においては竹 溝• 上坑•竪穴式仕居 弥'L:上器片
林である。周辺 において下之庄東方遺且跡 わ在』丁•中世 L器
が存在することから遺跡の広がりの可能遺

があるために胃試掘予調査を行なったが、
・遺物積 ともに された。
堆定 層は腐壌 下に黒ボク・黄褐色上の

安 した土 が認めることができるもので
ある。

跡今後の凋査において、下之庄検東討方遺跡の
遺の広がりについては、再度 する必
要性がある。

関連文献 I
No. I 106 I遺跡名 I下之庄東方遺跡 I所在地 一志郡嬉野町大字下之庄

調査原因 I牛乳試験場建設 I事業主体 三重県酪農連合会 調査機関 嬉野町教育委員会

調査期間 jH 2.11 5 ...., 11 22 I調査面積 3 0 0 m2 担~ 者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

る遺巾跡村川で右あ岸りに新おける跡河岸と段話野の丘境廃上に位位歴置置す 占墳,....._./時¥代】 占墳時恵代器 】
竪 式住居ど等• 一辺 3m方形で 須 ・杯蓋•高杯

時る•代。竪災周を辺中には、婿野遺廃出跡遺寺•上 界寺等にの す史 鎌あ？り、かま は伴わない。

鎌常倉山上滑師時茶器代碗甕心とした が所 る。 時代溝 】
回の調査棟区等において 6 条• 上坑 に がこの時幅5期0cのm主をしめ
式住居 2 が確認された。 るものであり、 程度で東

西に蛇行するものである。 瓦

関連文献 I三重県教育委員会『下之庄東方遺跡概報 I・ll』

No. I 101 I遺跡名 I下之庄遺跡 I所在地 一志郡嬉野町大字下之庄

調査原因 I自治会公開所建設 I事業主体 下之庄自治会 調査機関 嬉野町教育委員会

調査期間 IH 2.11 29 l調査面積 3 2 m2 担廿者 和気清章

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

昭和E3年に域県営圃場整部備で事業に伴う形で な し 染め付け等
調査された地の周辺 ある

4mX4mの試掘坑坑を 2か所゚ 設定を行な
ったが、今認回の試掘 においては遺構につ
いては確 されなかったが、遺物について
は近代～現代にかけての陶磁器が確認され
た。

関連文献

No. I 108 I遺跡名 I上尾士遺跡群 I所在地 一志郡嬉野町大字滝之川

濶査原因 Iゴルフ場建設 I事業主体 三栄開発 調査機関 嬉野町教育委貝会

調査期間uI H 3. 2. 17 ......, l調査面積 3 0 0 m2 担竹者 和気清章

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

中遺村跡illん岸の丘陵• 及び谷地筋余下良段がIC形時成代水され
溝、上坑等

奈良須勢時恵時帥代代器朋器皿材鍋】】
る 群であり。丘陵窯跡ヒには の瓦
窯跡が存在し、その 群の の田地

鎌⑰
においては、中枇の遺物散布 平成 2年
度の分各布調査において確認されたことより、 土
今同は 水設定田地に対して直行する形でのト
レンチの を行ない調査を行つた。工今房回の
凋査地においては広、窯跡群に関する 遺

構および灰m地原屑帯0) かりを主に確遺誌構本行なっ
たが確、水認 におtヽ ては今関連 につい
てば することができず後の調査に
おいて、総合的な検討を有する。

関連文献I
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No. I 1 og I遺跡叫権現前遺跡 I所在地 一志郡嬉野町大字権現前

調査原因 Iふるさと館建設 I'jl業主体嬉野町企画課 調杏機関娼野町教育委員会

調査期間 IH 3. 2 12 - 2 1 s I調杏面積 11 2吋 担当者和気清章

遺跡の概要 上な遺構 t な遺物

県道松阪久居線の西に位腐する山林部でなし 条痕紋系上器
ある。 体部はやや粗い条痕紋が施され

周辺部にはミッコベ占墳や裔くね遺跡等 るものである

の一帯に弥牛 の遺 見られたと
が所在する地応あり 一已史等にはこ

されているが 回の蜘試掘枚 おいては、

遺構は確認されなかった。
しかし試掘坑一部には多痕紋系士器が試

掘坑の層間において確認されたが遺構につ
いては確認されなかつた。固辺地域の堆積
層においては黒ボクの下層に黄褐色上が形

成されているのにi して今回の調査地にお
いては黒ボクの欠 が認められることから、
開墾等により遺構 が削平されたものであ
ると考えられる。

関連又献 I
No. I no I遺跡名I'賛危ぶ悩（コ匁麟） I所在地 一志郡一志町八太字中野

調査原因 I団体営圃場整備事業I事業主体一志町環境改善課 調査機関 一志町教育委員会

調査期間 IH 2. 11 l 9 ....., l 2. 7 l調査面積約 20 0吋 担当者伊勢野久好

遺跡の概要 主な遺構 主な建物

定前範年囲度約に、部土30分範端を,0部確的囲00確保付にm'認近本すは謁の調る全査狭査の域少すはを、実戌施~し,口、ぢ寺I 跡~~推 中世 •柱区穴画溝 3 土師器、 山茶椀、 土錘等しかし な血範上囲沐の↑たuめ1~に0 

多量な鎌数盛度区少部倉の量は土分寺時柱をで す 困難との見地か
ら今年 本調査することとなつた。
調査 の西端付近にあたる。調査の
果、 とみ れる方形に巡る溝 3

結，，，と少 月穴が検出ら されたにとどまり、

禾遺物も あった。また古瓦の出土も全
くみられないことから寺域は調査区まで及
ばなしヽ らしし'o

関連文献 I
No. I iu I 遺跡名 I ヒジリ谷•薬師谷古墳群 l所在地 一志郡一志町小山・八太

凋査原因 Iゴルフ場造成 1事業主体丸二聡 調査機関一志町教育委員会

調査期間 I甘Fr翡：：：：H 2.5.31 I調査面積 3,2 0 0吋以上 担当者伊勢野久好

遺 跡の概要

薬師谷占墳群
前年度からの一部中断を含む継続調査、延長 160m、幅20m弱の狭長な尾根上に占墳 7基（新発見 4基を含

む）が、また谷筋には石切場跡（採石場、加工場等）が築かれている。このうち古墳群についてはすべて横穴
式石径であり、 2-3甚がひとつのグループをなすかの様に偏在している。

1 闘は、天井部が残月好な右片紬の横穴式石室で袖側の側壁にのみ持ち送りが認められる。桓石を境と
して 床面が約20cm程 部より低くなることから、竪穴系横口式石室の影帯を受けた石室とみられ、雲出
川流 は初見となろう 期は出土須恵器から 6世紀中葉に比定される。

古墳名墳 形規模 (m) 主体部出土遺物時 期備 考

楳師谷 1号墳不整円形 直径約10m 横穴式石室 須 恵 器 杯 身 6 C中 閉塞石完存
（旧称15号墳） 玄室幅 13 ....., 土師器短頸壷

11 m ガラス玉約40点
長さ 2.7 m 耳環
羨道幅 07 m 骨片

長 2.5m 

同 2号墳 不整円形 直径約10m 横穴式石室 調査中
（新発見）

関連文献 I
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No. I 112 I遺跡名 l高寺遺跡 I所在地 一志郡一志町高野字高寺

調査原因 l県道→志出家線攻良刀算 事業主体 久居土木事務所 調査機関 一志町教育委員会

調査期間 IH 2. 7. 9 ......, 11 1 0 調査面積 約 l,000m2 担当者 伊勢野久好

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

慨飩寺遺跡は、 雲出川合昴張フ道右利遺部分岸石跡のの河岸降段-丘fr上に
縄文合晩口期甕棺 l 縄弥文後生土・器晩期位し て お 著りナイ 器以 現 ま

でつながる 名ヽな複 である。
古墳掘時立代柱建物 l 

土器
ここを南北に走る 拡張工事が実施 中期 Clll-N)

されることになり拡 と既設道路下の
奈良竪穴時代住居 5 

石古余鏃墳t須良古土師、時時師恵瓦器代代石器器刀（（ （ 、石包T
調査を行った。

この遣う物ち包、拡含張部が分残につ特風各奈い良招て時筆代は時すと表代べのみ遺を士きら物下れ中はに

土拡 裔杯・壷• 甕）
な 層り、 が

良出好土したほかその直下では 心 杯杯 • 皿 ） 

とする遺部構が検柱;穴9 出された。 、
・甕）

丘北端の 内より、 る
段銅板が丸めて されていたことである。 風招

当遺跡内に 寺廃寺が近接しており、
その寺跡との が注目される。

関連文献 I吉村利男「原始・占代の一志町」『一志町史」

No. I 113 I遺跡名竹f盈凸和月 I所在地 松阪巾立野町［」南戸

調査原因 I団地造成 事業主体 倉口建設 調査機関 松阪市教育委員会

調査期間 IH 2. 4. 25 ...._. 7. 3 調査面積 4 0 0 m2 担当者 福田昭

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

主体筒埴部輪は盗列掘17本によってなし。 須？破日恵器片（） 齢杯•子持台付有蓋壷
円 確認葺石があ

る。 土 （短頸壷）
象円 輪片 •朝顔形円筒埴輪・形

並ん紀で後い半た。カ その他葺石も見つかっている
5世）。

関連文献 I
ふ I 114 I遺跡名 lか涌は早や崎ざ遺き几 l所在地 松阪市大津町湧早崎

調査原因 I宅地造成 事業主体 三重エステート 調査機関 松阪市教育委員会

調期間IH 2.10. 1 
査 H3. 116-119 調査面積 2 5 0 m2 担当者 福田昭

遺 跡 の 概 要 じな遺構 主な遺物

以前、 弥市生時代載中期の遺調り物杏試掘がし発結年見が溝果度さ、へれ1遺 住溝i居坑跡 l 条
把杯手付杯水差• 須恵器） 

跡として史にってお の 条仕 （ 、 蓋、高杯など
居跡見つかった。一部杏た など
• 土坑もが見つかり詳細な調杏は次 送
ることにした。

関連文献 I松阪市史第 2巻史料篇考古
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ふ. I us 遺跡名松阪城跡

調査原因学術調査 事業主体

調査期間 H 2. 8. 9 ---~s. i 5 調杏面積

遺跡の概要
~〗三亨外：・ロ田遺尚史

松阪城は、犬正i6年 (1588)浦生氏郷の
築城になる平山城である。北東を大手、南
東を据手とし、本丸、二の丸、三の丸、出
丸等よりなる。本丸、二の丸には高い石垣
が築かれ、現在も威厳を誇っている。三の
丸の固囲には、上居と水掘を巡らせていた
が、水掘は明治初期に埋められ、現在では
神道川等にその名残をとどめているにすぎ
なしヽ。

今年度の第 2次調査は、本丸にあった上
水直0)配水池の撤去に伴い、池跡及びその
周辺について実施することとなった。この
場所は、 叫E保の絵図”に描かれている兵
部屋敷が建てられていた区域である。兵部
屋敷は三代目の城じ・占田屯勝によって建
てりれたとされて tヽる。

しかし、配水池は遺構面よりもさらに 1.4
m深く掘りこまれており、遺構及び遺物ぱ
全く検出することができなかった。謁行は
池の固辺を中心に行った。

0石垣
•敵見ー西側多聞一
北側多聞の三方内側
全長約74m
高さ 1.6 m 

O溝
• 西多聞の石垣に沿う石組排水
溝（北側多聞下ぱ賠粗となり
石垣を貫く）
•屋敷南方に数条の痕跡あり
O礎伍
•北側多聞
(10間分検出）

• 兵部屋敷（主屋か）
0 その他
•北側多聞にポる石積階段
• 石畳（一部）

• 二重県指定史跡松阪城跡発掘調査概報 IC」990.3) 
• 恒J概報Il(1991.3) 

関連文献 I. 松阪殿町～伝統的建造物群保存計画策定調杏報告書～
• 松阪市史第 6巻史料篇文化財
•松阪市史 別巻 l 松阪地図集成

O瓦
• 一部に金箔が残る鬼瓦や軒平
瓦

・文字や刻印のある瓦
• 上のう袋 500余の瓦
0 -t. 器
• 上師器の灯明皿
• 天目茶椀
0 釘

~ □胃已77吋

所在地 飯南郡飯高町宮前字川ノ上

飯高町役場西方約 600mffii田川左岸の段 Iな し
丘上に位置する。地目はほとんどが茶隅、
他は山林、荒地。

周知の遺跡ではないが分布調査に tり、
石鏃、剥片、上師器片等微量を確認。川沿
しヽにJt6カ所の試掘区を設定し、凋査をし
た。

こ0)うち 5カ所では耕作土層下に砂礫層
があり、遺構、遺物は全く認められなかっ
た。残る］力所では耕作t層下部からその
ードの砂質土にかけて象rJ片少量を比較的集中
して確認したため、周囲に拡張調査をした。
その結果、押型文土器（神宮寺式）微量、
剥片少蟻を散点的に認めたが、遺構は確認
で合なかった。

関連文献 I

調査機関 飯裔町教育委員会

担％者奥 義次

主な遺構 主 な 遺 物

縄文早期
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押塑文土器
（神宮寺式）
剥片少量



No. I 117 I遺跡名且簡古墳群 I所在地 多気郡多気町河田

調査原因 r土砂採取のため I事業主体 （筍鈴木建材 凋行機関 多気町教育役U会

謁査期間 IH 2. 7. 2 ....... 8. 31 l調査面積 1 0 0 m~ 捐‘り者 中甲 守・ n尻 健

遺 跡 の 概 要

河田次占墳第群は、 かつて1今基約遣0体支でを0群 100基群以10上の古培を数える一大群集。そ2墳今の遺回で体1年あEを支目っ同群でた方がも向6、号にI:昭砂墳直採和を列4取調に8年度以降 士砂採取のため に姿を消画し、 ！よ 2支 数基を残すのみとなった のために消調滅するこ

とになり、 2年I百結計葬 で6 発掘調杏する体4こ5のとmがにのなっ木しり棺、！を今し使年た用度成し人は、 杏埋葬した。 杏の結出果主体は で直径 8 していた。 t 
した部歯の鑑木定棺の 果、 1 はm30、歳長前さ後約の り 成 であることがわかった。

占 墳 名 墳 形 規模 (m) 主 体 部 出上遺物 時 期 備 考

E支群 6号墳 円 墳 直径約l5m 掘 り 横方は縦約 5 上師器椀 7世紀初頭 未盗掘
m、約2rn、

魯須杯白恵身器杯（麻蓋杯、

深さ約葬2 木直さmをた2約棺径遺直同て木体方約4の列. 5 

、、俵
棺直 。 鉄製刀E子〗、大きさは

玉、這旦0.8 m長
m遺体は 玉、めのう
分で、頭 玉、人骨

埋向葬に。向け

関連文献 I河田古墳群発掘調査報告 l、Ill

No. I us I遺跡名竹午厖A遺跡 l所在地 明和町大字池村字戸峯

調査原因 I残t置き I事業主体 侑大橋淡水魚養殖場 調査機関 明和町教育委員会

調査期間 IH 2. 6. 2 5 ----H 3. 2. 21 I調査面積 7, 0 0 0 m2 担当者 中野敦夫

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

調陵査北張調月地査側、りは、央部県斜い道面にる戸烏にあ羽標置古•松墳高す4群阪る2 線南方、 玉城 ~土翡器尻m 焼成坑 75甚
土師器杯（皿、 椀甑、 甕杯、鍋、 カマ

丘 る mの丘陵 4基
須井ド戸、息器枠、、（ 鉢杯曲物、、 壷、） 高 ） 北へ 中出す 位峯 。南は、か昨年ら 住居 12 

からして がある。 14 

6 事結れ果業、地事、に16カ所の試掘遺坑を設定し 5 土馬
調査した 13カ所において 構・遺物
が確認さ 業地を全面調査することに
した。
検調査の結果、奈良時不代の土器焼形成坑を75

基施出し、いままで明であった態• 構
得造や 設などを検討する上で多くの資料を

た。

関連文献 I
No. I 119 I遺跡名 I戸峯占墳群 I所在地 明和町大字池村字戸峯

調査原因 I山上採取 I事業主体 国庫補助事業 調査機関 明和町教育委員会

調査期間 IH 23.. 5.11---6. 2 
H 2.26 ,.._ 3.2 8 I調査面積 5 0 0 mi 担当者 中野敦夫

遺 跡 の 概 要 じな遺構 主な遺物

謁陵査北束累の主体地側池最終巾村部は集年、央を県部落度道のに1こ鳥羽 • 松。贔に4阪位本2年線買m 南方、 ビ城

上器焼成拡 14埜 弥生上器片
丘 ある標 の丘陵にあ t竪坑穴任居 3l 戸 須t師恵器器各（杯器種）多
り業、 北東端 し、 3ケ年
事墳 あたる 度は、 9号 溝 l 土馬

の と年の調査で排上を脱
いた に、奈凋良査時代昨の遺構排が広がること

が!確 れたため、重機で Lおよび表t
を 去し調査した。

出した主な遺構坑新ば、 溝竪古穴墳I 住居 3戸、 I. 
器墳検 成坑14周甚1ず0溝、れ号墳とも1→ : I、 があ溝り、 6けの西側の たに の固 2基を

出した。 は良方墳時号代墳、Ii中削号墳平央は円墳であるが、し、 奈 に されたと

考えられる。抜また1らJ'5取、ll の から石材
が2個と石の 室り跡があり、主考体え部は
0. 65 X 1 5 mの であったと られ
る。
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占 瑣 名 墳 形 規模 (m) じ 体 部 出 上遺物 時 期 備 考， 号 墳 円 墳 16Xl8 木棺直葬 2 鉄恵器刀、 鉄鏃、 須 6 C 後
、L師器

10 号 墳 方 墳 10X 8以t 墳丘削平

11 号 墳 円 墳 5 X 5 小石室 1 I/ 

関連文献 I
No. I 120 I遺跡名 I紐祉比i跡 IK地点） I所在地 度会郡小俣町本町 1122、 l」22-1

調査原因 I住宅地開発 事業主体 株式会社丸八 調査機関 小俣町教育委員会

調査期間 IH 3. 1 1 0 ...._, t l 7 凋査面積 l,920m~ 担当者御村精治•山崎富三郎

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

潰跡は、宮川下流左岸弥の洪積代本台地東の良縁部 た（遺）構検出は、 ID層上面で行つ 弥土生土器

に温立遺地跡翌し 近隣一帯存は 生時 以遺降跡 好が連ヽ 続して 在する。 もその
方掘1:形塙立周柱、溝溝建等墓物

須師恵器器

ある。

の現乱況は、公園であり、公國の造成出た
による攪 がかなりの影範響囲で認められ、
上遺物量や遺構検出に を及ぽしてい 。

関連文献l
No. I 121 I 遺跡名 I 細尻•東沢遺跡（試掘） I所在地 度会郡玉城町大字世古字細尻ほか

調査原因 I店舗造成 事業主体 調査機関 玉城町教育委員会

調査期間 jHJ  2. 9......, ど.11 調査面積 1 6 0 m2 担当者 大西素行・中西正典

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主 な遺物

造成計画地内試のの掘試水掘田調全域に上師器が散布 上坑 2 上師器、天目茶椀
していたため、 査坑を実施所。 溝

計上画地溝内北を辺 2箇 で室町時代
の坑、 確認した。

関連文献l
No. 1 122 I遺跡名『朽悶砕遺跡 I所在地 度会郡度会町葛原字上ノ垣外

調査原因 I区画整理 事業主体 度会町 調査機関 度会町遺跡調査会

調査期間 IH 2. 4. 16 ......, 1 0 16 調査面積 約 4.0 0 0 m2 担当者 御村精治

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

宮腿占川中流の左岸｛跡氏ら（積町位の段極最部的分東丘北ににも部広開が墾）に位置す
ナイフ形石器

る代高18mほどの る り有舌尖頭器
のはじめか ・ を 型文土器

うけた地域で、遺 かなり佃削発平を 高山寺式）
うけている。

トロ ト島土ロ台器石器式
時期は縄文虹時代早期後葉～未槃 条痕文

縄闘文 後～期中世末

鵜ケ

茅山請ド層式
たた

配環状石集t琺石(1) 平磨多占式安数製時i:師代器前期後半の上師器など遺構(1)

など

関連文献 I
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三~,~;三□？こ□~~==「三委員会
五卜鈴川旅川右岸標高14m前後の独立丘陵の北に張り出す原部に立地。眼下には標高 0.4mの沖積地が広が

る。これまで、対岸の二見地区の丘陵には多くの占墳（横穴式石室）や中世城館が分布していたが、右岸本地
域固辺地は空白地であった。分布調査の結果20数基の占墳推定地を確認し、試掘調査の結果 4基の占墳を確認
するに全った。

1け墳で検出した埋葬施設は 6基の木棺直葬がある。いずれも割竹形木棺を埋葬したもので両木口は黄灰色
粘上で覆う特色がある。なかには両木口を石材と粘上で覆うものや、棺底に間隔をあけて石材を閥＜例もある。
埋葬順序は、今後の整理検討を要するが概ね6世紀前半頃の時期が想定される。

2号墳は、 1号墳の南東下で検出した楕円形を呈する墳丘をもつ。埋葬施設は横穴式木室で規模ぱ

長 4 3>17~前後I=I前後さI長 3前後さ『 道~~ 『~8-1さ h4:::『い~~後

となる。玄室内墓塙の周陸にそって幅20cm前後の溝を全固させ、そこに木材を立てて木室を構築したも 0)と推
定され、一部炭化材が残っていました。しかし玄門部の構造は特定しがた＜閉塞施設は不明。玄室内はほぼ全
面に礫が敷かれるが、等間隔で幅l恥m、長さ 1.1 m前後の礫が敷かれない部分が 3ケ所あり、根太木や棺台な
どの痕跡とも推定される。木室内は火化されており木材の一部、上器も二次焼成を受けていた。概ね 7世紀巾
～後半頃の時期が推定される。残りの 3基については平成 3年度調査予定。

：河墳 1号:I:方後円=1~tr1==7==~=1i:;i~:i 『：世紀前塁
．刀子、各 l。
鉄鏃約5U本

B棺 I須恵器壷・杯蓋
•台付長頸三連
壷、各 l。直刀
2、鉄鏃約80本
須恵器杯蓋・杯
身•有蓋高杯・
同蓋・小型壷、
刀子、各 l。鉄
鏃 5本

前方部長さ 第 l主体A棺刀子 l
7 2 同 B棺刀子 l

”幅詑 第 I主体部 滑石製臼玉 8、
後円部比高 碧玉製管玉1_2、

1. 2 伯刀 2、刀+s
鉄鏃約30本、須
恵器杯身 l、杯
蓋 l
直刀 l、鉄鏃5、I7世紀中～
金環l、須恵器盆 後半
杯・短頸壷•同
盆・壷• 平瓶・
鉢•腺など約80
点

期 I備 考

同

第 l主休祁

昼河 2号墳I楕円形 8〉くi3 横穴式木室

A•B 棺は棺直
上に須恵器蓋杯
• 高杯.t師器

甕を割って撤＜
？ 

関連文献
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No. 125 遺跡名
こんとうしょうじほうむりとうぐもんじどう金剛証寺本堂•法務•求聞 所在地伊勢市朝熊町 548

調査原因頷l証寺本堂保存修理事業 事業主体宗 教法人金剛證寺 凋査機関 伊勢市教育委員会

調査期間 H3. 2.13 ....... 3. 末 調査面積 80 0而 担 当 者 岩 中 淳 之

遣跡の概要 主な潰構 主な遺物

国指定重文である金剛証寺本堂は慶長14 0現本堂 ・近世陶磁器
年、姫路城主池田輝政の造営により建立さ ・配石配水溝 ・近世七師器（鍋•皿• 小皿）
れ、以降数度の補修・改築がなされ「桁行 0慶長13年焼失前身建物 ・渡来銭（開元通宝、紹聖元宝
7間・梁間 6間の一重寄棟造・向拝三間の . 7間X6間?(8尺..._.l0尺の 里宋通宅、淳祐元宝、祥符通
桧皮葺の構造である。 柱間）の可能性のある礎石、礎 宝、大観通宝など）

今回、解体保存修理事業に伴う地盤改良 石抜糾取り痕跡 • ][-4---5期併行の山皿、山
に先立ち発掘調査を実施した。その目的は ．甚壇、縁石、雨落ち配石溝 茶椀、 t帥器皿、小皿
①現本堂礎石・床束石•基壇の測量②慶 0 下層遺構 ・釘（中世？～近世）
恥 3年焼失前身建物の確認 ③その他下層 . 3間X3間？の建物の礎伍、 ・刀f
遺構の確認であった6 礎石抜含取り痕跡 ・金銅製仏金具• 石硯

3月中旬の調査結果では ・焼失基壇、縁石、配石溝
①現本堂に伴う鎮壇具は未検出 O法務寮
②慶長13年焼失前身建物は 7間X6間( . 前身建物の礎石、礎石抜糾取
8 尺 ---10尺の柱間）の可能性のある礎石• り痕跡、配伍溝
礎石抜含取り痕跡及び基墳・縁石• 雨落ち 0求聞持堂
配伍溝などの検出。 • 前身建物等'ff曽遺構なし
③ ト屑遺構は13世紀前後の焼t面が確認さ
れ 3間X3間の可能性がある護摩常建物を
検出

その他、天明 8年建立の法務寮、寛政
9年建立の求聞持堂の前身建物等の下層遺
構の検出を行なった。

関連文献

~- 126 遺跡名 西光抒窯跡

凋行原因 塞地区画整理に伴う調査 事業主体

調査期間 H乙7.17 ........ 7. 27 調査面積

遺跡の概要

茶のi易が盛んとなった桃山時代、阿山町
の槙山や丸柱では、個性の強い伊賀焼の茶
陶が焼かれたとされ、西光寺本堂裏の墓地
からは、昭和い年に水指しや花人れの陶片
が採集されており、窯跡の存在を窺わせる
ものであった。調査の結果、窯体床部分の
1部が検出されたが、窯体のはとんどは、江
戸期の募地造成により破壊されたと考えら
れ、その詳細な窯構造を知ることがでさな
かった。しかし、窯道具の＂馬のつめ"が
多数出土していることから、東面する丘陵
斜面を利用して築かれた筈窯形式の窯であ
ったと推測される。
出七した水指しや花入れの陶片には、ヘ

ラ描きやスタンプ状む紋様が施される。ま
た、摺鉢の破片は、．いずれも無釉でスリ目
が密に施され、信楽窯編年の16世紀末から
l7但紀初頭に比よされると考えられる。
n戸時代に淋かれた『ご国地、占』には、

伊賀国領じ筒井‘走次が焼かせたとしヽう「柏
山窯」の記載かあり、それとの関係が注u
される。

所在地 刷山郡刷山町槙山字門出

西光寺境内墓地改修委員会調査機関 阿山町教育委員会

約 20 0 nl 担当者仁保晋作• 藤井尚登

主な遺構 主 な遺物

長さ約 t5 m、幅 1.8 mの窯伊賀焼の水指し、花入れ灰釉
体床部、灰原 四耳壷、鉢、揺鉢⑪波片、祝道具

の＂馬のつめ”陶板、焼台など

三ー文献 ji羞陶尉腐胴賢、｀誓』、 1悶旦州贔闊嘉汀t~溢晶尺亙［嗜い□三中木屋睛ー『fI 
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No. I立7I遺跡名 l久米山占墳群 (39号ボ、 48ヤ｝培） 1所在地 上野市守田町字奨北谷地内

調査原因 I宅地造成 I事業主体株式会社加藤産業 凋査機関 ヒ野市遺跡調査会

調査期間 In訊 11---7. 3 0 I調査面積 4 0 0 m~ 担叶者 山岡 裕

遺 跡 の 概 要

久米回既でる現。の山に過状調天占保墳去杏井群は、 上野建市街地の宅南方地、標造裔約 200mの久墳米山丘陵に所在分掘するおよそ60基の占墳から形成され
てい 、存名阪壁国悶道盟 設、住 団 成のため、占） の発掘調査、 布調調査が行われ、さらに今回、事業
地 が不 とされた 2 (No.39、No.48 について緊 査を行った。

で、 39 構の時はよ成期竪直る穴破径はし式石基室をもつ円墳で、 48 墳は自然急地発形であることが 認されたが、 この39号
墳塁も 石や盗東 を ていた石は無く、南北考側璧けを構成している石も 1-2確段石が禎まれているのみ
であることか、 に 壊を受けているものと えられる
沿け墳の規模築らは、掘墳丘 約Jlm、遺物麻さ器約種12 mの円墳で紀、南前北半には届根を切るように三日月状の）甜溝が

検出された。 造された 、出七 の 形態から 6世 頃と思われる。

占 墳 名 墳 形 規模 (m) 主 体 部 出 土遺物 時 期 備 考

久米山 39号墳 円 直扁径約約ilm 東竪穴:西式方石向室le. I基 石室恵内より
• •状天南北の周IC石溝や三側あ日月咽りさ l加 須 器杯盟身 6世紀前半

短長 約2.1 m 
を井構成していU. 9 m 

高約さ1m （深(推さ定） ） 

石贔室外墳丘上よ

た石が一部無
tヽ ことから破、
壊盗掘をによる

り 受けてい

須恵器杯杯蓋身 6世紀前半 ると思われる

土師器片

関連文献 I
ふ. I 12s I遺跡名化も『牡置跡 I所在地 上野市大谷字北門

調査原因 I宅地造成事業 I事業主体 個人 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IH 2. b. 20 --8. 30 I調査面積 7 0 0 m2 担当者 豊岡 勇

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

柘植川右岸の標高約 147mの河岸段丘上

奈平鎌鎌古溜良倉墳安倉め時時時時跡時代代代代代）前のののの3溝掘掘掘基期の立立,rl溝柱柱柱条建建建1• 物物物井条跡戸跡跡跡327棟棟棟（ 水

台須付恵壷杯器、身椀焉杯に位置し、現況は田である。
黒色器士
瓦器椀•皿
青白磁椀
瓦質土器鍋

関連文献 l
No. I 129 I遺跡名I西明寺遺跡 I所在地 上野市西明寺 3208番地

調査原因 I工場建設 I事業主体 片山鉄工株式会社 調査機関 上野市遺跡調査会

調査期間 IH 2. 7. 11 ......., 7. 2 0 I調査面積 約40 0 m2 担当者 前川依久雄

遺 跡 の 概 要 t な遺構 tこな遺物

巾業地が、 国史跡伊賀国分寺跡試認の（掘総西涸延杏隣拡接長を6 
穴 (pi t)、小溝 須L師恵器片片

地にあたるため、約 4mX4mの
黒色器k器片片ケ所と 幅 15mのトレンチ 6

20() m、)を掘削し、遺跡の範囲本確 布目瓦

行った。地
涸杏 の央南部で1よ遺構と断定できる遺低もの

はなく、中 良部から北部におしヽても、 構

の残能世存状開況は 好でなく 遺構が密削度平が い"
後の墾等により、大袖分 された
可性が大合いと考えられる。

関連文献 I「西明寺遺跡発掘調査報告」 1981年 3月、 1982年 3月、 」983年 3月上野市教育委員会
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遺 跡の概要

上野新都市関発整備事業地内遺跡群は、上野市街地の南東に位腐する低平な丘陵に所在する遺跡群である。
昨年度に引続き、事業予定地 250ha内に所在する44箇所について1990年 4月16日より 1991年 2月27日まで試掘
調査を含む発掘調査を実施した。本年度も昨年度同様に、多くは当初古墳として把握されていたものであった
が、古墳と検出されたのは新規に試掘調査などによって確認された 2か所である。
他の地点では上砂の流出もあってか占墳であつたとは確認されない状態にあった。何らかの痕跡、少量の

遺物を包含する状態を含める21個所で遺構・遺物等を確認し、他23個所では遺構・遺物は全く確認することは
出来なかった。各発掘調査地点における概要は次のとおりである。

なお、遺跡名については発掘調査終了後に一括整理して命名する予定である。

上野市教育委員会・上野市遺跡調査会 1986 「上野新都市開発構想地域埋蔵文化財分布調査報告書」
同 1987 「上野新都市開発構想区域埋蔵文化財範囲確認調査報告書」
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No. I遺跡名 INo.34地点仮称鳶ケ谷11号墳 l所在地！上野市下友生鳶ケ谷

調査期間IH 2. l O 22 ........ 且.s I調査面積 38 0面 担当者山口昌直•境 宏

遺跡の概要 主な遺構 主 な遺物

標裔 170m前後を測る丘陵尾根上に位骰な し な し
する。分布調査によれば径約!Om、高さ約
0.6 mの円墳が想定されていたが、埋葬主
体や周樫等は発見されなかった。

関連文献 1

No. I遺跡名 INo.42地点仮称深川谷 2号墳 I所在地 上野市依那具深川谷

調査期間 IH 2. 11 16 ........ 12. 2 0 I調査面梢 37 0吋 担当者山口昌直•境 宏

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

標裔 175m前後を測る丘陵尾根上に<[ な し な し
する。分布調査によれば径約lOrn、高
lmの円墳が想定されていたが、埋葬
や周痙等は発見されなかった。

関連文献l
No. I遺跡名 I&4哄点仮印剌II谷1号瑣 (tti1 7.18.1 9地点を頷r)I所在地 上野市依那具深川谷（池17.18.19咆点依那具源烏）

調査期間,H 2. 11. 16'""'H 3. 2. 2 7 r調査面積 540 m2 内ti~乱炉灼も吋c7/3~芯｝担当者1山口 昌傾•境 宏

遺跡の概要 主な遺構 主 な遺物

標高 172 m前後を測帥かろ片。まるさ、器等れふ丘たら縄片、陵たはの17文包尾、、近遺.J接物根含瓦土Sヒ•器層器上す1や_,9片片かにるI"のト、等位ふや本ら-ノ石置がは格土1ト7 No.45 No.45 縄文 上器片 • 石鏃 • 砥石
. 
仇る。緩斜面上で確認 ヒ°ット• 土坑 ・サヌカイト片• 士師器片・瓦

文::t.器片、石鏃、土 T'≪i.17な し 器片
土した。包含層直下 ふ18なし ふ17 サヌカイト片
が発見されている。 No.19ヒ° ット No.18 石鏃・サヌカイト片

18. 19 を構恵調器が査発片したとこ ふ19 石鏃・サヌカイト片• 縄
鏃、須 、土師器 文土器片• 土師器片• 須恵器片
等の遺 発見された
的な調査は来年度に実 施゚する。

関連文献 1

No. I遺跡名 INo.67地点仮称西場谷15号墳 l所在地 上野市中友生西場谷

調査期間 jH 2.4......, 5 I調査面積 75 0面 担当者野原宏司．幅森正晃

遺跡 0) 概要 主な遺構 主な遺物

標高 193m前後を測る丘陵尾根上に位憤な し な し

ti 埋る。分日査によれば直径約16m、高さ
2mの をもつ円墳が想定されたが、
葬主体 周樫等は検出されなかった。

関連文献I
No. I遺跡名 INo.68地点仮称西場谷14号墳 I所在地 上野巾中友生西場谷

調査期間IH 2. 4. 2 5 ....., 7. 18 I調査面積 50 0 m2 担当者山口昌直• 境 宏

遺跡 の概要 王な遺構 主な遺物

標裔 186rn前後を測る丘陵尾』器上に位骰ヒ゜‘ノト 縄文土器片• たた含石・サヌカ
する。緩斜面上に包含層を二層 ＇ した？、 七坑 イト片• 上師器片・瓦器片
上層からは瓦器片、勺層からば 七器n、
たた含石、サヌカイト片、土師 が各々
出七した。縄文時代から中世にかけての複
合遺跡と考えられる。

関連文献I
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No. I I遺跡名 INo.72地点仮称西場谷 2号墳 I所在地 I上野市中友生西場谷

調査期間 IH 2 12 .._, H J. 1 I調査面積 3 0 0 m2 I担当者 野原宏司・幅森正晃

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

標裔 160m前占墳後を測東る丘位陵先置端部に 2基 盛 土 な し
並んで見える の側に する。分布
調杏によれば、尉直径 7m、低さ 0.8 mの独
立した円墳が想 れた。調査の結果、上直
径約12m、高さ 5mのひとつの盛 で
あることが確認すされたが、埋葬主体や｝月樫
等は検出され 、時期も不明である。

関連文献 I

No. I I遺跡名 INo.73地点仮称西場谷 lけ墳 I所在地 I卜野市中友生西場谷

調査期間 IH212-H31 I調査面積 3 0 0 m2 I打l惰者 野原宏司、福森正晃

遺 跡 の 概 要 じな遺構 主な遺物

No. 721地点の西隣に位墳閥し、定直径約 6m 盛 :L な し
直紅iさ12 mの独高立した円 が想 された。

径約12m、 さ約 15 rnのひとつの盛 jこ
であることが確認されたが、埋葬t体や周
糧等は検出されず、時期も不明である。

関連文献 l
No. I I遺跡名 INo.79-D地点、仮称奥小波田 4号墳 I所在地 I上野市下友生奥小波田

調査期間 IH 2 7. 1 1 ....., H 3. 2 2 7 j調査面積 LOO On/ l担当者 山本雅靖、深江英憲

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

標翡 lll4m前後&!の緩やかな谷地形上に位 土坑 縄文土器片• 土師器片• 須恵器
附する。調査は する80-Dを拡張する ピット状遺構 片・瓦器片・サヌカイト片•石
形で進め師られ、 も下層出上の縄文士器 墓道状遺構 鏃
以外は上器・ 器・瓦器・サヌカイト
片• 石鏃とほぽ同様である。遺構は、 七坑
ピ；；ト状遺構の他、 79-A占墳に続くと思
われる幕道状遺構が検出された。

関連文献 1

Ne). I I遺跡名 INo.79-E地点仮称奥小波LE:14け墳 1所在地l上野市下友牛奥小波田

淵査期間 IH 2. 10. 2 5 ...,_, H 3. 2. 叶調査面積 8 0 0 mi I 担当者山本雅靖•深江英憲
遺 跡 の 概 要 ~ トな遺構 主な遺物

墳標斜的 180m前後を測る丘陵尾根から北向降 柱穴群 須恵器（杯蓋身）

き 遣穴時面部代物群、等にがかけて位憤する。 縄文時時fJJ. 代以
rlli炭蕗天採掘跡 士師器（碗）

占 奈開良時代から中世・近にかけ 古銭（神功開宵）・瓦器・陶器
ての されたが、遺構は期イ遺』明
0)柱 かである。まとまった構

としては近犬代採掘以前に形成東されたと考南えられ
る qj~炭露 の跡が内16m、北11rn 
の範囲で検出した。

関連文献 l
No. I l遺跡名 INo.80-D地点仮称奥小波田 5け項 l所在地l上野市ド友牛奥小波m

謁否期間 IH 2. 0. 11 ........, (1 12 I I凋杏面積 7 0 0 mi l 担‘竹者山本雅靖• 深ll 英憲

逍 跡 0) 概 要 t な遺構 主な遺物

80 --A A検骰内占す収出培0るさ)染。内れ前S側た然U。お祀-Aよこ等のび占の他墳南遺等側構、近ににお桜する斜
臨追,.I. ..., ¥ • 上坑 陶磁器・瓦•須恵器（多数）・

rfii部に位 登る漿道 杜群•溝 t師器• 黒色上器・瓦器・掻器
及び80ー よび近多数 方形落ち込み • 石鏃・サヌカイト片

0)逍物,I., ¥ 事 か lit . 代
O)tf 群. j・ 坑笠も検出した。

閉連文献 I
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No. I I遺跡名 INo.ss蛾点仮称西場谷 7号墳 l所在地 ヒ野市中友牛西場谷

調査期間,H 2. 4. 1 7 ......, 7. 12 r調査面積 80 0面 担当者山口昌直• 境 宏

遺跡の概要 t な遺構 t な遺物

標高 188鱈後を測る丘陵尾根上に位置ヒ°ット 石鏃・サヌカイト片
する。縄文 以降鎌倉時代にかけて各時 t坑 士師器片・瓦器片
代短期間に された遺跡と考えられる。

関連文献 I
No. I I遺跡名 INo.87地点仮称中友生樋之谷 1号墳 I所在地 上野市中友生樋之谷

調査期間 IH 2. 7 20 -8. 20 I調査面積 65 0吋 担〉竹者山口昌直• 境 宏

遺跡の概要 じな遺構 主な遺物

標高 185m前後を測る丘陵尾根上に位懺な し な し
する。分目査によれば、径約 8m、高さ
約 1rnの をもつ と想定されていた
が、埋葬 及び周浬円等墳は発見されなかっ
た。

関連文献 I
No. I I遺跡名 INo.ss地点仮称西場谷13号墳 I所在地 上野市中友生西場谷

調査期閻 IH 3. 4. 19 .._. 5. 29 I調査面積 40 0吋 担当者山口昌匝•境 宏

遺跡の概要 主な遺構 主な遺物

標高 190月後を測る丘陵尾根上に位置な し な し
する。分布 によれば叶約 6m、高さ
約 0.5 mの を 想定されてい
たが、埋葬 や周も涅つ等円 見されなかっ

た。

関連文献 I
No. I I遺跡名 INo.89地点仮称西場谷A遺跡 I所在地 上野市中友生西場谷

調査期間 jH 2. 12......, H 3.1. j調査面積 70 0吋 担当者野原宏司•福森正晃
遺跡の概要 主な遺構 主 な遺物

約遺す地、調田査物部半部、遺包分前分分構旧の現状で悶認はる堆、し積渋t・ 田川の改修で遺跡 な し 須恵器片
の はすでに たと! えられた。'"・ 七師器片
水 では、須 土師・瓦器を伴 瓦器片
う 含を確 が、構は検出さ 陶磁器片
れ 河層川によ 層と考えられた。 石造物（舟形五輪塔）
台 では、表土下で五輪塔が出土した
が は検出されなかった。

関連文献 I
No. I I遺跡名INo.96地点仮称羽根川 9号墳 I所在地 上野市依那具羽根川

調査期間/H 2. 5・----6 I調査面積 7 0 Om2 1且‘竹者野原宏司• 福森正晃

遺跡の概要 t な遺構 主な遺物

標裔状いての渇、高7前直ま後を測る丘陵尾根上に位閥し、な し t師器片
墳丘 りが 2ケ所見られた。調査前 炭化物片
にお 、 径 8-lOm、高さ 1.5 mの占
墳が想定された。調査の結果、埋葬主体及
び固涅等は確認されなかったが、西側の緩
斜面において、薄い遺物包含層を確認した。

関連文献 I
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No. I I遺跡名 INo.97地点仮称東場谷 1号墳 I所在地 I上野市中友生東場谷

調査期間 IHど.8 . ......, 9 I調査面積 4 5 0 m2 I担当者 野原宏司• 福森正晃

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

標布裔涸 184m前れがt裾体後想ば部定の直やで丘陵先端部封検麻に位四する。
な し 陶土器師器片片

分贋 査によ 径13m、 さImの規
をもつ埋占墳葬 された。 土の流出が
しく、 周中世潜等のは 片出されなか

ったが、斜面 十器を確認し
た。

関連文献 I

No. I I遺跡名 INo.98地点仮称東場谷 2号墳 l所在地 I上野市中友生東場谷

調査期間 IHZ.9-10 I調査面積 2 0 0 m2 I担当者 野原宏司•福森正晃

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

標高 189m査想前定後にを測る丘陵直尾根上に位高置 な し な し
する。分調 よれば、 8m、 さ
lmの検円墳布出が されたが、径埋葬主体や周
湮等は されなかった。

関連文献 I

No. I I遺跡名 !No.100地点仮称西場谷16号墳 I所在地 I上野市中友生西場谷

調査期間 IH 2.6.-8. I調査面積 7 5 0 m2 I担当者 野原宏司•福森正晃

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

認調査で 7 m 9m、盟高さ
盛溝 士

瓦炭石土器師化器鏃物片片片
2. 7 mの盛土を 果墳丘状盛ヽの まりが 認 ピット

され涅五のた。状端本溝調を査裾に 、 土の範囲は 側
焼土跡

で周 の れるが、それ以明外では 土坑
盛土 部 することが判した。
盛士 は、 瓦 が出土した
が、 部らでは 器主の体墳やは器検（等塚出されなかっ
た。倉～室町 墓 ）が想定さ
れる。

関連文献 I

No. I I遺跡名 ,No.101地点仮称片原山 9号墳 I所在地 l上野市依那具片原山

調査期間 IH 2.10 . ......, 11 l調査面積 4 7 0 m2 I担当者 野原宏司、福森正晃

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

標布高調 175 m前後を測る丘陵部に位贋する。 な し な し

分 査墳:11: よれば、直径 6m、高流さImの
独立円 か想体定された。封確士の 出が著し
く、埋 主I-~ や周浬旧等表は 認できなかった
が、北 面で、 土と考える土層が検
出された。

関連文献 I

No. I l遺跡名 INo.109地点仮称羽根川 7号墳 I所在地 I上野市依那具羽根川

調査期間 IH 3. 1 ---2 I調査面積 1 0 0 m2 I担当者 野原宏司•福森正晃

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

標高 177m前査後を測る丘陵直尾根上に位高置 な し な し
する。分布且涸 によれば、 径 8m、 さ
15mの 墳出が想定されたが、埋葬主体や
周湮等は されなかった。

関連文献 I
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No. I I遺跡名 INo. 110地点仮称羽根川 8号墳 I所在地 上野市依那具羽根川

調査期間 IH 3. 1 ---2 I調査面積 1 5 0 m2 担当者 野原宏司、福森正晃

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

棟裔 176m査前後を測る丘陵碩径先端部に体位麻跨 な し な し
する。分炉布調 によれば、 Sm、 さ
15mの が想定されたが、埋葬主や
周淫等は 出されなかった。

関連文献 I
No. I I遺跡名 Iふ 111地点仮称高塚 l号墳 I所在地 上野市市部高塚

調査期間 H 3. 2. 4 ___, 2. 7 I調査面積 5 0 m2 担‘月者 山本雅靖•深江英憲

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

分布調墳防査によれば、 直階占状径墳約 7m、れt;:jさ約 溝 1 な し
lmの丘規模をもつ と考えらたが、

観山溝腹察す砂、がさ T'Jlにより段体検 を里涅等する地検形出がれた。埋葬主 び固 は さ
れ 遣物条包検含出層も 及由しえなかった。•細
tヽ l された。

関連文献 1

No. I I遺跡名 jNo.114地点仮称裔塚 4号墳 I所在地 上野市市部高塚

調査期間 jH 3. 2. 8 -2. 14 I調査面積 5 0 m2 担当者 山本雅靖•深江英憲

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

分布調墳防査によれば、体検溝階つ段及直が出占状径墳びし1 約 7m、れ科さ約

溝 1 な し
lmの丘規模をも と考えらたが、

山腹察す砂、さ 上場により を涅屯等する地形出が
観 れた。埋葬主 周 は検さ
れ 遺物包含層も えなかった。 No.
111地点同様に細い 条検出された。

関連文献I
No. I I遺跡名I!ii 117地点回紐塚 3粗l'f(t.1152地点を含む） 所在地 I上野市市部高塚

調査期間 IH 3. 2. 7 "'~- 13 l調査面積 150m 2 油tii.111572((5J000rrfm)2) 担当者 山本雅靖• 深江英憲

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

分布調査墳によれば、直径古検約墳3m、高さ約 な し な し

05mの 丘規及模びを涅澁も等つ と考えられた No.152地点 No. 152地点試帥掘器関片係
が、埋遺物葬主体含 周 は 出されなかっ ピット 石鏃・ t

た接。帥 包 層地遺の拗点本も検 えなかった。なお近する 152 の 調査では、石鏃•
土器などの をはじめ包含層を し
た。定 152地点 格的発掘調杏は次年確認度に
予 してしヽ る。

関係文献 l
No. I I遺跡名I奥小波田古墳群 I所在地上野市F友4奥小波田

調査期間 IH 2. 4. 1 6 .._. 0. 14 I調査面積 5 0 0 m2 担当者 山本雅靖• 深江英憲

古 墳 名 墳 形 規模 (ID) 主 体 部 出 土逍；物 時 期 備 考

No.79ーし地点 円 項 直径10m 木棺原葬
叫遭部昌 6世紀後策 周 澄

称奥号小収波田 4-(」 須器

盛石十鏃内

墳丘裾恵

（須奈良器時代杯嘉）

土帥器

讀
縄文」．器

関連文献 I
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ふ l I遺跡名 I奥小波田古墳群 I所在地 上野市下友生奥小波田

調査期間 IH 2. 5. 15 ..._. 6. 18 I調査面積 4 0 0 m2 担当者 山本雅靖、深江英憲

古 墳 名 墳 形 規模 (rn) 主 体 部 出 士遺物 時 期 備 考

No.80ーし地点 円 墳 直径lOrn 木棺直葬墳？
押須縄ィ］忠器文t （杯蓋身）

6世紀後半
縄重周複文涅時代遺跡と

奥仮称小波田
咽土器

鏃文 器
5 --cけ墳

（下層構1こ縄柱）文穴時
サヌカイト片

代土坑遺なーど ・

関連文献 1

No. I I遺跡名 INo. 124地点 I所在地 上野市中友生西場谷

調査期間 IH 2. 8. 3 ....... 8. 2 3 l調査面積 1 2 0 nl 担当者 山口 目旧・境 宏

遣 跡 の 概 要 t な遺構 E な遺物

標尚 11¥5m郎逍す物後る等を自測る丘陵尾恨す上に位丘状附
な し な し

する。遺構や は確地認され、墳
0)邸まりを硝 然形と考えられる。

関連文献 l
No. I I逍跡名 INo.12s地点 I所在地 上野市下友生樋之谷

調査期間 IH 2 8. 2 3 ..__, 8. 2 8 I調査面積 5 0 m~ 担当者 山口目直• 境 宏

遺 跡 の 概 要 主な遣構 上 な遺物

標戯約 167m遺前物後と等考を測る丘陵尾根す上に位 な し な し
根附する。遺構や は確認され、じ尾

が突き出た箇所 えられる。

関連文献 I
No. I I遺跡名 INo.131地点 I所在地 上野市依那具羽根川

調査期間 IH 2. 8. 2 9 "'9. 5 I調査面積 2 5 ni2 担当者 山口日虹•境 宏

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

棟経 1811m遺ilり物後る等を自測る丘陵尾根ずJ::に位丘状附 な し な し
する。遺構や は地確 認さ れ、 墳
(J)裔まりを屋す 然形と考えられる。

関連文献 I
No. I l遺跡名 Iふ L32地点 I所在地 l上野市依那具羽根川

調査期間 IH 2. 8. 2 9 .._, ~- 5 I調査面積 2 0 mi 担刈者 山口昌直• 境 宏

遺 跡 (f) 概 要 主な追構 主な遣物

標裔 180m遣前物後等を測る丘陵尾根ず上に位丘状置 な し な し
する。遺構や は確地認され、墳
の翡まりを唱する自然 形と考えられる。

関連文献 I
No. I I退跡名 INo. !33地点 I所在地 上野市依那具羽根川

調杏期間 Inど.8 29 ....__, Y. 5 I調杏面積 4 0 m2 担％者 山口目恒• 境 宏

逍 跡 0) 概 要 J:: な遺構 主 な遺物

椋⑭ 181 m遺前物後ろ'を「!'f1 測る丘陵尾根上に位附 な し な し
する。遺構や は地確認されず、墳丘状
の店iまりを旱す 然形と考えられる。

関連文献 I
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No. I I遺跡名 INo. 134地点 l所在地 上野市依那具羽根川

調査期間 IH 2. 4......., 5 l調査面積 1 1 0 m~ 担堺者 野原宏司• 福森化晃

遺 跡 の 概 要 主な遺構 E な遺物

標墳高低周丘湮い」8等墳と9m状確前後の丘陵尾根上に位閥坪葬し、主
な し な し

やや 丘の裔まをした。
擬体似や は 認されずり、堪自然地形による

考えられた。

関連文献 I
ふ I I遺跡名 1No.135地点 I所在地上野市依那具羽根川

調査期間 IH 2. 8.-..... 9. I調査面積 5 0 m2 担当者 野原宏司•福森正晃

遺 跡 の 概 要 E な遺構 主な遺物

標高約遺ややお物低周い19涅のいて6等前墳木出後丘を測る丘陵尾根上に位留埋
焼上跡 な し

し、や 状円の高まりを屯した。
葬頂主部体に は認されなかったが最

を含む焼上跡が さ
れたが 炭土は認められずその検時泊期は

不明である。

関連文献 I
No. I l遺跡名 IIt,. 山 145.146. 14 7. 14-8. 149地点 I所在地上野市市部羽根川

調査期間 IH 3. 1. ...__ 2. I調査面積 2 0 0 mi 担当者 野原宏司•福森 1E晃

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

標高点 178""'182m前調後を測る南ば北尾根筋 な し な し

上に 在葬す裔る。分布 査によれ 、直定径 8
-lOm さlm-2mの墳が想され
たが、埋、 主体や周浬等は確円認されなかっ

た。

関連文献 I
No. I I遺跡名 !No.1s3地点 I所在地 上野市依那具羽根川

調査期間 IH 2. 8. 31 ..._, 9. 6 I調査面積 j O m2 担当者 山口昌直• 境 宏

遺 跡 の 概 要 じな遺構 主な遺物

標遺高黒 167堆遺m物前積等後土を測る低い谷筋に位出置す
な し な し

る。 色構の か確発認された。検の結
果、 や は見されず、この層は
旧表土と考えられる。

関連文献 I
No. I 13 t I遺跡色レッ且ク匝ス東且町攣） I所在地 名張市東町」694番地の 1

調査原因憤:jiヽ I事業主体 フレックス株式会社 調査機関 名張市遺跡調査会

調査期間 III 2. 3. 22 ......, 4. 12 l調査面積 4 0 0 m2 担当者 門田 了ゴ

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

縄l片墳文器時時代代手甕益鉢焙杯石形匙土器

須恵
その他
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ふ 13虐殺事業戸占開鼻＂ I所在地 名張市夏見字浅尾 102番地の 3ほか

調査原因 ― 事業主体 株式会社テイステイー 調査機関 名張市遺跡調査会

謁杏期間 IH 2. 4 i 6 ......, 6. l 9 調査面積 1, 4 0 0 m2 担当者 門田了三

遺 跡 0) 概 要 主な遺構 主な遺物

調査地は、 名張川微過居南期石、岸高縄去の室と等地弥文にの翌位生穴時に調が査代箇時住見¥}. し、 名張川

縄（文滋時賀帯員代里が晩期期土器棺墓初12点め5墓の） 縄里文l期上器～『期後期）前土半器多晩期数 （滋賀
によって形成された 地する標塁 1Il ........ N期

代穴代裔は 199mので竪あ穴代る。住 代居で、中珊期占文゚の
凸 つく個体は み 士(偶 3個体2個

弥溝牛方形時お 仕溝中ひ居期墓土から6l棟後期前半

うち、） 体は両手が欠如す

後住後。慕今期居期が2、前の同5半古土塙墳墓時や小前 時棟周“が代溝見、墓つ晩弥、かっ瑣て時い

るのみ

よび塙基多数 石（器磨 （ 打）製石刀前中）石期期多斧中等数～後多後期数半る の調査竪穴では 期の土器中
弥生骰土器、 住居が 1 生時

棺期から後基期にかけての方士形墟 が6代基見
つかった。そのほか、 見後つかっ

ていか、時、る代継。新ら包続前晩し期含庖からは、縄 期占の土器悶片 でも土器棺の りいt
や い土破器片も見つかっている。また
生 期の もかなり包まれ周辺

には 続前考的に営まれた大規模な集落が存
在すると えられる。

関連文献 I
No. 133 I遺跡名 I翠塩羞縫滅仙溢"4次 I所在地 名張市丸之内 54番地

凋査原因 I史跡整備 事業主体 名張市 調査機関 名張市遺跡調査会

調査期間,~名れに1iり 調査面積 4 1 0 m2 担当者 門田了三

遺 跡 の 概 要 主な遺構 主な遺物

天正13年 ( 1585 ) 倉梅筒城伊の16右予原:l井をち6定近築勝、か)右次勝高伊くら衛虎が重。伊予慶勢今伊が門の賀8,国守に

遺建物漆構がの検時張期出、され建ヤ伽
、失調のよ査焼京時び焼焼区の土北中部よは焼土層が厚、陶土磁唐くし津、器たなつたとき、 翡家て此虎臣松 000年石

の喰 りの再池や、
そ り信伊里系

を領して に 長13 系 き風、 系の
(1608)始藤堂め が 武伊賀政に封 お けた瓦が~多言く出 したc

ぜ誓られたとき、家臣 がこ り建物の築に 焼遺物失 絶対年を える貴重な
の を守っている。 討養子藤堂 拡遺ヽ張構している である。

が、 寛 1城:3年に （ り年国 として、外゚ 周を
えでこの 館 7 見つかった。石垣は

高 のゴポウ積みで、褒I 
より屋敷は焼失する に建が 込めも竪固に作られる。等高

始まり 現図初存年はする名部幕 えられて 最に沿初う不作規則な方石垣向から、 一

いる屋敷ヽ治奥敷 、住在にる大大居資、 伝えてい
にられた であろう。

る。明 り壊され つまり、松倉名張城の石垣と考
たが、 向き のみ残り、県 ない上級 えられる。
武家屋を知 として 跡とな
っている。現 、料老朽化によ 史存修理が
行われている。

関連文献 I福井健二『三重の近世城郭」三重県教育委員会 1984
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llI 埋蔵文化 財 保 護 体 制 の 充 実

1. 各種会議

〔三重県埋蔵文化財担当者会議〕

当埋蔵文化財センターのほか、県文化振興課・斎宮歴史博物館及び市町村の埋蔵文化財担当者による情

報交換や技術研修を目的として、本年度は次の 4回を開催した。

なお、近年県及び市町村の埋蔵文化財専門担当者の数も増加し、当該会議の内容等についての要望も多

様化しており、今後その充実についても検討していきたい。

開 催 ! I 場 所 内 容

第 1回平成 2年 4月23日 斎宮歴史博物館講堂 • 平成 2年度の事業計画について

• 講演会「常滑を中心とした中世陶器」

中野晴久氏（常滑市歴史民俗資料館 学芸員）

第 2回平成 2年 7月 6日 鈴鹿市文化会館 • 県及び市町村の現状と課題

第 1研修室 ・調査概要発表（スライド使用）

・現地見学（鈴鹿市内調査遺跡）

第 3回 平成 2年10月 9日 上野市労働会館 ・研究発表

大ホール 「伊勢地方における後期古墳の埋葬形態」

竹内英昭氏（三重県埋蔵文化財センター技師）

・調査概要発表（スライド使用）

・現地見学（上野市内調査遺跡ほか）

第 4回平成 3年 2月25日 伊勢市中央公民館 •県及び市町村の現状と課題

・調査概要発表（スライド使用）

•平成 2 年度の総括と今後の方針

・現地見学（伊勢市立郷土資料館）

〔その他の会議〕

全国公立埋文協などが主催する会議、研修会に職員を旅遣し、県外他機関との交流や技術研修を行って

いる。今年度は次の会議等に参加した。

名 称 内 容 期 日 場 所 出席者

第 2回 写真技術研修と交流 7月 6・7日 奈良国立文化財研究所 田中久生

埋蔵文化財写真技術研究会 江尻 健

平成 2年度 平成 2年度事業計画 6月 7・8日 岡山市 山沢義貴

全国公迂埋文協 総会 その他 小坂宣広

全国公立埋文協 出土品の収蔵・保管 8月 10日 三重県埋蔵文化財 中林昭一

中部・北陸ブロック会議 ブロック役員について センター 山沢義貴

伊藤克幸

吉水康夫

全国公立埋文協 遺跡調査におけるコ 10月17・18日 山梨県甲府市 吉水康夫

第 3回研修会 ンヒ°ュータ利用の説状 江尻 健

平成 2年度 情報交換等 12月 5・6日 岐阜県美濃市 吉水康夫

東海 4県文化財担当者会議
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2. 埋蔵文化財発掘技術者研修

〔職員研修〕

職員の技術的向上を目的に、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターが実施する埋蔵文化財発掘調査

技術者研修を随時受講させるほか、平城宮跡発掘調査部及び飛烏藤原宮跡発掘淵杏部に各 1名を派追して

研修指導を受けている。

内 容 実施機関 期 間 受 講 者

中近世窯器調査課程 奈文研埋蔵文化財センター 平成 2年 6月15日-6月26日 主事 近藤 健

平成宮跡発掘調査研 奈文研平城宮跡発掘調査部 平成 2年 7月 1日,._,9月30日 下事 吉沢 良

修

飛闊藤原宮跡発掘調 奈文研飛烏藤原宮跡発掘調 ” 主事 斎藤直樹

門研修
i 

査部

写真測量外注管理課 奈文研坪蔵文化財センター 平成 3年 1月22日,.._,1月25日 係長 田阪 仁

程

〔教員研修〕

昭和42年度以来県ドの学校教員を対象として実施して含た研修事業は、昭和54年度以降 l力年の研修期間の

うち 1,..._, 2か月を県外研修にあててきたが、本年度から年間を通じて県埋蔵文化財センター及び県内発掘

調査現場において実施することとした。これまで昭和54年度から本年度までに50名が研修を終了した。

平成 2年度研修員

川戸達也 四日市市立大矢知興譲小学校

小川 専 哉 北勢町立北勢中学校

東山則幸 阿山町立河合小学校

宮崎 宣 光 県立四日市北高等学校

〔平成 2年度研修内容〕

月 研 修 内 容

4 ・研修ガイダンス • 室内講義 I・H ・遺物実測実習 • 分布調査実習

5 • 発掘調査実粁（斎宮跡第86次調杏 西加座地区）

6 ” 
（北野遺跡橋門遺跡浮田遺跡ほか）

7 ” （小倉遺跡 裔賀遺跡畦垣内遺跡ほか）

8 ，， （ ,, ,, 赤坂遺跡ほか）

， 
” 

（森脇遺跡 蚊山遺跡伊勢寺遺跡伊賀国府推定地ほか）

1 0 ” （ ” ” 
,, I/ 

1 1 ” （ ” 
I/ 

” 
ほか）

1 2 ” （ ” 
I/ 北家城遺跡ほか）

］ • 分布調肝実粁 • 試掘調杏実粁

2 ・報化・淋作成実料 • 分布調杏実背

3 I/ • 室内講義眉.IV 
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〔研修ガイダンス及び室内講義 I・H〕

月 日 内 容 担 山:--i 者 場 所

4・5 近畿自動車道事業にかかる遺跡調査の概要
謁査 2課主杏 F. 城整理所

新田 洋

4・10 埋蔵文化財の保護行政と発掘調査
調査 1課長 埋文センター

伊藤克幸

埋文センターの組織と機能
次長兼調査 2課長

I/ 
山沢義貴

斎宮跡の調査・整備・活用
斎宮歴史博物館主幹

” 谷本鋭次

遺構の測量と実測
斎宮歴史博物館主事

I/ 
倉田直純

4・16 埋蔵文化財の調査と資料の管理・活用
管理指導課長

吉水康夫
I/ 

遺物の科学的保存処理
管理指導課主事 I/ 

鈴木克彦

遺跡の調査と方法
調査 2課主査

” 新田 洋

斎宮跡の遺構と整備
調査 l課第 1係長

” 田 阪 仁

遺物の整理と実測
調査 2課第 2係長

” 駒田利治

〔室内講義圃 ・W〕

月 日 内 容 担 当 者 場 所

3• 4 縄文時代の三重
調査 1課主事 埋文センター

田村陽一

土器弥と様式古・形時式・型式制 調査 2課主事 ,, 
生～墳代の墓 伊藤裕偉

中世における文献史学と考古学の接点 管理指導課小主事林
，, 

秀

3・15 三重の弥生時代 調査 l課主事 ” 鈴木克彦

奈良•重平安県時代の集例落 調査 2課主事 I/ 

一三 の調査から一 杉谷政樹

斎宮跡の遺構の遺物 斎宮歴史博物館主安事 ” 上村 生 i
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〔町村職員研修〕

県下各市町村においては 17市町村、約40名の埋蔵文化財専門担当職員が配置（平成 3年 1月現在）

されており、未配置の市町村についても県文化振興課を通じてその配置をはたらきかけているところであ

る。また、一方で埋蔵文化財専門担当職員が配臨されていない町村教育委員会の職員を対象として埋蔵文

化財発掘調査技術を研修し、埋蔵文化財保護行政に資するための研修を実施している。本年度は 3件を実

施した。

所属・氏名 種 別 内 容 期 間

多気町教育委員会 調査記録の概要と方法実習 平成 2年 5月14日,._,,6月13日

中里 占寸 Aコース （明和町北野遺跡）

分布調査実習等 平成 2 年12 月 1 日 ~12 月 27 日

（県内開発予定地域）

Bコース 発掘調査実習等 平成 2年 7月 1日-8月31日

（多気町河田占墳群）

美杉村教育委員会 Bコース 発掘調査実習等 平成 2年10月16日,..._,12月15日

宮崎洋 史 （白山町八幡遺跡）

関 町 教 育 委員会 Aコース 開発予定地域試掘調査実習 平成 2年11月26日

野尻孝明 （関町内住宅開発予定地区） ～平成 3年 1月25日

3. 市町村調査等への指導•協力

依 頼 者 内 容 期 日 備 考

安濃町教育委員会 大城古墳群発掘調査の実測協力 4 月 16• 17日

嬉野町教育委員会 滝之川•宮野地区分布調査協力 4月18-20日 教員研修

四日市市教育委員会 市文化財Jゞ トロール調査員会議出席 5月17日

北勢町教育委員会 川向遺跡発掘調査の指導•協力 5月,....,9月 随時

多気町教員委員会 河田占墳群発掘調査の指導•協力 7月 1日,.._,8月31日1 町村職員研修

鈴鹿市教育委員会 高井B遺跡遺構実測協力

伊賀町教育委員会 福地城跡調査測量指導 7月23・24日

鈴鹿市教育委員会 市埋蔵文化財センター調査委員会出席 7月31日

朝日町教育委員会 縄生廃寺跡範囲確認調査指導

四日市市教育委員会 西ケ谷古窯跡調査指導

関町教育委員会 宅地開発予定地域試掘調査指導 11月26日,..._,1月25日1町村職員研修

鈴鹿市教育 委員会 伊勢国分寺跡調査測量指導•協力 12月13日

鈴鹿市教育 委員会 市埋蔵文化財センター調査委員会出席 12月15日

御菌村教育委員会 村文化財調査委員会出席 12月27日

四日市市史編纂室 史編纂事業に伴う中世城館跡測量調査指導 12月27日

関町教育委員会 宅地開発予定地域試掘調査指導委員会出席 平成 3年 1月 8日

志摩保文化護委財員調協査議会
協議会での「文化財の保護について」講演 2月15日

玉城町教育委員会 開発計画地域分布調査協力 2月18日

伊勢市教育委員会 金剛證寺保存修理に伴う調査実測協力 2月-3月 随時

上野市教育委員会 新都市開発地域埋文調査指導委員会出席 2月19日

斎宮歴史博物館 博物館講座「国府を掘る」での講演 3月10日

四日市市史編纂室 市史編纂に伴う専門部会（考古部会）出席 3月29日
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（教育研修実施要項）

平成 2年度埋蔵文化財発掘技術者研修実施要項

1. 目的

埋蔵文化財の発掘調査および保存についての専門的知識と技術の習得に務めようとする者を、三菫県埋

蔵文化財センターにおいて研修を実施し、埋蔵文化財の保護体制の強化に資することを目的とする。

2. 主催

三重県教育委員会

3 期間

平成 2年 4月 1日～翌年 3月31日までの12か月間

4. 場所

・多気郡明和町大字竹川 三重県埋蔵文化財センター

•各発掘調査現場

5. 人員

6 名（小• 中・高校教貝）

6. 参加資格

(1) 県内の小• 中・高校の教員のうちで、原則として大学において考占学・歴史学を専攻、もしくは発掘

調査の経験を有する者。

(2) 健康で現場作業に従事することのできる者で、原則として昭和30年 4月以降生まれである者。

7. 研修内容

(1) 議義

総論 ・文化財の保護

各論 ・文化財保護法

• 史跡および埋蔵文化財保護の現状

•発掘調査方法

調査計画、墳墓・集落• 生産所・窯• 宮殿・官街• 寺院跡の調査

・遺物調査方法

実測原理、士器・土製品・石器・木製品・瓦の観察と整理、人骨• 動植物遺体の調杏

・関係学概説

建築構造、測址、保存科学、文献史学

・報告書作成方法 等

(2) 実 粁 •発掘調査実習、測量実習、遺構実測実習、写真撮影実粁、遺物保存処理実腎 等

8. 講師

三重県埋蔵文化財センター職員ほか

9. その他

(1) 研修者の旅費は、県の旅費規程にしたがって支給する。

(2) 研修期間中は、当該学校に対し教員の補充がなされる予定である。

(3) 研修を修了した者には、修了証書を交付する。
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（町村職員研修要項）

平成 2年度埋蔵文化財発掘調査技術町村職員研修実施要項
1. 目的

近年、各種開発事業に伴う埋蔵文化財の緊急発掘調査件数は増大し、各町村においても調査体制の確立

が急務となっている。そのため、遺跡の現地分布調査、発掘調査、出土品整理、報告書作成等に関する専

門的な調査技術の研修を実施して埋蔵文化財行政の強化に資する。

2. 主催

三重県教育委員会

3. 対象

町村教育委員会担当職員

4. 場所

(1) 多気郡明和町大字竹川

(2) 県内各地

5. 期間及び実施時期

三重県埋蔵文化財センター

埋蔵文化財発掘調査現場

(1) 各講座 CI・B・JII)は 2か月間とする。

(2) 研修年度は、単年度が望ましいが、数年度にまたがってもよい。

(3) 研修実施期間は、研修者派遣機関の希望を考慮する。

〔受講例〕

期間 4月 5 6 7 8 ， 1 0 11 

氏名 I I I I I I I 
A 講座 l

B 講座 I

C 講座 I 講座 I

6. 研修内容

講座 名 称 実 習 内

I 発掘コース A
現地分布調査実習

試掘調査実習

n 発掘コース B 発掘調査実習

Ill 発掘コース C
遺物整理実習

報告書作成実習

(1) 文化財保護法の概要

(2) 埋蔵文化財の判定

(3) 埋蔵文化財の分布調査の立案と実習

(4) 試掘調査の立案と実習

(5) 発掘調査の立案と実習

(6) 遺構の実測技術と写真撮影技術

(7) 遺物の整理実習

(8) 製図・レイアウト等報告書作成実習

7. 修了証書の交付

全研修講座修了者には、修了証書を交付する。

8. 研修の経費

12 

I I 

講座 i

容

(1) 研修実施場所への旅費は、研修者旅遣機関において負担するものとする。

(2) 研修に必要な資料等の経費は、研修者旅遣機関の実費負担を求める場合がある。
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IV 資料の骸理・保管• 公開

1. 資料の整理・保管

本年度の各事業別遺物出土量の概数は下表のとおりであり、整理及び保管については原則として県公共

事業並びに斎宮跡の出士品については埋蔵文化財センターで、受託事業にかかる出土品については各整理

所で整理・仮保管している。

また、実測図面・写真フィルム類についても遺物と同様に整理保管し、必要に応じて貸し出し等に対応

している。一方、受贈図書は約 1,3 5 0冊有り、図書室に分類保管して職員等の利用に供している。

平成 2年度出土品量（概数）

施 設 平成 2年度搬入分 累 計

セ ン 夕 一 1, 5 8 0 5, 0 8 0 

収蔵庫

斎 宮 5 4 0 8, 5 8 0 

桜 橋 2 0 0 16,700 

収納倉庫 藤 方 ・-- 4, 6 0 0 

上 野 7 0 2, 9 7 0 

近 畿 1 6 0 2. 6 6 0 

国 一 2 0 0 L 4 7 o 

受 託

中 勢 1. 0 1 0 2. 2 6 0 

松 多 7 0 7 0 

合 計 3, 8 3 0 4 4, 3 9 0 

※ 数量はコンテナ (55 cmx 3 5傭 Xl5cm)による

2. 科学的保存処理

当埋蔵文化財センターには出土遺物の保存処理を実施するため保存科学室 1(木製品保存処理）に PE

G樹脂含浸装憤 2埜、保存科学室 2(金属製品の保存処理）に樹脂減圧含浸装謹 l基ほかが設置されてい

る。現在のところ専任の担当職員は配置していないが、保存処理技術を研修した職員ほかが保存処理にあ

たっている。

〔平成 2年度保存処理遺物〕

＇ 遺跡名 I保存処理遺物 1保存処理方法

杉垣内遺跡 斎串、曲物底板、下駄ほか PEG樹脂含浸
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3. 資料の公開

・現地説明会

発掘調査の途中、あるいは終了時には地域の人々に対し文化財保護に理解を深めていただくため、現地

説明会を開催しその調査結果について報告を行っている。当埋蔵文化財センターが調査主体となった発掘

調査にかかる現地説明会は下表のとおりであり、毎回多数の人々の参加を得ている。

〔現地説明会一覧〕

遺跡名 所 在 地 I担当課 I開催B I参加人数 l備考

畦垣内 A 遺跡 I阿山郡伊賀町御代字畦垣内 I調査第 1課 I2. 6. 30 

浮田 B • 高賀遺跡 I上野市神戸

30名

調査第 1課 I2. 7. 1 I 1 o o名

北

峯

野

治

遺

城

跡 I多気郡明和町蓑村字西へべら I調査第 1課 I2. 7. 7 I 1 so名

跡 I津市一身田上津部田オの坪 I調査第 1課 I2. 7. 8 

橋門遺跡・長法寺 4号墳 I鈴鹿市三宅町

打 田 遺 跡 I松阪市岡本町

六大 B遣跡 D・E地区 I津市大里窪田町字竹花

調査第 1課 I2. 7. 10 

調査第 1課 I2. 7. 22 

90名

18名 I地元対象

40名 I地元対象

調査第 2課 I2. s. 11 I 2 s o名

落 合 古 墳 群 I伊勢市津村町字口山田

橋垣内遺跡A地区・六大 津市大里窪田町字竹花
B遺跡C・F地区

大鼻遺跡（第 5次） 亀山市布気町

伊賀国府推定地 I上野市外山・坂之下

調査第 2課 I2. 8. 18 150名

調査第 2課 I2. 12. 1s I 2 3 o名

調査第 2課 I2. 12. 2 2 I 1 3 o名

調査第 1課 I3. 1. 19 I 3 o o名

蚊 山 遺 跡 I度会郡玉城町岩出

森脇遣跡（三次） I上野市市部

鴻 ノ 木遺跡 I松阪市射和町

調杏第 1課 I3. 1. 20 4 0名

調査第 l課 I3. 1. 26 I 1 2 o名

調査第 2課 I3. 3. 16 60名

• 三重県埋蔵文化財展

三重県埋蔵文化財展は三重県教育委員会が屯催し、昭和56年度から各市町村を会場に毎年実施して合た。

平成元年度からは埋蔵文化財センターがt催し、三屯県が実施した発掘調介の成果を中心に市町村主体

の発掘調杏の成果をも合わせて展示して、広く県民に公開し社会教育の一環として埋蔵文化財保護思想の

普及啓蒙に努めている。本年度は第10回を迎え、久居市教育委員会との共催により、久居市中央公民館を会

場に平成 3年 2月 2日（土） ,..._, 2月17日（日）までの会期で実施した。今回は「て軍の占鋭」をテーマに

これまで県ド各地で出上した占墳時代の占鋭を各関係機関のご協力を得て展ポ・紹介した。会期巾の入場

放ぱ約 1.3 1 0名戸あった
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第10回 三重県埋蔵文化財展開催要項

1. 目的

道路建設・リゾート開発・農業基盤整備等の各種開発事業と埋蔵文化財の保護との調和は積年の課題で

ある。しかしながら、これら開発事業に伴う埋蔵文化財の発掘調杏は年々増加の一途をたどり、県埋蔵文

化財センターでも多量の出士品をはじめとする貴軍な文化財や資料を保管している。

そこで、これらの資料や出土品を広く県民に公開し、文化財保護恵識の裔掲と啓発を図る。

なお、今年度は市制施行20周年に当たる久居市の教育委員会と共催により開催する。

2 主催

三重県埋蔵文化財センター• 久居市教育委員会

3. 後援

中勢教育事務所管内各市町村教育否員会

4 期間

平成 3年 2月 2日（士） ,..,_, 2月17日（日） 9 : 00,..,_,16 : 30 

5. 場所

久居市中央公民館 講座室

久居市元町 2354番地

6. 展示テーマ

三菫の占鏡

7. 記念講演会

• 日時 平成 3年 2月11日（日）

・場所 久居市中央公民館大会議室

催

催
主

共．． 
• テーマ

• 講師

三甫県埋蔵文化財センター

久居市教育委員会

「三量の古墳時代と鏡」

三重大学教授八賀晋先生

8. 主な展示品と関連資料

番号 遺 跡 名 所 在 地 鏡 式 名 髯了所有者又は保管者

008 四日市市小牧町南 内行花文（六花）鏡 7.3 国保和好氏

009 志氏神社占墳 四日市市羽津大宮町 内行花文（八花）鏡 12.5 志氏神社

017 塚越 1 丹墳 鈴鹿市岸岡町塚越 画文帯神獣鏡 17.6 浜中克己氏

018 塚越 ］ 号墳 鈴鹿市岸岡町塚越 二神四獣鏡 11.6 浜中克己氏

019 塚越 1 号墳 鈴鹿市岸岡町塚越 捩文鏡 6.7 浜中克己氏

022 亦郷 1 号墳 鈴鹿市秋永町赤郷 ご角縁波文帯三神三獣鏡 21.6 真昌寺染野勲氏

026 木 ノ ド 占墳 fu山市木下町宮前 獣帯鏡 172 三直県教育委員会

027 井田川茶 E」山占墳 亀山市井田川町 両文帯同向式神獣鏡 20.5 三重県教育委員会

028 片田川茶臼山占墳 租山市井田川町 画文術lri]向式神獣鏡 20.8 三重県教育委員会

029 r:. 椎，I 木占墳 亀山市川合町 四神鏡 10.4 三重県教育委員会

037 羨： l心、ヤ山占墳群 久居市り木町 四乳四獣鏡 10.0 久居市教育委員会

038 苦 I心、:j:山古墳 l詳 久居rlj J―i木町 限形鍛 10.0 久居市教育委員会

0:19 袴応、ti=廿I古墳群 久因市(i木町 小形軍隅文鏡 6.0 久居市教育委員会
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番号 遺 跡 名 所 在 地 鏡 式 名 幌 所有者又は保管者

042 一志町井関 獣帯鏡 16.0 山崎三四造氏

072 八重田 1 号墳 松阪市八重田町 二神二獣鏡 17.0 松阪市教育委員会

073 八重田 8 号墳 松阪市八重田町 捩文鏡 9.1 松阪市教育委員会

074 八重田 8 号墳 松阪市八重田町 捩文鏡 9.1 松阪市教育委員会

090 久 保 古 墳 松阪市久保町 三角縁獣文帯同向式神獣鏡 23.1 五島美術館

091 久 保 古 墳 松阪市久保町 三角縁獣文帯三神三獣鏡 21.8 五島美術館

107 南 山 古 墳 伊勢市鹿海町字南山 乳文鏡 9.0 鰐闘喜嚢員会

112 錦 占 墳 紀勢町錦 三角縁獣文帯三神三獣鏡 23.0 紀勢町教育委員会

113 叶越南古墳 紀勢町錦 獣形鏡 9.6 紀勢町教育委員会

114 大明神地区 紀勢町錦 珠文鏡 73 紀勢町教育委員会

121 神 島 鳥羽市神島 重列式画文帯神獣鏡 21.9 八代神社

125 幻應刑晶閉墳網 阿児町志島布海苔 方格規矩鏡 14.7 璽屈忽覧喜 濯会

126 和3 晶喜墳閃 阿児町志島布海苔 珠文鏡 12.8 塁認覧嘉
湛会

135 東 山 古 墳 阿山町円徳院 四獣鏡 13.7 三重県教育委員会

136 久米山 6 号墳 上野市久米町 方格規矩四神鏡 16.5 ・’ 上野市教育委員会

137 久米山 6 号墳 上野市久米町 変形獣帯鏡 8.3 上野市教育委員会

140 浅間 山古墳 上野市千歳 六鈴四神鏡 142 服部幹郎氏

141 だんな山 古墳 上野市千歳 変形六神鏡 11.2 服部幹郎氏

142 だん な山 古墳 上野市千歳 捩文鏡 8.2 服部幹郎氏

143 だんな 山古 墳 上野市千歳 （鋸歯文帯）鏡残片 服部幹郎氏

144 野 添 古 墳 上野市千歳 変形方格規矩鏡 105 菅原神社

158 伊予丸古墳 上野市丸の内 四禽鏡 13.9 上野市立図書館

162 高猿 6 号墳 上野市喰代 変形四獣鏡 10.9 三童県教育委員会

163 石 山 古 墳 上野市オ良 三角縁波文帯鏡 三重県教育委員会

170 鳴 塚 古 墳 大山田村鳳凰寺 変形獣形鏡 9.9 鳳凰寺区

172 尻矢 2 号墳 名張市赤目町星川 四神四獣鏡 9.4 名張市教育委員会

173 尻矢 2 号墳 名張市赤目町星川 獣形鏡 11.8 名張市教育委員会

175 井 手 古 墳 名張市安部田坂の下 変形獣形鏡 16.0 中川浩一氏

176 井 手 古 墳 名張市安部田坂の下 変形獣形鏡 16.0 中川浩一氏

177 土 山 遺 跡 名張市青蓮寺土山 四獣鏡 8.0 名張市教育委員会

178 土 山 遺 跡 名張市青蓮寺土山 素文鏡 3.3 名張市教育委員会

179 （伝）伊賀国出土 内行花文（六花）鏡 8.6 菅原神社

180 （伝）伊賀国出土 変形文鏡 18.4 菅原神社

181 （伝）伊賀国出土 四乳四軋四禽鏡 10.l 菅原神社

182 （伝）伊賀国出土 四乳八禽鏡 9.3 菅原神社

183 三重県内 14.4 三重県立博物館
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4. 保管遺物等の貸出し・写真等の掲載許可

資 料 名 申請者 目 的 期間 I許可日

西出遺跡出土押型文土器写真 I埋蔵文化財写真技術 I会誌「埋文写真研究」への掲載 I I 2. 4. 24 

研究 I 
納所遺跡出土品 I奈良県立橿原考占学 「縄文文化・東からの流れ」展での I2. 4. 18 I 2. 4. 13 

研究所付属博物館 I展示及び図録への掲載

下郡遺跡出土鋸実測図 1 株式会社淡光ウェザ I「日本の大工道具」への掲載

ビル出版社

納所遺跡出土品等写真等12点 1 株式会社 アルバ I「県別歴史シリーズ三重県」への掲

載

下郡遺跡出土品実測図山田 猛 1 「Mie history」Vol.Iへの掲載

北野遺跡他出土品明和町立上御糸小学学習会での教材 I 2. 6. 26 I 2. 6. 22 

校

井田川茶臼山古墳他出土 一宮市博物館
須恵器 7 点

伊賀国府推定地スライド服部久士

示及び図録への掲載

学会での発表資料

井田川茶臼山古墳 石室模 I毎日新聞社出販局 I「発掘の迷路を行く」への掲載
型・画文帯神獣鏡写真

蚊山遺跡・落合占墳群出土 皇学館大学考古学研 I大学祭での展示
品 9 点・写真 3 点 I

究会

大薮遺跡他出土品 4点写真 1大田区立郷土博物館 I「ナベ・カマの文化史」展図録への

掲載

東野 B遺跡出土品実測矢野健一 学術論文への図面掲載

釜生田遺跡他出土品 4点嬉野町教育委員会 町民文化祭での展示

北堀池遺跡全景写真 I株式会社雄山閣 I「古墳時代の研究」第 4巻への掲載

所

日本経済新聞社大阪

本社

見」展への展示及び図録掲載

2 6 ー3 | 2 4 2 7 

2 5 8 

「陶器の源流一須恵器―-」展での展 I2. 7. 17 I 2. 6. 22 

3
 

7
 

2
 

|
 

5

9

0

 

2

1

 

9
6
~
t
 

2
2
9
j
 2. 7. 3 

大谷遺跡空中写真 4点 I員弁町教育委員会 1町文化財調査委員会での資料及び資

料室での掲示

上ノ広遺跡出土品写真 1松阪市立茅広江公民 I「茅広江百話」への掲載

館

納所遺跡他出土品 37点 名古屋市見晴台考古 「弥生時代のはじまり」展での展示 2. 9. 20 I 2. 8. 28 
写真 9 点I

‘‘資料館 及び図録への掲載 2. 11. 30 

天華寺跡出土埠仏 11点 I倉吉市立倉吉博物館 「姻仏」展での展示及び図録掲載 2. 10. 8 I 2. 8. 28 

3. 5. 15 

2. 7. 26 

2. 8. 20 

2. 11. 30 

2. 1と3012. 9. 26 

2. 11. 5 

2. 10. 15 

1

2

 

3
 

o

1

 

l

l

 

2

2

 

|
 ．． 0

5

 

3
 

且
～

n

2

2

 
2. 11. 21 

納所遺跡出土櫛写真 I渋谷区教育委員会 I公開講座PR用ポスターヘの掲載 I 2 ]I. 21 

伊勢寺遺跡出土三彩須弥山 奈良国立文化財研究 「長屋王 光と影ー長屋親王宮の発 l 2. 10 Ii 11 27 
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資 料 名 申請者 目 的 期間 I許可日

「陶器の流れ一須恵器から渥美・常 13. 2. 2 2 I 2. 12. 5 

滑• 顧戸ヘー」展での展示及び図録 3. 4. 17 

掲載

納所遣跡出土琴写真福島県立博物館 「日本の音色」展での図録への掲載 2. 12. 17 

大鼻遺跡他出土品 26点 東大阪市教育委員会 「縄文文化の一万年」展での展示及 3. 2. 13 3. 1. 3 0 
写真 3 点

び図録への写真掲載 3. 4. 19 

大薮遺跡他出土品 4点 I大田区立郷土博物館 1 「ナベ・カマの文化史」展での展ポ 3. 5. 1 7 I 3. 2. 2 o 

3. 7. 8 

大安経塚出土品 5点 I名占屋市博物館

西出遺跡調査風景写真 朝日新聞社出版局 「古代史発掘Vol.3」への掲載

西出遺跡・大鼻遺跡出土品 （財）東大阪市文化 「国道 308号埋文調査報告」への掲
写真 2 占

ハ‘‘財協会 載

裔向遺跡遺構・遺物写真 6点 I御菌村教育委員会 村文化財パンフレットヘの掲載

7

7

 

2
 

3
 

2
 

3

3

 

3 3 7 
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斎宮歴史博物館展示品協力遺物一覧

遺跡名

大 安 中 世墓

丹生川上城跡

西ケ広遺跡

東庄内 A 遺跡

東圧内 B遺跡

物 名

上箕田遺跡

神大寺遺跡
川原井瓦窯

川原井遺跡

柴崎遺跡

大鼻遺跡

井田川茶臼山古墳

上椎ノ木古 墳

木 下 占墳

柳垣 内 遺跡

大塚占墳

浄士寺南遺跡

納所遺跡

遺

遺

遺

遺

遺

廃

遺

遺

遺

遺

本

坊

内

寺

庄

内

井

田

野

田
居

前

ノ

華

ノ

垣

亀
太
馬
午
堀
天
東
堀
中
杉

寺

墳

群

跡

跡

窯

慕

群

跡

跡

廃

占

墓

遺

遺

世

墳

遺

、
1

寺

墳

寺

瓦

占

テ

勢

長

尾

徳

谷

中

田

裏

シ

ゥ

伊

深

横

養

崎

牧

牧

河

東

カ

遺

蔵骨器(3)、蔵骨器蓋(2)、五輪塔 (1式）
蔵骨器(1)

異形硯(I)

縄文土器：深鉢 (1)

縄文土器：台付鉢(1) 壷棺墓：壷(1) 甕(1) 台付鉢(1)

方形周溝墓出土：壷(I) 石器：石包丁(1)

旧i柄鋤(2)
石器：石斧(1)

伊勢国分寺式軒丸瓦(I) 軒平瓦(1)

灰釉陶器：浄瓶(1)

士製勾 E(l)、朱(1)、土師器：亜(1)

土偶(1)、f持勾玉(1)

須恵器：器台(5) 台付壷(4) 壷(7) 甕(1) 装飾台付産(1) 腺(1)

有蓋翡杯(2) 有蓋裔杯盆(2)

士師器： iw(l) 
馬具：杏葉(4) 鏡板(2) 辻金具(2) 銅鈴(1)

四神鏡(1)、石製壷(1)、石釧(1)、勾屯(5)、管E図
獣帯鏡(1)

蔵骨器(1)

水晶切子E(ll) 管f・・(4)

円面硯(1)

弥生士器：彩文'ifil(1) 黒色面(1) 手焙型土器(1) パイプ型土器(1) 壷(1)

片口鉢(1) 台付壷(1)

木製品：琴(1) 箆状木裂品(1) 木鐸(1) 斧の柄(2) 鋤(4) 鍬(2)

l且柄鋤(1) 櫛(1) 石器：石斧(6) 石包丁(4) 石小刀(3)

跡双脚壷(1)

跡 銅鐸型土製品レプリカ (1)
跡方形周溝幕：壷(1)

跡瓢壷(1)

跡縄文土器：深鉢(1)

寺 塑像(1)、連仏⑳、軒丸瓦(1)、軒平瓦(1)、ヘラ描き軒平瓦(1)

跡線刻礫(1)

跡円面硯(1)

跡 馬型埴輪(1)、朝顔形埴輪(1)、人物埴輪(I)

跡石器：石包丁(1) 木製品：人形(2) 櫛 (1) 斎串(11)
土馬(4)、 ミニチュア士器：壷(7)

軒丸瓦(1)、軒平瓦(1)

土師器：壷(1)

経筒容器(2)、経筒容器陥(1)、五輪塔(1)、石仏(1)

柿経 (1式）
五輪塔(1)、石仏(2)

軒丸瓦(1)、軒平瓦(1)

石仏(1)

土師器：高杯(3) 甕(1)、須恵器：杯蓋(2) 杯身(2) 裔杯(2) 壷(3)

土師器：杯「中臣」 (1) 椀(1) 青磁：椀（］）

十馬(1) 土師器：杯「中万」 (2)、灰釉陶器杯「中万」 (I)

黒色士器：椀(1)

円筒埴輪(1)、須恵器：二屯腺(1) 烏形腺(1)

独鈷伍(1)

-f-. 板(1)

方形周溝築；壷(1)

挟状耳飾(1)

蔵骨器(2)

土帥器：晶杯(1) 器台(1)、四獣鋭(1)、銅鏃(3)、鉄斧(2) 鉄剣(1)

木製品：槌(1) 鍬(3) 剣咽木製晶(1) 舟刑木製品(2)、円面硯(1)

方形周溝菜：亜(I)

銀象嵌）J装(2)

土製勾 l出(1)

製塩十g器(2)

縄文土器深鉢ill

墳

跡

跡

跡

跡

駁

墳

跡

跡

墳

跡

跡

跡
辿

遺

古

直

逍

追

遺

世

占

退

直

占

谷

遺

山

内

谷

巾

池

西

内

靡

田

薮

扇

山

掘

切

山

げ

野

屈

神

好

西

大

植

東

束

北

北

前

小

歌

辻
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平成 3年度事前協議遺跡一覧

〔付 1〕

農林部関係

農林
事務所

地区遺跡名

桑名西員弁精好遺跡

四日市芥川沿岸 下代遺跡

調査面積
Cmり

井 田川塚田遺跡 亀山市井田川町

広域農道六名山添古墳群 四日市市六名町

（フラワー） 青館跡 亀山市川崎町

西尾A遺跡

津 I大 里 I小谷A遺跡

備考

平成 3年度試掘

平成 4年度協議

遺構・遺物・無

平成 3年度要試掘

平成 3年度要試掘

平成 4年度へ試掘

送り
"'-

3001立会調査、他はエ

事対応

小谷B遺跡

小谷C遺跡

西野々遺跡

若林遺跡

南所遺跡

東浦遺跡

古里遺跡

芸濃北部 1川原遺跡

椋本南方遺跡

大石遺跡

所在

員弁郡北勢町奥村

鈴鹿市中富田町

I, 辺法寺町

津市大里山室町

I
I
I
I
 

I
I
I
I
 

，, 大里小野田町

II 大里山室町

I/ 大里小野田町

”大里野田町

I/ It 

安芸郡芸濃町椋本

，,，'，'  

” ” II 

穴倉川沿 I仮）穴倉川遺跡

岸

美里中南 1白樫A,_,C遺跡 I I/ 美里村足坂

部

樫原B遺跡

久 居 l下新田遺跡

榊

馬回り遺跡

原 I岱醤：慶姜ば直
跡

/' 安濃町

”
 

” II 

久居市森町

”
 

”' 
” 榊原町

地

工事対応

2001立会調査、他はエ

事対応

7,000面が未試掘

平成 3年度試掘

3401立会調査、他はエ

事対応

4. o o o I 3. o o o m2の未試掘

部分は平成 3年度

試掘

平成 4年度送り

立会調査、他は平

成 4年度送り

遺構・遺物・無

平成 4年度送り

4.o o o I本調査、立会調査

他は工事対応

遺構・遺物・無

地区除外

地区除外（一部試

掘済・無）

c 2 o) I立会調査、他はエ

事対応

遺構・遺物・無

未試掘、平成 4年

度送り
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農林
地 区 遺跡名 所 在 地

調査面積
備 考

事務所 (rriり

津 中 郷 下沖遺跡 一志郡嬉野町宮野 1,700 本調査

宮野広遺跡 I/ I/ 360 立会調査、他はエ

事対応

家 城 高瀕A遺跡 ” 
白山町北家城 2層有り、工事対

応

高瀕B遺跡 ,, ，' ，' 1,100 立会調査、他はエ

事対応

一般農道 赤坂遺跡 久居市木造町 1,200 久居市教委ヘ

久居東部 上木造遺跡 I/ ,, 一部未試掘、平成

4年度送り

農免農道 古墳 12基 津市一身田豊野ほか 2.0 0 0 平成 3年度 4月中

津北部 遺跡 1カ所 要試掘

畜環一志 平田遺跡 一志郡一志町井関 遺構・遺物・無

南出の道標 ” 
白山町南出 要移築

松阪 堀坂川沿 曲里中遺跡他 松阪市曲町 650 平成 3年度 1,750

岸 面要試掘

阪内川左 里中遺跡 ” 大足町 平成 2年度工事済

岸

桜垣戸遺跡 I/ ,, 50 立会調査、他はエ

事対応

八原古墳 2埜 ” 藤之木町 遺構・遺物・無

石原遺跡 ，, 岡本町 遺構・遺物・無

海道田遺跡他 2,900 本調査、立会調査

他は工事対応

ヒタキ遺跡 ，' 阿形町 800 本調査、他は工事

対応

打田遺跡 ” 岡本町 3,000 平成 2年度繰越分

本調査

西黒部 宮浦遺跡 I/ 西黒部町 150 立会調査、他はエ

事対応

長瀬遺跡 I/ I/ 300 立会調査、他はエ

事対応

天王遺跡 ,, It 4 4 0 立会調査、他はエ

事対応

機 殿 六根A~D遺跡 松阪市六根町 遺構・遺物・無

荒 蒔 上ノ垣内遺跡 多気郡多気町荒蒔 400 立会調査

明 星 本郷遺跡 ，, 明和町本郷 4,600 本調査、他は工事

対応

北野遺跡 ，' ,, 北野 平成 4・5年度送り

八幡沖 笹川遺跡 松阪市笹川町 遺構・遺物・無

下恵本遺跡 ” 
,, 1,700 立会調査
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事農務所林 地 区 遺跡名 所 在 地 調査(m面り積 備 考

松阪 農免天啓 （仮）浄水場南 多気郡多気町相可 用地買収後要試掘

方古墳 3基

伊勢 中 JI[ アラシ遺跡 度会郡度会町坂井 工事対応

松原遺跡 ，, ，, 注連指 工事対応

一之瀕 丸野遺跡 ,, 
” 一之顧 遺構・遺物・無

磯部西部 中世古遺跡 志摩郡磯部町築地 遺構・遺物・無

上野 河 合 馬田 B遺跡 阿山郡阿山町馬田 420 立会調査、他はエ

事対応

馬田 C遺跡 I/ 

” 
，' 320 立会調査、他はエ

事対応

上野南部 馬場遺跡 上野市財良 260 立会調査、他はエ

第 2 事対応

森脇遺跡 ,, 市部 工事対応

上野南部 城ノ越A遺跡
” 

古郡 2,500 立会調査、他はエ

第 3 事対応、本調査

城ノ越 B遺跡
” 

,, 700 立会調査

城ノ越C遺跡 I/ I/ 500 本調査

上野北部 大坪遺跡他 ,, 外山 1.1 0 0 本調査、立会調査

870 他は工事対応

塩ノ屋遺跡 ,, 服部・羽根 工事対応

鉾坪遺跡 ,, I/ (9 0) 立会調査

壱丁田A遺跡 ” 
I/ 工事対応

壱丁田 B遺跡 ，' 

” 
工事対応

北城C遺跡
” 

I/ (5 0) 立会調査

北城D遺跡 I/ I/ 

北城E遺跡 ，， I/ 

北城F遺跡 ,, I/ 5 1 0 本調査、立会調査

北城G遺跡 (9 0) 立会調査

国府推定地
” 

坂ノ下 3,000 本調査

柘植川沿 物堂遺跡 阿山郡伊賀町物堂 工事対応

岸

上 津 川南A遺跡 名賀郡青山町勝地 1 0 0 立会淵査、他はJこ

事対応

川南 B遣跡
” ” ” 

1,700 本調杏、他は工事

対応

滝之原 天久保遺跡 名張市滝之原 600 立会調介、他はエ

事対応

広域農道 （仮）鳥居出遺 ヒ野市西裔倉

伊賀 跡

尾鷲 紀伊長島 茂原遺跡 北牟婁郡紀伊長島町ド地 平成 4年度送り
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土木部等関係

（道路建設課）

闘 事業名 遺跡名 所 在 地
面積

協議・対応 瓢 備 考m 2 

畑毛本郷線 市場寺屋敷跡 員弁郡藤原町市場字 2.8 0 0 要再分布調 土塁・窄没

桑 北薮 査 あり

篠立下野尻線 限垣城跡 I/ 

” 山口 要試掘 城跡付属施

設にかかる

名 可能性あり

,, {垣遣跡 I/ ，, I/ 2.4 0 0 
” 

四日市士山線 記念橋北遺跡 四日市市麻角町 7.9 0 0 I/ 継続

四 平尾茶屋線 四ツ谷北方遣跡
” 

桜町 ,, 
,, 北野遺跡 ，, I/ ，, 

日
国道 306号線 月尾城跡 菰野町力尾 168他 14.5 0 0 要測量•本

市 調査

一丁宅磯山停車場 別所追跡 鈴鹿市徳居町 4,200 要試掘

線

水沢野田関線 ” 西任内町 3,350 
” ,, 東の追分•関宿 関町木崎 要保存 継続

，, 会下 B遺跡 ，, 会下 8,000 要試掘 継続

鈴 I/ 今堀遺跡 ，，白木一色 10,500 
” 

隣接地

If 

” ” 要再分布調 隣接地

査

” 
白木城跡 伯山市白木町 3,100 要試堀

” ” 両尾町 要再分布調

査

国道 306号線 東樺野 2号墳 ,, 管内町 4,500 試掘済 3,900 継続

” 
東樺野遺跡 ,, /1 

” 継続

I/ 小下遺跡 I ＇ ,, 井尻町 4,600 要試堀 継続

国道25号線 市場遺跡 関町市場 1,600 ,, 

亀山IT)石水渓線 亀山市安坂山町 要再分布調

査

高野尾ドと庄線 l1 ト:.2/E 伐開後要試

掘

高野尾ド之[f線 I/ l1 要再分布調

査

鹿 四日市鈴鹿応状 国分北遺跡 鈴鹿市国分町野田裏 6,000 要試掘 継続

線 山他

II 国分東遺跡
” ” 孫作他 6,200 I/ 継続

” 
沖ノ坂遺跡 I/ 

” 
沖ノ坂 3,000 I/ 継続

他

，, 磐城山遺跡
” 

木田町 6,600 ,, 継続
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闘 事業名 遺跡名 所 在 地
面積

協議・対応 喜嘉 備 考m 2 

鈴 四日市鈴鹿環状 磐城山占墳 鈴鹿市木田町 要試掘 継続、円墳

鹿 線 1・2号 2座

三宅一身田(I')線 中鳶遺跡 津市大里野田町 要再分布調

査
津

亀山白山線 安濃町野口

” 
芸濃町小野平 1,800 要試掘

国道 368号線 土井沖遺跡 美杉村上多気 3,300 本調査 3,300 継続、平成

2年度一部

立会済

一志美杉村線 井の口遺跡 一志町波瀕 要試掘 波瀕城、古

墳有り

久 白山町小津線 岩垣内遺跡 ,, 
” ” 

” ” 
継続、詳細

不明

嬉野飯高線 弥五郎垣内遺跡 嬉野町釜生田 9,200 現道部分要

他 試掘

，' 矢下遺跡 I/ 矢下 要試掘

松阪青山線 淵草遺跡 I/ 淵草 2,400 ，, 

,, 家野遺跡 白山町南家城 780 ,, 

居 松阪久居線 嬉野町算所～三雲村 25,000 I/ 

久米

亀山白山線 久居市榊原 1,800 ，, 

,, 白山町佐田 3,-2 0 0 ” 
石橋停車場線 一志町石橋 要再分布調

査

松阪第 2環状線 上蛸路A遺跡 松阪市上蛸路 300 要試掘 継続

” 
上蛸路B遺跡 I/ I/ 1,000 ” 継続

松阪青山線 柚原遺跡 ” 柚原町 100 ” 
松 国道 368号線 北出遺跡 飯南町粥見町 12,600 I/ 継続

（粥見工区）

伊勢多気線 仁田遺跡 多気町仁田 2,600 I/ 

I/ 片倉氏館跡 ” 四神田 1,300 I/ 継続

相鹿顛大台線 年内遺跡 ,, 相鹿顛 1,300 I/ 

,, 西道ノ上遺跡 ” 
,, 1,800 I/ 

I/ 佐奈口遺跡 I/ 

” 
1,000 ” 

田丸m斎明線 発シA遺跡 明和町有爾中 1,650 It 継続

” 
世古遺跡 /1 ，' 1,600 I/ 継続

阪 国道 166号線 六呂木遺跡 松阪市六呂木 1,600 ,, 

伊勢松阪大規模 申山A,_,C遺跡 明和町大淀 ” 
自転車道
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闘 事業名 遺跡名 所 在 地
面積

協議・対応 冒嘉 備 考m 2 

松 佐原勢和松阪線 上出江遺跡 勢和村上出江 2.7 0 0 要試掘

新田野原線 天理教会前遺跡 大台町栃原 1,260 ,, 

阪 I/ 栃原遺跡 I/ 

” ” 
村松明野線 大根屋遺跡 伊勢市村松町 継続

伊勢魚見松阪線 有滝道遺跡 ” ” 
要試掘 継続

伊 館町通線 中村遺跡 ” 中村町 5,000 
” 

大溶宮町停車場 高向大社北遺跡 御薗村高向 2,900 ，' 

線

度会玉城線 （大池の中） 玉城町勝田 ” 継続

田丸m斎明線 田丸城西遺跡 I/ 下田辺 1,400 ,, 
勢 ” 

岡村古墳 ,, 岡村 1,500 I/ 継続

” 
世古遺跡 ” 世古 4,000 

” 継続

打見大台線 船木遺跡 大宮町船木 450 l1 

国府磯部線 穴川遺跡 磯部町穴川 1,100 
” 

志 安乗港線 西殿遺跡 阿児町国府 要本調査 2,840 旧名御茶

子遺跡

摩 国道 260号線 志摩町越賀他 要再分布調

査

国道 422号線 阿山町丸柱 3,000 要試掘

上 国道 368号線 安場古墳 上野市安場 6,000 ,, 巨石露出

松阪青山線 腰山遺跡 青山町腰山 1,200 ,, 継続

長野上野線 西高倉遺跡 上野市西高倉 1.0 5 0 ” 
島ケ原m観菩提 大道遺跡 島ケ原村大道 5,000 ,, 
寺綿

伊賀青山線 勝地中世墓群他 青山町勝地 要本調査他 中世墓は本

野 調査、他は

要試掘

熊 国道 311号線 波田須城跡 熊野市波田須町 6,000 要本調査

野 ，, 京楽尾城跡 I/ ,, 2,000 要試掘

（祝祭博道路建設部）

□名
伊勢 烏羽松阪線

遺跡名 1 所在地

伊勢市一宇田町

面面積 I協議・対応 I冒靡 I備

要試掘

考

（道路建設課）

闘 事業名 遺跡名 所 在 地
面積

協議・対応 瓢 備 考m 2 

四日市 小林鹿間線 向山遺跡 四日市市山田町

神戸長沢線 鈴鹿市河田町

鈴 四日市鈴鹿線 水巻遺跡 ，' 高岡町

鹿 南堀江須賀線 須賀遺跡 I/ 須賀町

国道 306号線 阿野田遺跡 亀山市阿野田町 要調査 一部着手
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闘 事業名 遺跡名 所 在 地
面積

協議・対応 瓢 備 考m 2 

鈴
国道 306号線 阿野田遺跡 亀山市阿野田町 要立会 縁辺部

” 
,, 中ノ庄 要試掘

鹿
鈴鹿亀山線 石上寺境内 ” 和田町 要立会

久 三雲久居線 地蔵堂遺跡 久居市牧町 要試掘

居 垣内御城線 及川遺跡 白山町川口 ，' 

（河川課）

闘 事業名 遺跡名 所 在 地
面積

協議・対応 冒嘉 備 考m 2 

四日市 占城川 四日市市中野町

松 堀坂川 王子遺跡他 松阪市伊勢寺町 要本調査 1,500 他に試掘あ

阪 り

（砂防課）

闘 事業名 遺跡名 所 在 地
面積

協議・対応 瓢 備 考m 2 

桑 急領斜地対策 上笠田遺跡 員弁町上笠田 土塁有り

名 上笠田地区

鈴鹿 急領斜地対策 鈴鹿市加佐登町

地滑り対策 阿山町波敷野

波敷野排水工
上

急煩斜地対策 福社氏堡跡 名張市滝ノ原

滝ノ原

” 
,, I/ 

” 
It阿保上ノ代 阿保頓宮跡 青山町岡保上ノ代

野
''寺田 上野市寺田

I,深田 伊賀町川東

（都市計画課）

闘 事業名 遺跡名 所 在 地
面積

協議・対応 瓢 備 考m 2 

四 塩浜波木線 内谷城跡 四日市市泊

日 北勢中央公固 丸岡遺跡・保々 ,, 西村町

市 西城

久居 元町孝行井戸線 久居藩武家屋敷 久居市西鷹跡町 本調査

勢田楠部線 占市宿場跡 伊勢市中之町周辺
伊

紺尾遺跡 久世戸町 旧本誓寺裏
,, 

” 
遺跡

勢
大仏山公園 大仏山古墳群他

（土地開発公社）

務
名

事
所

事業名 遺跡名

四日市I県立塩浜病院 I内谷遺跡

所在地

四日市市泊

面m2積 l協議・対応 l冒嘉 I備 考
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（商工労働部）

務
名
＿
津

巾
所

巾業名

産業展小館

遺跡名

蔵田遺跡

所在

津市詞辺町

地 面面積 I協議・対応 I冒嘉 I備

68,200 

考

県ー文化財調査員名簿
氏 名 郵便番号 所 在 地

伊 束 春 夫

片 岡 雅 章

丹 羽 徹

清 水 弘 之
J 11 添 護

桐 生 定 己
鎌 田 雅 生

大 場 範 久
宛→七 木 昌 俊
,_女~~ J 11 富 春

河 合 良 成

高 林木 英 純

下 村 純 也

小 林 和 彦

本 堂 弘 之
津 村 善 博

宮 崎 洋 史

榎 本 義 譲

世 占 且 ,..,._, 寸

岡 本 好 雅

小 林 直 人

奥 谷 義
―― 筒 居 利 久

＝ 井 博 之
奥 義 次

中 西 正 典

大 西 素 ／n ー

東 浩 成

高 崎 仁

中世 占 ．．． 芳

村 上 四、ニ 雄

山 崎 富 三 郎

竹 内 iE 弘

J 11 添 昭 博

田 村 俊

市 田 進 ... 

禍 井 健 ’’ 

中 山 暁

岡 本 武 和

寺 岡 光 ＝ 
林木 前 稔

奥 西 勲

松 鹿 昭 ． 

竹 内 英 雄

谷 戸 実

田 崎 通 雅

東 成 志

福 村 直 人

田 中 安 弘

占 部 均
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三重県教育委員会

（平成 2年度埋蔵文化財担当機関）

0 文化振腿課

5 1 4 津市広明町 13 三菫県庁内 7階

TEL 0592-24-2987(文化財保護係）

0 三重県埋蔵文化財センター

515-03 多気郡明和町竹川 50 3 

T E L O 5 9 6 5 - 2 - 1 7 3 2 (直）

FAX 1, -2-3724 

0 斎宮歴史博物館

515-03 多気郡明和町竹川 50 3 

TEL 05965-2--3800(代）

三厘県埋蔵文化財センター現場詰所

一般国道 1号線亀山バイパス 0 5 9 5 8 -2 -2 5 8 1 

” 
2 3号中勢道路 0592-37-1914 

近畿自動車道 0 5 9 6 5 8 -4 5 2 0 

~4 2号松阪多気パイパス 0 5 9 8 -2 9 -4 6 4 3 

埋蔵文化財倉庫

桜橋 0 5 9 2 -2 7 -2 4 6 5 

藤方 0 5 9 2 - 2 4 - 4 5 6 0 

上野 0595-24-0079 
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